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﹇
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﹇
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①　
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②　

ホ
ル
ラ
ン
ド
の
理
論

　
　

㈡　
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四　

江
木
『
行
政
法
』
汎
論
の
内
容
と
特
色

　
﹇
一
﹈
江
木
『
行
政
法
』
汎
論
と
江
木
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
関
連

　
　

㈠　

グ
ナ
イ
ス
ト
「
英
国
行
政
法
」
講
述
の
意
義

　
　

㈡　

江
木
講
述
の
範
囲

　
﹇
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﹈
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①  

君
主
の
専
権
及
君
主
の
尊
栄
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﹇
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﹈
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介
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介
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﹈
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﹈
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」
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色

　
﹇
二
﹈
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義
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岡
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﹇
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﹈
結
び

以
上



江木衷『行政法』―英吉利法律講義録を読む（中西）

3

一　

序
章

　

中
央
大
学
の
前
身
で
あ
る
英
吉
利
法
律
学
校
の
設
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
江
木
衷
（
以
下
単
に
「
江
木
」
と
い
う
。）
は
、
英
吉
利
法

律
学
校
で
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）
か
ら
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
年
）
の
間
、
第
三
学
年
科
目
と
し
て
行
政
法
を
担
当
し
た
。
江

木
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）
岩
国
藩
の
下
級
武
士
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
父
は
江
木
六
歳
の
と
き
に
死
亡
し
た
が
、
文
部
省
に

出
仕
し
て
い
た
兄
、
江
木
千
之
（
明
治
二
四
年
文
部
省
普
通
学
務
局
長
、
同
二
五
年
内
務
大
臣
秘
書
官
、
同
二
六
年
内
務
省
県
治
局
長
を

経
て
、
明
治
二
九
年
か
ら
明
治
三
六
年
ま
で
茨
城
等
の
各
県
知
事
を
歴
任
、
明
治
三
七
年
か
ら
貴
族
院
議
員
、
大
正
一
三
年
清
浦
内
閣
文

部
大
臣
、
枢
密
院
顧
問
官
）
の
援
助
を
う
け
て
、
東
京
に
出
て
、
明
治
一
四
年
東
京
大
学
法
学
部
に
入
学
し
た
。
第
二
学
年
か
ら
第
四
学

年
に
つ
い
て
、
穂
積
陳
重
か
ら
、
英
吉
利
法
律
学
校
の
設
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
奥
田
義
人
と
共
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
（『
東
京

大
学
年
報
』
第
二
巻
明
治
五
年
所
収
「
東
京
大
学
第
二
年
報
」
中
「
内
外
教
授
教
師
等
申
報
概
要
」
七
六
頁
以
下
、
明
治
一
六
年
同
「
第

三
年
報
」
中
「
同
申
報
」
六
〇
頁
以
下
、
明
治
一
七
年
同
「
第
四
年
報
」
中
「
同
申
報
」
九
八
頁
）。
明
治
一
七
年
卒
業
後
、
警
視
庁
御

用
掛
と
な
り
、
明
治
一
八
年
英
吉
利
法
律
学
校
の
設
立
に
も
参
加
し
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
江
木
の
『
行
政
法
』
は
、「
第
三
年
級　

英
吉
利
法
律
講
義
録
」（
明
治
二
〇
年
、
英
吉
利
法
律
学
校
）
第
三
年
級
と

し
て
「
合
川
正
道
『
憲
法
』
講
義
」
と
合
綴
さ
れ
、「
法
学
士　

江
木
衷
講
義　

田
中
恒
馬
編
輯
」
と
の
表
示
が
あ
る

（
１
）。

こ
の
『
行
政
法
』

は
、
目
次
を
含
め
一
六
〇
頁
よ
り
な
り
、
本
文
部
分
は
一
頁
一
二
行
一
行
三
〇
字
で
あ
る
。
江
木
は
、
多
数
の
法
律
書
を
刊
行
し
て
い
る

が
、
行
政
法
の
著
作
は
な
い
と
の
位
置
づ
け
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

こ
の
『
行
政
法
』
は
、
江
木
の
講
義
を
田
中
恒
馬
が
筆
記
し
編
輯

し
た
「
講
義
録
」
と
い
う
扱
い
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
刊
行
物
」
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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江
木
の
『
行
政
法
』
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

総
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
丁

　
　
　

汎
論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
二
丁

　
　
　
　

第
一
章　

行
政
法
ノ
原
理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
丁

　
　
　
　
　

第
一
節　

行
政
法
ノ
定
義
及
ヒ
起
源　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
丁

　
　
　
　
　

第
二
章

（
マ
マ
）

　

行
政
法
律
ト
達
令
ト
ノ
関
係
ヲ
論
ス　
　
　
　
　
　

二
十
八
丁

　
　
　
　
　

第
三
節　

省
令
州
令
及
ヒ
市
邑
令　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
二
丁

　
　
　
　
　

第
四
節　

第
十
九
世
紀
ニ
於
ケ
ル
行
政
法
律
ノ
編
制
類
纂　
　

五
十
八
丁

　
　
　
　
　
（
目
次
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
四
節
は
、
次
の
細
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。･･･

筆
者
）

　
　
　
　
　
　

第
一　

外
交
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
二　

陸
軍
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
三　

海
軍
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
四　

財
政
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
五　

内
務
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
）
治
安
維
持
ノ
旧
主
義
ニ
基
キ
タ
ル
内
治
制
度
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
（
乙
）
第
十
九
世
紀
ノ
新
制
ニ
依
リ
タ
ル
内
治
事
務
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　
（
第
六　
　

欠･･･

筆
者
）
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第
七　

商
業
航
海
及
ヒ
鉄
道
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
八　

司
法
事
務
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
九　

教
会
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
十　

教
育
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　
　
　

第
十
一　

殖
民
地
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
条
例

　
　
　
　

第
二
章　

行
政
ノ
機
関　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
五
丁

　
　
　
　
　

第
一
款　

君
主
及
君
主
ノ
補
佐
官　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
六
丁

　
　
　
　
　
　

第
一
節　

君
主
ノ
専
権
及
君
主
ノ
尊
栄　
　
　
　
　
　
　
　

仝
丁

　
　
　
　
　
　

第
二
節　

君
主
ノ
補
佐
官　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
十
四
丁

　
　
　
　
　
　

第
三
節　

行
政
ノ
一
機
関
タ
ル
国
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
十
八
丁

　
　
　
　
　
　

第
四
節　

枢
密
院
ノ
権
限
組
織　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
三
十
八
丁

　　

こ
の
本
の
名
称
は
『
行
政
法
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
江
木
は
「
緒
論
」（
目
次
に
い
う
「
総
論
」）
の
冒
頭
で
、「
余
ハ
英
国
行
政
法
ヲ

講
ス
ル
目
的
ナ
レ
ト
モ
先
ツ
一
般
行
政
法
ノ
原
則
ヲ
講
述
シ
テ
諸
君
ヲ
シ
テ
英
国
行
政
法
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
知
ル
ノ
階
梯
ト
為
ス
ノ
必
要
ア

ル
ヲ
感
ス
ル
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
名
称
は
「
行
政
法
」
と
い
う
よ
り
「
英
国
行
政
法
」

と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
っ
た
と
も
言
い
得
よ
う
。
し
か
し
、江
木
は
、行
政
法
の
一
般
論
を
「
緒
論
」
と
し
て
述
べ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
「
緒
論
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
江
木
が
そ
の
講
述
に
係
る
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義（

３
）』

の
緒
言
の
中
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で
（
一
頁
）、「
英
国
行
政
法
ヲ
論
ス
ル
ノ
前
ニ
於
テ
一
般
ノ
行
政
法
ヲ
講
ス
ル
ハ
順
序
ノ
当
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
是
レ
予
カ
已
ニ

前
学
年
ニ
於
テ
講
述
シ
了
リ
タ
ル
所
ナ
レ
ハ･･･

諸
君
ニ
シ
テ
未
タ
一
般
ノ
行
政
法
ニ
モ
通
暁
セ
ラ
レ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
、
予
カ
近
頃
訳

述
シ
タ
ル
社
会
行
政
法
ニ
就
キ
其
大
意
ヲ
解
セ
ラ
レ
ル
ヘ
シ
。
此
社
会
行
政
法
ハ
現
今
我
カ
日
本
ノ
内
閣
顧
問
ニ
シ
テ
欧
洲
ニ
於
テ
ハ
博

識
多
聞
ヲ
以
テ
有
名
ナ
ル
博
士
ヘ
ル
マ
ン
、
ロ
エ
ス
レ
ル
先
生
ノ
著
ハ
ス
所
ニ
係
レ
リ
、
諸
君
ハ
此
ノ
書
ヲ
一
読
シ
テ
著
者
ノ
卓
見
名
論

自
ラ
先
輩
腐
儒
ノ
常
説
ト
異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
発
見
セ
ラ
ル
ヘ
シ
。
只
タ
惜
ラ
ク
ハ
文
辞
簡
短
温
雅
ニ
シ
テ
、
深
思
熟
考
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ

ハ
其
ノ
真
意
ニ
通
ス
ル
ノ
難
キ
ニ
苦
シ
ム
所
ア
ル
ノ
ミ
」と
し
て
い
る
か
ら
、「
緒
論
」の
行
政
法
の
一
般
論
が
レ
ー
ス
ラ
ー（

４
）『

社
会
行
政
法
』

を
基
礎
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
「
緒
論
」（
総
論
）
が
終
わ
っ
た
後
に
、「
汎
論
」
と
し
て
「
英
国
行
政

法
」
の
講
義
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

 　

以
下
、
江
木
『
行
政
法
』
の
内
容
と
そ
の
特
色
を
概
観
す
る
。
そ
の
際
、
本
稿
の
論
述
の
方
法
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
本
稿
の
「
緒
論
」
に
関
す
る
記
述
と
「
汎
論
」
に
関
す
る
記
述
の
順
序
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
整
規
な
形

と
な
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
第
一
に
「
緒
論
」
が
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
を
基
礎
に
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
江
木
の
位
置
づ
け
（『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
緒
言
一
頁
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
行
政
法
緒
論
の
内
容
に
は
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社

会
行
政
法
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
「
公
法
と
私
法
」
に
関
す
る
一
般
論
が
ま
ず
記
述
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』

を
考
察
の
端
緒
と
し
た
「
社
会
法
」
論
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
の
位
置
づ
け
、「
公

法
と
私
法
」
に
関
す
る
一
般
論
、「
社
会
法
」
論
の
記
述
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
典
と
の
関
係
で
独
立
し
た

考
察
を
必
要
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、「
緒
論
」
に
関
す
る
本
稿
の
記
述
は
、ま
ず
、「
江
木
の
緒
論
の
記
述
」
を
概
観
し
、

そ
の
次
に
、「
江
木
の
緒
論
の
記
述
」
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
部
分
、
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「
公
法
と
私
法
」
の
特
色
に
関
す
る
部
分
、及
び
「
社
会
法
」
論
の
特
色
に
関
す
る
部
分
を
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
汎

論
」
は
江
木
の
云
う
よ
う
に
主
と
し
て
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
一
部
に
沿
っ
て
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
汎
論
」
の
特
色

と
し
て
は
、「
緒
論
」
の
場
合
と
異
な
り
、
原
典
と
の
関
係
で
独
立
し
た
考
察
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
本
稿
の
論
述
の
方
法

と
し
て
は
、「
汎
論
」
の
内
容
を
概
観
す
る
と
同
時
に
、
原
典
と
の
関
係
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
各
箇
所
ご
と
に
注
記
で
処
理
を
す
る

こ
と
と
し
、
他
面
、
同
時
代
の
研
究
者
の
著
述
と
の
関
係
で
、
江
木
の
記
述
の
特
色
を
指
摘
す
る
方
法
を
と
っ
た
。

二　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
の
内
容

　
「
緒
論
」
は
目
次
で
は
「
総
論
」
と
さ
れ
て
お
り
、
一
頁
か
ら
二
二
頁
で
あ
る
。「
緒
論
」
は
項
目
的
に
細
分
さ
れ
て
い
な
い
が
、（
一
）

公
法
私
法
の
区
別
、（
二
）
公
法
・「
社
会
法
」・
私
法
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
江
木
の
論
述
す
る
と
こ
ろ
を

要
約
し
、
次
に
そ
の
論
述
の
特
色
を
指
摘
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈠　

公
法
と
私
法
の
区
別

　

江
木
は
「
行
政
法
ハ
公
法
ノ
一
部
ナ
リ
ト
ハ
人
ノ
知
ル
所
ナ
レ
ト
モ
、
公
法
私
法
ノ
区
別
ニ
付
キ
テ
ハ
数
多
ノ
議
論
ア
リ
テ
一
定
セ
サ

ル
カ
如
シ
」
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。

【
イ
ギ
リ
ス
】

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
ホ
ル
ラ
ン
ド
を
上
げ
、「
彼
ノ
法
理
学
ノ
泰
斗
ト
仰
カ
ル
ヽ
」
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、「
法
律
上

ニ
於
テ
ハ･･･

公
法
私
法
ノ
区
別
ナ
シ
ト
マ
テ
断
言
」
し
て
い
る
の
で
論
じ
る
ま
で
も
な
い
。「
今
世
ノ
法
理
学
者
中
有
名
ナ
ル
」
ホ
ル

ラ
ン
ド
は
、「
公
法
私
法
ノ
区
別
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
モ
其
論
拠
ト
ス
ル
所
ハ
曖
昧
模
糊
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
モ
取
ル
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可
キ
ノ
理
由
ナ
シ
」「
英
国
法
理
学
者
間
ニ
於
テ
ハ
此
ノ
如
ク
公
法
学
ノ
進
歩
ハ
発
達
セ
ス
シ
テ･･･

未
タ
曾
テ
学
者
間
ニ
於
テ･･･

公

法
中
ニ
行
政
法
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
英
国
公
法
私
法
ノ
区
別
ハ
見
ル
可
キ
ノ
標
準
ナ
ク
、又
タ
取
ル
可
キ
ノ
理
由
ナ
ク
、

曖
昧
模
糊
ノ
裏
ニ
存
在
ス
ル
モ
ノ
ト
云
テ
可
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

【
フ
ラ
ン
ス
】

　
「
仏
国
ニ
於
テ
ハ
法
律
中
公
法
私
法
ノ
区
別
ハ
判
然
ト
区
画
ス
ト
雖
モ
其
公
法
私
法
ノ
区
別
ノ
標
準
タ
ル
ヤ
其
法
律
ノ
性
質
上
ヨ
リ
区

別
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
、
只
タ
此
ノ
法
律
ハ
公
法
ナ
リ
彼
ノ
法
律
ハ
私
法
ナ
リ
ト
云
テ
表
面
上
ヨ
リ
区
別
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ

･･･

如
何
ナ
ル
理
由
ヲ
以
テ
此
ノ
法
律
ハ
公
法
ナ
リ
彼
ノ
法
律
ハ
私
法
ナ
リ
ト
云
フ
一
定
ノ
標
準
ヲ
発
見
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
。
因
是
観
之

仏
国
ノ
法
律
中
公
法
私
法
ノ
区
別
モ
亦
タ
理
論
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ノ
論
ナ
リ
。」

【
ド
イ
ツ
】

○　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー

　

｢

東
京
大
学
総
理
加
藤
弘
之
氏
ノ
訳
述
サ
レ
タ
ル
国
法
汎
論
ノ
著
者
タ
ル
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
氏
カ
公
法
私
法
ノ
区
別
ヲ
解
テ
曰
ク
、
公

法
私
法
ノ
区
別
ニ
ハ
二
点
ア
リ
。
第
一
、
公
権
利
ハ
即
チ
公
義
務
ナ
リ
。
第
二
、
公
権
利
ハ
各
個
人
自
由
ニ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
モ
、
私
権
利
ハ
各
個
人
自
由
ニ
之
ヲ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
ト
。･･･

今
例
ヲ
以
テ
説
明
セ
ン
ニ
裁
判
官
ハ
啻
ニ
訴
訟
事
件
ヲ

裁
断
ス
ル
ノ
公
権
利
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
又
タ
必
ス
裁
断
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
公
義
務
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
其
公
権
利
タ
ル
ヤ
裁
判
官

一
己
ノ
意
見
ヲ
以
テ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
之
ニ
反
シ
テ
彼
ノ
債
主
権
ノ
如
キ
ハ
負
債
主
ニ
於
テ
其
返
済
期
限
ニ
至

リ
テ
之
ヲ
返
済
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
法
律
上
之
ヲ
返
済
セ
シ
ム
ル
ノ
権
利
ア
リ
ト
雖
モ
、
此
ノ
権
利
タ
ル
ヤ
固
ト
一
個
ノ
私
権
利
ナ
レ
ハ
債
主

ニ
於
テ
之
ヲ
存
廃
取
捨
ス
ル
モ
債
主
ノ
勝
手
次
第
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
ア
リ
。｣
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｢

然
レ
ト
モ
氏
ノ
説
未
タ
以
テ
完
全
無
欠
ニ
シ
テ
毫
モ
非
難
ス
可
キ
ノ
点
ナ
シ
ト
ハ
云
フ
可
カ
ラ
ス
。
何
ト
ナ
レ
ハ
彼
ノ
公
権
利
ト
雖

モ
必
ス
シ
モ
之
ヲ
執
行
ス
ル
ノ
公
義
務
ナ
キ
コ
ト
ア
リ
。
又
タ
私
権
利
ト
雖
モ
各
個
人
ノ
自
由
ニ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
コ
ト
ア

レ
ハ
ナ
リ
。
例
ヘ
ハ
、
彼
ノ
人
民
ニ
属
ス
ル
所
ノ
請
願
出
版
集
会
ノ
諸
権
利
ノ
如
キ
、
又
君
主
ニ
属
ス
ル
所
ノ
不
認
可
ノ
権
特
赦
ノ
権
ノ

如
キ
ハ
勿
論
公
権
利
ニ
ハ
相
違
ナ
キ
モ
、
人
民
若
ク
ハ
君
主
ニ
於
テ
必
ス
之
ヲ
執
行
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
公
義
務
ア
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
ル

ナ
リ
。
又
タ
彼
ノ
相
続
法
遺
嘱
法
ノ
如
キ
ハ
私
権
利
ナ
レ
ト
モ
私
人
一
個
ノ
意
見
ヲ
以
テ
決
シ
テ
法
律
ヲ
左
右
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
カ
如

シ
。」

○　

モ
ー
ル

　

｢

モ
ー
ル
氏
ハ
一
歩
ヲ
進
メ
テ
公
法
私
法
ノ
区
別
ヲ
説
テ
曰
ク
、
私
法
ハ
各
箇
人
各
家
族
相
互
間
ニ
於
ケ
ル
法
律
上
ノ
関
係
ヲ
規
定
シ
、

公
法
ハ
一
般
人
民
ノ
全
体
公
同
ノ
租
税
及
ヒ
其
ノ
之
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
制
度
方
法
ヲ
規
定
ス
ル
者
ヲ
謂
フ
ト
。｣

　

こ
の
説
は
「
区
別
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
氏
ノ
如
キ
駁
撃
ハ
受
ケ
サ
レ
ト
モ
未
タ
充
分
ノ
説
ト
ハ
謂
フ
可
カ
ラ
ス
。
凡
ソ

主
権
者
ハ
、
人
民
各
自
相
互
間
ニ
存
在
ス
ル
事
柄
ニ
干
渉
ス
ル
ハ
其
目
的
ニ
非
ス
ト
雖
モ
、
私
法
ヲ
整
理
ス
ル
カ
為
メ
ニ
ハ
又
一
私
人
ノ

権
利
義
務
ニ
モ
干
渉
シ
テ
、
一
私
人
カ
独
リ
其
権
威
ヲ
擅
ニ
シ
、
戓
ハ
公
同
ノ
利
益
ニ
反
ス
ル
行
為
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ヲ
禁
止
シ
テ
私
法
ノ
弊

害
ヲ
防
遏
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
則
チ
裁
判
所
ヲ
設
ク
ル
カ
如
キ
、
又
タ
法
庭
ニ
出
訴
ス
ル
ノ
手
続
訴
訟
法
ヲ
設
ク
ル
カ
如
キ
是
レ
ナ
リ
。
此

ノ
如
ク
私
法
ヲ
整
理
ス
ル
カ
為
メ
ニ
設
ケ
タ
ル
法
律
ハ
公
法
ニ
属
シ
、
其
事
実
ニ
関
ス
ル
法
則
ハ
即
チ
私
法
ニ
属
ス
ル
者
ナ
リ
。
故
ニ
民

法
ハ
全
ク
人
民
相
互
間
ノ
コ
ト
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
勿
論
私
法
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
此
ノ
民
法
ヲ
整
理
ス
ル
カ
為
メ
ニ
設
ケ

タ
ル
訴
訟
法
ノ
如
キ
ハ
公
法
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。」
ド
イ
ツ
の
ホ
ル
ツ
エ
ン
ド
ル
フ
も
訴
訟
法
は
公
法
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
国
家
の
「
機
関
ニ
モ
公
私
両
資
格
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
公
資
格
ヲ
以
テ
シ
タ
ト
キ
ハ
公
法
ニ
属
シ
、
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私
ノ
資
格
ヲ
以
テ
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
私
法
ノ
支
配
ニ
属
ス
ル
」
こ
と
で
あ
る
。（
六
頁
）

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
た
の
は
、
国
有
財
産
の
理
解
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
、「
国
家
ニ
属
ス
ル
私
有
財
産
ヲ
処
理
ス
ル
ノ

法
ハ
公
法
ナ
リ
ヤ
私
法
ナ
リ
ヤ
ノ
問
」
で
あ
る
。
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は
、「
国
家
ノ
私
有
財
産
ノ
法
ハ
私
法
ノ
支
配
ニ
属
ス
、
何
ト
ナ
レ

ハ
国
家
カ
私
有
財
産
ヲ
有
ス
ル
ハ
、
恰
モ
一
私
人
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
「
以
問
為
答
ノ
誤
謬
」
に
出
た
も
の

で
あ
る
。「
則
チ
氏
ノ
所
説
ニ
ヨ
レ
ハ
国
家
ノ
私
有
財
産
ハ
私
有
物
ナ
ル
ヲ
以
テ
私
法
ニ
属
ス
ト
ナ
シ
毫
モ
ソ
ノ
理
由
ヲ
示
サ
ス･･･

議

論
ノ
争
点
ハ
、国
家
ニ
属
ス
ル
私
有
財
産
ハ
国
法
ニ
属
ス
ヘ
キ
者
ナ
ル
ヤ
将
タ
私
法
ニ
属
ス
ヘ
キ
者
ナ
ル
ヤ
ノ
問
題
ナ
ル
ニ
、ブ
ル
ン
チ
ュ

リ
ー
氏
ハ
、
国
家
ニ
属
ス
ル
私
有
財
産
ハ
私
有
物
ナ
ル
カ
故
ニ
私
法
ニ
属
ス
ト
云
フ
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、
是
レ
単
ニ
其
問
ハ
ン
ト
ス
ル
所
ヲ

以
テ
答
辞
ニ
充
テ
タ
ル
ノ
ミ
、
豈
ニ
充
分
ノ
答
辞
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ
。
又
此
点
ニ
付
テ
ハ
学
者
間
ニ
於
テ
公
法
ニ
属
ス
ト
解
ク
者
ア

リ
。」（
六
〜
七
頁
）

　

ま
た
、
さ
ら
に
「
会
社
法
ハ
、
公
法
ノ
範
囲
ニ
属
ス
可
キ
モ
ノ
ナ
ル
カ
将
タ
私
法
ノ
範
囲
内
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
」
と
い
う
問
題
も

あ
る
。
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
会
社
法
ハ
、
公
ノ
機
関
ナ
ル
ヤ
将
タ
私
ノ
機
関
ナ
ル
ヤ
ヲ
研
究
」
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
会
社
法
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
公
私
ノ
両
性
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
か
ら
、「
其
見
ル
所
ニ
ヨ
リ
テ
、
公
法
ニ
属
ス
ル
コ
ト
モ
ア
リ
又
私
法

ニ
属
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
可
シ
。
即
チ
政
府
カ
或
ル
特
別
ノ
必
要
ヨ
リ
シ
テ
会
社
ノ
組
織
、
開
閉
、
社
員
ノ
特
権
等
ヲ
定
メ
タ
ル
ノ
法
律
ハ

公
法
ニ
属
ス
レ
ト
モ
、
社
員
相
互
ノ
関
係
、
社
員
ノ
共
同
資
金
ニ
対
ス
ル
権
利
義
務
其
他
会
社
ノ
規
約
等
ヲ
定
メ
タ
ル
法
律
ハ
私
法
ニ
属

ス
ル
。」（
七
頁
〜
八
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
「
モ
ー
ル
氏
ノ
公
法
私
法
ノ
区
別
ハ
其
法
律
ノ
規
定
ス
ル
所
ノ
人
民
各
自
間
ノ
関
係
ナ
リ
ヤ
又
タ
人
民
全
体
ノ
関
係
ナ
リ

ヤ
ヲ
以
テ
区
別
ノ
標
準
ト
ナ
ス
ト
雖
モ
、
此
ノ
標
準
タ
ル
ヤ
確
乎
不
抜
ノ
モ
ノ
ト
ナ
ス
能
ハ
サ
レ
ハ
近
世
ニ
至
リ
テ
ハ
其
説
ハ
大
ニ
勢
力
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ヲ
失
ウ
ニ
至
レ
リ
。｣

（
八
頁
）

㈡　

公
法
・「
社
会
法
」・
私
法　

　

｢
近
世
ハ
彼
ノ
理
学
上
ニ
用
ユ
ル
進
化
主
義
ナ
ル
モ
ノ
法
律
ノ
範
囲
ニ
立
チ
入
リ
テ
、
法
律
ノ
区
別
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヽ
ナ
リ
テ
、
大
ニ
法

律
上
ニ
真
面
目
ヲ
開
ク
ニ
至
レ
リ
。
古
代
ハ
法
律
ヲ
公
私
法
ニ
区
別
シ
タ
レ
ト
モ
、
近
世
ニ
至
リ
テ
ハ
法
律
ハ
公
私
二
法
ト
確
ト
区
別
セ

ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
其
二
法
律
ノ
間
ニ
一
ノ
社
会
法
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
見
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
故
ニ
近
世
ハ
法
律
ヲ
分

テ
国
法
、
社
会
法
、
私
法
ノ
三
ニ
区
別
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
。｣ 

（ 

八
〜
九
頁
）

○　

公
法
・
社
会
法
・
私
法
の
区
別
の
標
準

　

 ｢

此
ノ
三
法
ノ
区
別
ノ
標
準
ハ
何
処
ニ
存
在
ス
ル
ヤ
ト
云
フ
ニ
只
タ
人
ト
云
フ
思
想
ノ
一
点
ニ
ア
リ
、
抑
人
ナ
ル
モ
ノ
ハ
三
様
ノ
点
ヨ

リ
之
ヲ
考
察
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
。
即
チ

　

第
一　

天
地
間
ニ
存
在
ス
ル
一
個
人　

第
二　

社
会
ヲ
組
織
ス
ル
ノ
一
分
子　

第
三
国
家
ヲ
成
立
ス
ル
所
ノ
元
素
ト
シ
テ
見
ラ
ル
可

シ
、
之
ヲ
換
言
ス
レ
ハ
、
人
ニ
ハ
一
個
人
、
社
会
、
国
家
ト
云
フ
三
様
ノ
姿
ア
リ
此
ノ
三
様
ノ
区
別
カ
法
律
ノ
思
想
ト
ナ
リ
テ
右
ノ
国
法
、

社
会
法
、
私
法
ノ
三
区
別
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。｣

（
九
頁
）

○　

国
家
と
社
会
の
区
別
の
標
準

　

｢

右
三
法
ノ
性
質
ノ
如
何
ヲ
講
究
ス
ル
ニ
ハ
、
先
ツ
国
家
ト
社
会
ト
ノ
区
別
ヲ
説
明
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
。･･･

社
会
ト
ハ
、
社
会
進
化

上
ニ
於
テ
同
一
ノ
文
明
ノ
程
度
ニ
存
在
ス
ル
一
ノ
団
結
体
ヲ
総
称
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
別
ニ
無
形
ノ
一
個
人
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ナ

ケ
レ
ハ
、
一
定
ノ
国
境
ナ
ク
、
苟
モ
其
文
明
ノ
程
度
ニ
シ
テ
同
一
ノ
位
地
ニ
ア
ラ
ン
乎
。
数
国
数
十
国
ハ
勿
論
、
全
世
界
ヲ
モ
通
シ
テ
一

社
会
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
可
シ
。
即
チ
現
今
ノ
欧
洲
諸
国
ノ
如
キ
殆
ン
ト
之
ヲ
一
社
会
ト
称
シ
テ
可
ナ
リ
。｣
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｢

之
ニ
反
シ
テ
、
国
家
ト
ハ
一
個
ノ
擬
為
人
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス
ル
無
形
人
ニ
シ
テ
一
定
ノ
国
境
ヲ
有
シ･･･

各
独
立
シ
テ
一
国
ヲ
成
立

ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
故
ニ
、
一
社
会
ニ
ハ
数
多
ノ
国
家
ヲ
含
蓄
ス
ル
コ
ト
ア
リ
、
又
タ
、
国
家
中
ニ
於
テ
モ
現
ニ
商
業
社
会
、
農
業
社
会
等

数
種
ノ
社
会
ヲ
成
立
ス
ル
ト
雖
モ
、
国
家
ニ
ハ
一
個
人
タ
ル
ノ
資
格
ア
リ
、
社
会
ニ
ハ
一
個
人
タ
ル
ノ
資
格
ナ
ケ
レ
ハ
、
決
シ
テ
二
者
ヲ

混
同
ス
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。｣

（
一
〇
頁
）

　
（
江
木
は
、一
旦
行
政
法
の
区
分
に
入
っ
た
後
に（
一
六
頁
）、ま
た
、「
国
家
ト
社
会
ト
ノ
関
係
ヲ
一
言
セ
ン
ニ
」と
し
て（
一
九
頁
以
下
）、

国
家
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
以
下
で
は
★
印
を
附
し
て
要
約
し
て
お
く
。）

　

★｢

人
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
権
利
ノ
主
体
タ
ル
コ
ト
、
即
チ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ハ
、
法
理
ニ
於
キ
テ
已
ニ
明
ラ
カ
ナ
ル
所
ナ
リ
。

而
シ
テ
国
家
ハ
無
形
ノ
一
個
人
ナ
ル
カ
故
ニ
権
利
ノ
主
体
、
即
チ
一
国
家
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
以
テ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
レ
ト
モ
、
社
会

ハ
単
ニ
民
衆
ノ
一
団
ナ
ル
カ
故
ニ
社
会
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
以
テ
権
利
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
只
社
会
中
ニ
存
ス
ル
各
人
各
個
ノ
資
格
ニ
於

テ
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ノ
ミ
。｣

（
一
九
頁
）

○　

国
法
・
社
会
法
・
私
法
の
性
質

国
法
社
会
法
私
法
ノ
性
質
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
。

　

｢

国
法
ト
ハ
、
国
家
ノ
範
囲
内
ニ
属
ス
ル
事
柄
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
社
会
法
ト
ハ
、
社
会
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
事
柄
ヲ
規
定
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ
、
面
シ
テ
私
法
ト
ハ
、
各
個
人
相
互
間
ノ
関
係
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。｣

（
一
一
頁
）

　

｢

故
ニ
国
法
内
ノ
権
利
ハ
国
家
テ
ウ
一
ノ
無
形
人
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
此
ノ
権
利
ヲ
存
廃
ス
ル
コ
ト
ハ
国
家
ノ
自
由
ナ
レ
ト
モ
、
各

人
各
個
ノ
自
由
ニ
ア
ラ
ス
、
社
会
ハ
一
ノ
無
形
人
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
享
有
セ
サ
レ
ハ
従
テ
其
権
利
ノ
主
体
タ
ル
モ
ノ
ハ
各
人
各
個
ナ
レ
ト
モ

各
人
各
個
ハ
敢
テ
社
会
ノ
権
利
ヲ
存
廃
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
国
家
モ
亦
之
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
カ
ラ
ス
。｣

（
一
一
頁
）
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○　

国
法
に
属
す
る
も
の
と
社
会
法
に
属
す
る
も
の

　

｢
国
法
ナ
ル
モ
ノ
ハ
政
府
内
ノ
事
項
ヲ
規
定
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
政
府
ニ
於
テ
自
由
ニ
其
権
利
ヲ
存
廃
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
勿
論
ナ
ル

モ
、
彼
ノ
社
会
法
中
ニ
属
ス
可
キ
人
身
自
由
権
、
出
版
集
会
自
由
権
、
宗
教
自
由
ノ
権
ノ
如
キ
諸
権
利
ヲ
政
府
ニ
於
テ
自
由
ニ
之
ヲ
伸
縮

存
廃
ス
ル
コ
ト
能
ワ
サ
ル
ナ
リ
。
又
タ
彼
ノ
鉄
道
電
信
郵
便
等
ニ
関
ス
ル
諸
規
則
ハ
一
見
ス
レ
ハ
主
権
者
カ
制
定
ス
ル
カ
如
キ
モ
其
実
社

会
進
化
ノ
作
用
ニ
ヨ
リ
テ
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
即
チ
電
信
ノ
発
明
ナ
キ
ニ
電
信
ニ
関
ス
ル
規
則
ア
ル
ノ
理
ナ
ク
、
又
鉄
道
郵
便
ノ
設
置
ナ

キ
ニ
鉄
道
郵
便
ニ
関
ス
ル
ノ
規
則
ア
ル
ノ
訳
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。
故
ニ
社
会
法
ハ
ソ
ノ
国
勢
ノ
文
明
ノ
程
度
カ
同
一
ナ
レ
ハ
従
テ
之
ニ
関
ス

ル
ノ
法
律
モ
亦
同
一
ナ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
。
是
レ
鉄
道
電
信
郵
便
等
ニ
関
ス
ル
諸
規
則
ノ
欧
洲
各
国
同
一
轍
ニ
出
ル
所
以
ナ
リ
。
即
チ
各

国
政
体
ノ
主
義
ア
レ
ハ
各
々
其
主
義
ヲ
採
リ
テ
専
制
政
府
ナ
レ
ハ
須
ラ
ク
専
制
ナ
ル
可
ク
、
自
由
政
府
ナ
レ
ハ
宜
シ
ク
自
由
ヲ
附
與
ス
可

シ
。
然
レ
ト
モ
苟
モ
文
化
同
一
ノ
地
位
ニ
ア
ル
以
上
ハ
其
社
会
法
ハ
決
シ
テ
自
由
ニ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
。｣

（
一
二
頁
）

　

｢

社
会
法
ニ
属
ス
可
キ
自
由
ノ
権
利
中･･･
人
身
自
由
ノ
権
、
宗
教
ノ
自
由
ノ
権
ノ
如
キ
ハ
尤
モ
社
会
進
化
主
義
ニ
関
係
ア
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
、
社
会
上
ニ
優
勝
劣
敗
ノ
活
動
ヲ
ナ
サ
シ
メ
社
会
ノ
進
歩
ヲ
企
図
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
必
ス
自
由
ノ
権
利
ヲ
附
與
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
。

若
シ
自
由
ノ
権
利
ヲ
附
與
セ
サ
レ
ハ
優
勝
劣
敗
ノ
原
理
行
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。
優
勝
劣
敗
ノ
原
理
ニ
シ
テ
行
ハ
サ
レ
ハ
社
会
ノ
進
歩
ハ
決

シ
テ
望
ム
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
自
由
権
利
ヲ
附
與
セ
ス
シ
テ
社
会
ノ
進
歩
ヲ
計
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ

ホ
両
足
ヲ
制
縛
シ
テ
走
レ
ト
云
フ
ニ
同

シ
ク
、
其
進
歩
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヤ
照
々
タ
リ
。｣

（
一
三
頁
）

　

｢

然
レ
ト
モ
、
政
府
ハ
人
身
自
由
権
宗
教
自
由
権
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ニ
非
ス
。
政
府
ハ
自
己
ノ
威
権
ヲ
以
テ
自
由
ニ
此
等
ノ

権
利
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
。
而
シ
テ
若
シ
政
府
ニ
シ
テ
斯
ク
此
等
ノ
権
利
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
、
既
ニ
社
会
法
ナ
ル
モ

ノ
ハ
存
在
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
之
レ
干
渉
ト
共
ニ
進
歩
ヲ
妨
害
ス
レ
ハ
ナ
リ
。｣ 

（
一
三 
頁
）
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更
ニ
法
律
上
ニ
於
テ
モ
政
府
ハ
社
会
法
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
簡
単
ナ
ル
例
ヲ
示
サ
ン
。（
日
本
の
法
律
の･･･

筆
者
補
）
結
婚

年
齢
ノ
制
限
ニ
従
ハ
ス
シ
テ
結
婚
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
勿
論
無
効
ナ
ル
モ
、
若
シ
男
女
共
ニ
欧
洲
ニ
行
キ
テ
一
定
ノ
法
式
ヲ
履
行
シ･･･

結
婚

シ
タ
ル
後
、
日
本
国
ニ
帰
リ
来
ル
モ
其
結
婚
ノ
正
当
ナ
ル
コ
ト
ハ
万
国
私
法
ノ
認
ム
ル
所
ナ
リ
。
殊
ニ
米
洲
ノ
如
ク
各
州
独
立
シ
テ
一
邦

ヲ
構
成
ス
ル
ノ
国
体
ニ
於
テ
ハ
一
方
ノ
州
ニ
於
テ
結
婚
年
齢
ヲ
定
ム
ル
モ
他
洲
ニ
於
テ
結
婚
ノ
式
ヲ
行
フ
ト
キ
ハ
、
到
底
其
結
婚
ノ
自
由

ヲ
制
限
ス
ル
ノ
法
律
ハ
其
効
ヲ
奏
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
可
シ
。
又
主
権
者
ハ
法
律
ヲ
以
テ
集
会
出
版
自
由
ノ
権
利
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ル
モ
此
ノ
時
ハ
文
明
社
会
ハ
既
ニ
離
散
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
従
テ
亦
社
会
法
ノ
存
在
ス
ル
故
ナ
シ
。
苟
モ
文
明
社
会
ニ
シ
テ
存
在
セ
ン
カ

決
シ
テ
社
会
法
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。｣

（
一
四
頁
〜
一
五
頁
）

★　
「
国
家
ノ
行
政
ニ
於
テ
ハ
国
家
ヲ
以
テ
権
利
ノ
主
体
ト
シ
、
社
会
ノ
行
政
ニ
於
テ
ハ
各
人
各
個
ヲ
以
テ
権
利
ノ
主
体
ト
ス
。
一
私
人

ハ
能
ク
国
家
財
政
及
ヒ
兵
政
等
ノ
主
体
タ
ル
ヘ
ク
モ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
衛
生
教
育
工
業
等
社
会
活
動
ノ
法
則
ハ
国
家
ニ
適
用
ス
ヘ
ク
モ
ア
ラ

ス
。
蓋
シ
本
来
国
家
ノ
成
立
ハ
法
律
上
ニ
基
ク
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
社
会
ハ
古
来
事
実
上
ノ
発
達
ニ
成
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。
而
シ
テ
又
社

会
ノ
発
達
ト
共
ニ
必
ス
之
ヲ
統
括
ス
ヘ
キ
一
定
ノ
法
律
原
則
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ハ
論
ヲ
待
タ
ス
ト
雖
ト
モ
、
各
人
各
個
カ
社
会
ノ
区
域
ヨ
リ
進

ン
テ
国
家
ノ
区
域
ニ
侵
入
ス
ル
ハ
法
律
上
ニ
於
テ
セ
ス
シ
テ
、　

社
会
進
歩
ノ
事
実
上
ヨ
リ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
。
故
ニ
社
会
人
民
ノ

発
達
進
歩
ス
ル
ニ
従
ヒ
国
家
政
府
モ
亦
之
レ
ニ
適
応
ス
ヘ
キ
法
律
ヲ
制
定
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
是
レ
社
会
ノ
国
家
ニ
侵
入
ス
ル
所
以
ニ
シ

テ
、
政
府
ハ
人
民
ノ
返
照
ナ
リ
ト
云
ヘ
ル
格
言
モ
亦
此
ノ
意
ニ
外
ナ
ラ
ス
。」（
二
〇
頁
）

★　
「
然
レ
ト
モ
社
会
已
ニ
進
歩
シ
テ
法
律
未
タ
改
マ
ラ
サ
ル
ノ
時
期
ニ
際
シ
テ
ハ
、
社
会
ト
国
家
ト
利
害
相
反
シ
政
府
ト
人
民
ト
相
軋

轢
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
ト
雖
ト
モ
、
社
会
ハ
只
タ
其
発
達
進
歩
ノ
事
実
、
即
チ
社
会
ノ
法
則
ヲ
以
テ
法
律
改
良
ヲ
促
カ
ス
コ
ト
ヲ
得
レ
ト

モ
、
公
然
国
家
ニ
対
シ
抗
抵
ス
ヘ
キ
法
律
上
ノ
権
利
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
而
シ
テ
此
ノ
社
会
発
達
ハ
早
晩
必
ス
法
律
ノ
改
良
ヲ
来
ス
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ヘ
キ
基
因
ニ
シ
テ
此
ノ
改
良
手
段
ヲ
名
ケ
テ
立
法
ト
云
フ
。
是
レ
社
会
日
新
進
歩
ノ
時
ニ
当
テ
一
国
立
法
事
務
ノ
繁
多
ナ
ル
所
以
ナ
リ
。」

（
二
〇
頁
〜
二
一
頁
）

　
「
古
昔
ノ
学
者
ハ
根
拠
モ
ナ
ク
理
由
モ
ナ
キ
ニ
無
暗
ニ
法
律
ヲ
国
法
私
法
ノ
二
ニ
区
別
シ
、
其
間
ニ
一
ノ
社
会
法
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
コ
ト

ヲ
覚
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
、
社
会
法
ノ
支
配
ニ
属
シ
テ
主
権
者
、
一
個
人
自
由
ニ
存
廃
取
捨
ス
可
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ヲ
国
法
私
法
ノ
中
ニ
混
入
シ

タ
ル
ヲ
以
テ
、･･･
国
法
中
ニ
混
入
シ
タ
ル
部
分
ハ
、
非
常
ニ
政
府
ノ
圧
政
干
渉
ヲ
受
ケ
、
私
法
中
ニ
混
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
人
民
ノ
過

激
ノ
空
論
ト
化
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

　

･･･

婚
姻
、
宗
教
、
家
族
、
住
所
、
土
地
、
其
他
職
業
ノ
自
由
、
営
業
ノ
自
由
ノ
如
キ
モ
ノ
ハ
正
ニ
社
会
法
ノ
支
配
ニ
属
ス
可
キ
モ
ノ

ナ
ル
ニ
、
英
仏

ニ
独
逸
古
昔
ノ
学
者
ハ
之
ヲ
民
法
中
ニ
編
入
シ
タ
ル
ヨ
リ
大
ニ
人
民
ノ
過
激
ノ
空
論
ヲ
招
ク
ニ
至
リ
、
銀
行
法
、
町
村

法
、
水
利
法
ノ
如
キ
社
会
法
ノ
原
理
ニ
依
ル
可
キ
モ
ノ
ヲ
国
法
ノ
原
理
ニ
ヨ
リ
テ
処
断
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
誤
認
シ
屡
々
政
府
ノ
圧
制
政
干
渉

ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
。

　

又
一
方
ヨ
リ
論
ス
レ
ハ
万
民
同
等
ノ
権
、
人
身
自
由
、
結
社
ノ
自
由
、
宗
教
ノ
自
由
等
社
会
法
ノ
支
配
ニ
属
ス
可
キ
モ
ノ
ヲ
国
法
ノ
原

理
ヲ
以
テ
支
配
セ
ン
ト
欲
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
過
激
疎
暴
ノ
空
論
ト
ハ
変
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
蓋
シ
参
政
権
ハ
社
会
法
ノ
原
理
ヲ
適
用
ス
ル
コ

ト
能
ハ
ス
シ
テ
、
全
ク
主
権
内
ノ
一
部
分
ナ
レ
ハ
、
之
ヲ
人
民
ニ
附
與
ス
ル
ト
附
與
セ
サ
ル
ト
ハ
政
府
ノ
自
由
権
内
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル

ニ
、
猥
リ
ニ
彼
ノ
社
会
法
ノ
万
民
同
等
ノ
原
理
ヲ
国
家
ノ
範
囲
内
ニ
マ
テ
及
ホ
シ
テ
参
政
権
ニ
モ
亦
万
民
同
等
ノ
権
ア
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス

ル
ニ
至
レ
リ
。
彼
ノ
万
民
同
等
ノ
権
ト
ハ
社
会
権
カ
同
等
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
私
法
若
ク
ハ
国
法
上
ノ
権
利
モ
万
民
同
等
ナ
リ

ト
云
フ
ニ
非
ス
。
之
ヲ
換
言
ス
レ
ハ
、
参
政
権
モ
同
一
ナ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
財
産
権
モ
同
一
ナ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
ト
云
フ
ニ
ハ
非
サ
ル

ナ
リ
。」（
一
五
頁
〜
一
六
頁
）
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｢

之
ヲ
要
ス
ル
ニ
今
日
行
政
ヲ
以
テ
全
ク
法
律
上
ヨ
リ
考
察
ス
ヘ
キ
者
ト
ナ
シ
、
行
政
ヲ
以
テ
法
理
論
中
特
別
ナ
ル
一
種
ノ
学
科
ト
セ

リ
。
而
シ
テ
此
行
政
法
論
ヲ
ハ
彼
架
空
無
根
ニ
シ
テ
実
行
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
各
人
各
個
ニ
固
有
ス
ル
天
賦
ノ
自
由
説
ヲ
捨
テ
、
古
来
ノ
沿
革

上
ニ
来
因
シ
且
ツ
実
績
ヲ
以
テ
充
タ
シ
タ
ル
各
人
各
個
カ
社
会
法
上
ノ
自
由
ヲ
以
テ
其
論
究
ノ
本
旨
ト
ス
。

然
レ
ト
モ
近
世
ニ
於
テ
ハ
文
化
発
達
ヲ
以
テ
行
政
ノ
大
主
義
ト
シ
更
ニ
此
文
化
発
達
ヲ
以
テ
各
人
各
個
相
互
ノ
間
又
ハ
人
民
ト
公
権
力
ト

ノ
間
ニ
於
ケ
ル
関
係
ヨ
リ
生
ス
ヘ
キ
実
体
上
ニ
於
ケ
ル
内
部
ノ
法
則
ニ
依
リ
タ
ル
人
民
自
己
ノ
活
動
作
用
ト
セ
リ
。

故
ニ･･･

社
会
ノ
原
理
ハ
社
会
ヲ
以
テ
発
動
変
遷
ス
ヘ
キ
自
由
ナ
ル
文
化
ヲ
為
ス
へ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
家
ノ
範
囲
及
ヒ
国
家
ノ
意
思
ヨ
リ

独
立
シ
テ
自
由
ニ
シ
テ
且
ツ
同
等
ナ
ル
自
治
ノ
法
律
ヲ
有
ス
ヘ
モ
ノ
ト
ス
。｣

（
二
一
頁
〜
二
二
頁
）

㈢　

行
政
法
の
意
義
・
性
質
等

　

江
木
は
以
上
要
約
し
た
よ
う
に
社
会
と
国
家
の
関
係
を
論
じ
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
行
政
法
の
意
義
、
性
質
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

○　

行
政
法
の
意
義

　

行
政
法
ハ
如
何
ナ
ル
性
質
ノ
モ
ノ
ナ
ル
ヤ
（
一
六
頁
）

　

行
政
法
ト
ハ
国
内
民
人
文
化
ノ
活
動
ヲ
整
理
ス
ル
諸
機
械（
関
）ノ

共
同
発
達
作
用
ヲ
規
定
ス
ル
ノ
法
則
ナ
リ
。（
一
六
頁
〜
一
七
頁
）

○
行
政
法
の
性
質

　

此
ノ
定
義
ニ
ヨ
リ
テ
行
政
法
ノ
性
質
ヲ
分
析
ス
ル
ト
キ
ハ
三
ト
ナ
ル

第
一　

行
政
機
関
作
用
ヲ
喚
起
ス
ヘ
キ
文
化
発
達
ノ
事
項　
　

第
二　

行
政
機
関
作
用
ノ
種
類
方
法
即
チ
行
政
権
ノ
組
織
権
限
等

第
三　

行
政
機
関
ノ
作
用
ヲ
実
行
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
方
便
即
チ
費
用
等
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此
ノ
行
政
諸
機
関
ハ
社
会
民
人
ノ
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
ニ
ヨ
リ
テ
自
然
ニ
社
会
自
身
ノ
区
域
内
ニ
顕
出
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
或
ハ
国
家
政
府
ニ
属

ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
。（
一
七
頁
）

○　

実
体
行
政
法
と
形
骸
行
政
法

行
政
法
ヲ
大
別
シ
テ
二
ト
ス

曰
実
体
行
政
法
、
曰
形
骸
行
政
法
是
ナ
リ

実
体
行
政
法
ト
ハ
実
物
上
ヨ
リ
立
論
シ
、
形
骸
行
政
法
ト
ハ
形
式
上
ヨ
リ
論
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。（
一
七
頁
）

○　

実
体
行
政
法
の
細
分･･･
社
会
行
政
法
と
政
務
行
政
法

実
体
行
政
法
ヲ
小
分
シ
テ
二
ト
ス
、（
曰
く･･･

筆
者
補
）
社
会
行
政
法
（
曰
く･･･

筆
者
補
）
政
務
行
政
法
是
レ
ナ
リ

　

社
会
行
政
法
ト
ハ
人
類
文
化
ノ
事
項
及
ヒ
社
会
発
達
進
化
ノ
作
用
論
シ
、
政
務
行
政
法
ト
ハ
人
類
発
展
ノ
必
要
ヨ
リ
発
生
ス
可
キ
国
家

ト
社
会
ト
ノ
関
係
上
国
家
ノ
事
業
ヲ
執
行
ス
ル
タ
メ
ニ
要
ス
ル
方
便
、
即
チ
理
財
行
政
、
兵
事
行
政
ノ
如
キ
モ
ノ
是
レ
ナ
リ
。（
一
七
頁

〜
一
八
頁
）

○　

形
骸
行
政
法

　

形
骸
行
政
法
ト
ハ
国
家
ニ
属
ス
ル
行
政
機
関
作
用
ノ
制
度
組
織
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　

実
体
行
政
法
ハ
社
会
（
法･･･

筆
者
補
）
ニ
属
シ
テ
民
人
文
化
発
達
ノ
事
項
ヲ
規
定
シ
、
政
務
行
政
法
ハ
政
府
ノ
諸
官
衙
ノ
組
織
ヲ
論

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
即
チ
一
方
ハ
社
会
ノ
コ
ト
ヲ
論
シ
、
一
方
ハ
国
家
ノ
コ
ト
ヲ
論
ス
ル
ノ
区
別
ア
ル
ニ
モ
拘
ハ
ラ
ス
以
前
ノ
学
者
ハ
此

社
会
行
政
法
、
政
務
行
政
法
ノ
重
大
ノ
区
別
ヲ
忘
却
シ
テ
、
国
家
上
ニ
ノ
ミ
行
政
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
、
人
民
カ
行
政
ス
ル
コ
ト
ハ
未
タ

嘗
テ
知
サ
ル
ナ
リ
。（
一
八
頁
）
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三　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
の
特
色

﹇
一
﹈　

江
木
に
よ
る
『
行
政
法
』
緒
論
の
位
置
づ
け
と
『
社
会
行
政
法
論
』
の
訳
述

　

先
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
江
木
は
「
緒
論
」（
目
次
に
い
う
「
総
論
」）
の
冒
頭
で
、「
余
ハ
英
国
行
政
法
ヲ
講
ス
ル
目
的
ナ
レ
ト
モ
先

ツ
一
般
行
政
法
ノ
原
則
ヲ
講
述
シ
テ
諸
君
ヲ
シ
テ
英
国
行
政
法
ノ
何
者
タ
ル
ヲ
知
ル
ノ
階
梯
ト
為
ス
ノ
必
要
ア
ル
ヲ
感
ス
ル
ナ
リ
」
と
し

て
い
る
か
ら
、
ま
ず
行
政
法
一
般
の
観
点
か
ら
、
そ
の
「
緒
論
」
の
内
容
の
特
色
を
見
る
こ
と
に
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
際
、

江
木
は
「
是
レ
予
カ
已
ニ
前
学
年
ニ
於
テ
講
述
ヲ
了
リ
タ
ル
所
ナ
レ
ハ･･･

諸
君
ニ
シ
テ
未
タ
一
般
ノ
行
政
法
ニ
モ
通
暁
セ
ラ
レ
サ
ル
モ

ノ
ア
ラ
ハ
、
予
カ
近
頃
訳
述
シ
タ
ル
社
会
行
政
法
ニ
就
キ
其
大
意
ヲ
解
セ
ラ
レ
ル
ヘ
シ
。
此
社
会
行
政
法
ハ
現
今
我
カ
日
本
ノ
内
閣
顧
問

ニ
シ
テ
欧
洲
ニ
於
テ
ハ
博
識
多
聞
ヲ
以
テ
有
名
ナ
ル
博
士
ヘ
ル
マ
ン
、
ロ
エ
ス
レ
ル
先
生
ノ
著
ハ
ス
所
ニ
係
リ
、
諸
君
ハ
此
ノ
書
ヲ
一
読

シ
テ
著
者
ノ
卓
見
名
論
自
ラ
先
輩
腐
儒
ノ
常
説
ト
異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
発
見
セ
ラ
ル
ヘ
シ
」（『
虞
氏
行
政
法
講
義
』
一
頁
）
と
し
て
い
る
か

ら
、
そ
の
内
容
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
と
の
関
係
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

﹇
二
﹈　
『
社
会
行
政
法
論
』
訳
述
の
意
義
、
範
囲
等

㈠　
『
社
会
行
政
法
論
』
訳
述
の
意
義

　

江
木
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
を
『
社
会
行
政
法
論
』
と
し
て
、
明
治
一
八
年
に
警
視
庁
蔵
版
と
し
て
訳
述
出
版

し
て
い
る
。
こ
の
訳
述
は
、H

erm
ann Roesler ,  Lehrbuch des D

eutsches  V
erw
altungsrecht  1.Band.  D

as sociale 

V
erw
altungsrecht. Erlangen, V

erlag von A
ndreas D

eichert. 1872 
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
本
は
、V

orrede

（
前
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書
き
）
とEinleitung

（
序
章
）
を
前
置
き
し
た　

Erstes Buch. Personenrecht 

（
第
一
分
冊　

人
の
法
）、Zw

eites Buch.

Sachenrecht

（
第
二
分
冊　

物
の
法
）、Drittes Band. Berufsrecht 

（
第
三
分
冊　

職
業
法
）、Viertes Buch.　

Erw
erbsrecht

（
第

四
分
冊　

営
業
法
）
か
ら
な
る
総
頁
数
一
二
六
三
頁
の
大
著
で
あ
る
。
第
一
分
冊
・
第
二
分
冊
が
第
一
巻
、
第
三
分
冊
・
第
二
分
冊
が
第

二
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
巻
は
、一
八
七
三
年
に
出
版
さ
れ
た
。  

江
木
は
、こ
の
訳
述
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
訳
述
の
「
緒
言
」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

加
藤
弘
之
訳
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
『
国
法
汎
論
』
は
、
明
治
五
年
の
翻
訳
で
、
我
が
国
の
社
会
進
歩
の
速
度
か
ら
す
る
と
、
前
世
紀
の
旧

訳
書
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
そ
の
価
値
を
失
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『
国
法
汎
論
』
だ
け
で
「
独
逸
学
科
ノ
全
部
」
を
網

羅
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
行
政
法
の
場
合
に
は
、「
国
法
汎
論
ト
相
待
ツ
テ
始
メ
テ
其
ノ
用
ヲ
見
ル
ヘ
キ
者
ニ
シ
テ
」

国
法
汎
論
と
行
政
法
は
、
ど
ち
ら
も
そ
の
一
方
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。「
近
来
独
逸
学
ノ
振
起
ト
共
ニ
行
政
書
類
」
が
公
刊
さ
れ
て

き
た
が
、「
概
ネ
官
衙
ノ
組
織
権
限
等
外
形
ニ
属
ス
ル
事
項
ヲ
論
述
ス
ル
ニ
止
マ
リ
深
ク
実
体
上
ニ
於
ケ
ル
蘊
奧
ヲ
極
メ
タ
ル
者
ア
ル
ヲ

見
」
な
い
。
今
翻
訳
す
る
「
ソ
ー
シ
ア
レ
、
ヘ
ル
ワ
ル
ツ
ン
グ
ス
、
レ
ヒ
ト
」･･･

は
「
一
般
行
政
法
ヲ
大
別
シ
テ･･･

一
ヲ
官
衙
ノ
権

限
組
織
等
ヲ
論
ス
ル
外
形
行
政
法
ト
シ
、一
ヲ
内
部
ノ
事
実
ヲ
論
ス
ル
実
体
行
政
法
ト
ス
。
而
シ
テ
此
ノ
書
ハ
則
チ
実
体
行
政
法
ニ
属
シ
、

其
ノ
基
ク
所
ハ
社
会
ノ
発
達
進
化
ニ
在
リ
テ･･･

其
ノ
論
ス
ル
所
ハ
一
国
内
ニ
止
マ
ラ
ス
シ
テ
汎
ク
文
明
社
会
ニ
共
通
ス
ヘ
キ
行
政
ノ
法

則
原
理
ト
ス
。･･･

カ
ヽ
ル
行
政
法
論
ハ
実
ニ
独
逸
近
世
ノ
進
歩
ニ
係
リ
、
独
逸
学
中
其
ノ
最
モ
長
ス
ル
所
、
其
ノ
最
モ
深
遠
ナ
ル
所
ニ

シ
テ
、
我
カ
国
進
歩
ノ
社
会
ニ
於
キ
テ
ハ
特
ニ
今
日
ニ
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
。･･･

此
ノ
一
派
ノ
学
科
ハ
英
仏
二
学
ノ
遠

ク
及
ハ
サ
ル
所
ニ
シ
テ
之
ヲ
英
仏
二
学
ニ
比
較
セ
ハ
英
仏
二
学
ハ
殆
ン
ト
学
術
ノ
名
義
ヲ
下
ス
ニ
足
ラ
ス･･･

。

　

社
会
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
規
則
ハ
、
其
ノ
英
仏
二
国
ニ
存
ス
ル
者
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
、
只
タ
現
存
セ
ル
法
条
規
則
ノ
記
録
ニ
シ
テ
実
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際
ニ
於
キ
テ
ハ
素
リ
其
ノ
用
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
雖
、
之
レ
ヲ
学
術
ナ
リ
ト
云
ハ
ン
コ
ト
宛
モ
地
図
ヲ
以
テ
一
学
術
ナ
リ
ト
ス
ル
ニ
異
ナ
ラ

ス
。
然
レ
ト
モ
深
遠
ナ
ル
学
術
ハ
其
ノ
論
拠
亦
深
遠
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
此
ノ
社
会
行
政
法
者
社
会
学
及
経
済
学
ノ
原
理
ヲ
以
テ
法
理

ニ
適
用
シ
タ
ル
ノ
結
果
ニ
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ･･･

」（『
社
会
行
政
法
論
』
緒
言
一
頁
〜
五
頁
）

　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
を
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
は
、
当
時
に
お
い
て
は
江
木
の
訳
述
し
か
な
く

（
５
）、

そ
の
意
味
で
江
木
の
こ
の
訳

述
は
重
要
な
意
味
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
訳
述
が
、
逐

語
的
な
「
翻
訳
」
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
訳
述
」
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
。
即
ち
江
木
は
、「
緒
言
」
に
付
し
た
凡
例
の
中
で
「
一　

訳
述
ノ
体
裁
ハ
意
義
ノ
通
シ
易
キ
ヲ
旨
ト
シ
、
原
意
ノ
取
捨
訳
文
ノ
伸
縮
一
ニ
訳
者
ノ
採
択
ニ
出
ツ
」
と
し
、
ま
た
「
一　

附
論
ハ
其
ノ

重
要
ナ
ル
者
ノ
ミ
ヲ
掲
ケ
単
ニ
参
考
書
等
ヲ
記
ス
ル
者
ハ
英
仏
二
書
ニ
係
ル
者
ノ
外
之
レ
ヲ
載
セ
ス
。
且
ツ
訳
者
ノ
註
解
ニ
係
ル
者
ハ

（
按
）
字
ヲ
冠
シ
テ
原
文
ト
区
別
ス
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
木
の
「
緒
論
」
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
江
木

の
訳
述
で
あ
る
『
社
会
行
政
法
論
』
だ
け
で
は
な
く
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
原
本
を
も
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

㈡　
『
社
会
行
政
法
論
』
訳
述
の
範
囲

　

上
記
の
よ
う
に
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
は
、
極
め
て
広
汎
な
著
作
で
あ
る
が
、
江
木
が
そ
の
全
部
に
わ
た
っ
て
訳
述
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

　

江
木
が
明
治
一
八
年
に
法
学
士
江
木
衷
と
し
て
出
版
し
た
訳
述
は
、
原
典
第
一
巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
るEinleitung

（
序
章
）

を
前
置
き
し
た　

Erstes Buch. Personenrecht 

（
第
一
分
冊　

人
の
法
）（
第
一
巻
三
〇
二
頁
ま
で
）
ま
で
で
あ
っ
た
。
明
治
一
九
年

に
法
学
士
検
事
江
木
衷
訳
述
と
し
て
出
版
し
た
第
二
版
（
発
行
所
博
文
本
社
）
で
は
、Zw

eites Buch. Sachenrecht.

（
第
二
分
冊　

物
の
法
）
の
第
二
部
（
土
地
所
有
の
自
由
）
第
三
章
（
不
動
産
上
の
負
担
の
廃
止 Grundentlastung

・
江
木
訳｢

不
動
産
権
束
縛
の
解
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放｣

）
第
四
節
（
物
的
負
担
の
廃
止 D

ie A
ufhebung der Reallasten

・
江
木
訳｢

レ
ア
ラ
ス
テ
ン｣

の
廃
止
）
§
１
５
４
ま
で
（
第

一
巻
三
七
八
頁
ま
で
）（
な
お
、第
四
節
は
§
１
５
３
〜
１
６
２
）が
新
た
に
訳
述
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も「
警
視
庁
蔵
版
」と
な
っ

て
い
る
の
は
、
江
木
が
東
京
大
学
卒
業
後
、
警
視
庁
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
江
木
の
緒
論
部
分
に

直
接
関
係
す
る
レ
ー
ス
ラ
ー
の
記
述
は
、
冒
頭
の
「Einleitung

」
の
第
一
章
「
行
政
法
の
概
念
、
分
類
及
び
源
泉
」
の
み
で
あ
る
（
６
）。

㈢　

江
木
に
よ
る
『
社
会
行
政
法
論
』
の
位
置
づ
け
と
レ
ー
ス
ラ
ー
の
意
図

  

ま
た
、
こ
の
江
木
に
よ
る
『
社
会
行
政
法
論
』
位
置
づ
け
そ
の
も
の
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。
前
掲
の
よ
う
に
江
木
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
の
優
れ
て
い
る
点
と
し
て
「
其
ノ
論
ス
ル
所
ハ
一
国
内
ニ
止
マ
ラ
ス
シ
テ
汎

ク
文
明
社
会
ニ
共
通
ス
ヘ
キ
行
政
ノ
法
則
原
理
ト
ス
」（『
社
会
行
政
法
論
』
緒
言
四
頁
）「
社
会
行
政
ニ
関
ス
ル
法
律
規
則
ハ
、
其
ノ
英

仏
二
国
ニ
存
ス
ル
者
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
」
と
し
、
さ
ら
に
「
社
会
ト
ハ･･･

苟
モ
其
文
明
ノ
程
度
ニ
シ
テ
同
一
ノ
位
地
ニ
ア
ラ
ン
乎
数

国
数
十
国
ハ
勿
論
、
全
世
界
ヲ
モ
通
シ
テ
一
社
会
ト
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
、
即
チ
現
今
ノ
欧
洲
諸
国
ノ
如
キ
モ
之
ヲ
一
社
会
ト
称
シ
テ
可

ナ
リ
」
と
し
て
い
る
（『
行
政
法
』
一
〇
頁
）。

　

こ
の
記
述
だ
け
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
レ
ー
ス
ラ
ー
が
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
全
体
に
通
じ
る
行
政
法
の
諸
原
理
を
提
起
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
が
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
趣
旨
は
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
な
く
、「
一
国
内
に
止
ま
ら
な
い
文
明
社
会
に
共
通
す
べ
き
行

政
法
」
は
、
第
一
次
的
に
は
、
統
一
前
の
ド
イ
ツ
連
邦
構
成
国
家
に
お
け
る
「
一
国
内
に
止
ま
ら
な
い
文
明
社
会
」
と
そ
れ
に
「
共
通
す

べ
き
行
政
法
」
を
意
味
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
江
木
の
表
現
は
や
や
誤
解
を
招
く
側
面
が
な
い
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
自
己
の
行
政
法
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
部
分
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
確
か
に
、我
々
は
、個
々
の
国
家
の
特
殊
行
政
法
に
つ
い
て
称
揚
す
べ
き
著
作
を
も
っ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
に
つ
い
て
は
レ
ン
ネ
の
、
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バ
イ
エ
ル
ン
に
つ
い
て
は
ペ
ツ
ル
の
も
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
だ
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
国
法
学
の
教
科
書
に
お
い
て
、
行
政
法
が
そ
の

一
部
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
民N

ation

の
文
化
生
活
を
包
括
的
に
把

握
す
べ
き
ド
イ
ツ
行
政
法
の
学
問
に
代
わ
り
う
る
も
の
で
は
な
い
。･･･

今
や
実
定
（
証
）
的
な
ド
イ
ツ
行
政
法
の
普
遍
的
な
、
ま
た
詳

細
に
わ
た
る
記
述
を
行
う
べ
き
時
が
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
代
の
文
明
化
さ
れ
た
社
会
の
文
化
生
活
は
法
的
な
関
係
に
お
い
て
常
に

統
一
的
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
発
展
は
、
さ
し
あ
た
り
国
民
的
法
形
成
の
限
界
の
中
で
行
わ
れ
る
と
い
う
の
が

私
の
確
信
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
又
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
学
問
の
手
段
に
お
い
て
の
み
で
あ
ろ
う
。
我

が
国
民
及
び
そ
の
代
表
者
の
も
っ
と
も
価
値
の
高
い
試
み
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
法
の
統
一
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
学
問
の
特
別
な
使
命
で
あ

る
。」（V

orrede Ⅵ

〜Ⅶ

）

　
「
社
会
行
政
法
ま
た
は
社
会
法
そ
の
も
の
は･･･

人
間
が
等
し
い
文
化
的
関
係
の
中
で
動
い
て
い
る
限
り
、
す
べ
て
の
人
間
に
等
し
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い･･･

。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
実
際
、
発
展
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。･･･

現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
た
社

会
的
な
法
の
生
成Rechterzeugung

は
、
そ
の
殆
ど
が
国
家
的
な
も
のnationale und staatliche

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
現

代
社
会
の
中
で
生
命
を
持
っ
て
い
る
文
化
思
想
は
、
異
な
っ
た
国
民
に
よ
り
異
な
っ
た
法
形
態
を
と
り
、
ま
た
そ
れ
に
相
応
し
て
社
会
行

政
法
も
な
お
国
家
法
と
し
て
外
形
的
に
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、社
会
的
な
法
共
同
体
の
原
理
は
、な
お
、次
の
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。

一 ）

社
会
的
な
法
の
形
成
は
―
―
特
に
ド
イ
ツ
的
基
盤
の
上
に
―
―
常
に
ま
す
ま
す
国
家
統
一
を
も
た
ら
し
、
ま
た
、
個
々
の
国
家
形
成

の
限
界
に
依
存
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二 ）

他
の
国
に
属
し
て
い
る
者
に
、
帰
化Einheim

ischen

と
い
う
方
法
を
通
じ
て
、

ま
す
ま
す
等
質
の
法
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
代
文
化
の
行
動
に
特
に
強
く
根
を
張
っ
て
い
る

経
済
の
領
域
に
つ
い
て
著
し
い
。
三 ）

ま
た
、
形
の
上
で
も
、
特
に
条
約
に
よ
っ
て
、
国
境
に
依
存
し
な
い
同
等
の
法
が
多
く
作
ら
れ
て
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き
て
い
る
。」（§

2 bes.S.3.

）

　

江
木
の
「
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
」
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
通
じ
る
理
論
で
あ
る
と
の
誤
解
を
生
じ
易
い
原
因
は
、
次
の
と
こ
ろ

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
江
木
「
訳
述
」
に
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
「V

orrede

」
部
分
は
訳
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
ド
イ
ツ
連
邦
構

成
国
の
行
政
法
の
存
在
と
ド
イ
ツ
全
体
を
通
じ
る
行
政
法
理
論
の
必
要
性
に
関
す
る
レ
ー
ス
ラ
ー
の
主
張
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
レ
ー
ス
ラ
ー
は
、
第
一
章
第
二
節
で
、「
現
在
の
と
こ
ろ
、
ま
た
社
会
的
な
法
の
生
成Rechterzeugung

は
、
そ
の
殆
ど
が

国
家
的
な
も
のnationale und staatliche

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
現
代
社
会
の
中
で
生
命
を
持
っ
て
い
る
文
化
思
想
は
、
異
な
っ

た
国
民
に
よ
り
異
な
っ
た
法
形
態
を
と
り
、
ま
た
そ
れ
に
相
応
し
て
社
会
行
政
法
も
な
お
国
家
法
と
し
て
外
形
的
に
成
立
し
て
い
る
。
し

か
し
、
社
会
的
な
法
共
同
体
の
原
理
は
、
な
お
、
次
の
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
。
一 ）

社
会
的
な
法
の
形
成
は
―
―
特
に
ド
イ
ツ
的
基
盤

の
上
に
―
―
常
に
ま
す
ま
す
国
家
統
一
を
も
た
ら
し
、ま
た
、個
々
の
国
家
形
成
の
限
界
に
依
存
し
て
い
な
い
」と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

江
木
の
こ
の
部
分
の
訳
述
は
「
今
日
ニ
於
キ
テ
ハ
各
国
各
法
律
ノ
起
源
沿
革
ヲ
異
ニ
ス
ル
カ
故
ニ
未
タ
全
ク
然
ル
（
国
土
ノ
境
界
ヲ
問
ワ

ス
同
一
ナ
ル
社
会
行
政
法
）
コ
ト
能
ハ
ス
。
然
レ
ト
モ･･･

社
会
法
律
ハ
諸
国
遂
ニ
同
一
ナ
ル
ヲ
致
ス
ヘ
キ･･･

原
因
ア
リ･･･

社
会

法
ハ
其
ノ
進
歩
ニ
従
ヒ
漸
々
各
国
各
地
方
等
特
別
ナ
ル
邦
土
区
域
ヲ
離
レ
テ
自
ラ
独
立
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
」
と
抽
象
的
に
要
約
さ

れ
（
一
八
頁
）、「
社
会
的
な
法
の
形
成
は
―
特
に
ド
イ
ツ
的
基
基
盤
の
上
に
―
―
常
に
ま
す
ま
す
国
家
的
統
一
を
も
た
ら
し
」
と
い
う
限

定
部
分
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
江
木
に
お
い
て
も
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
「
社
会
的
な
法
の
形
成
は
―
特
に
ド

イ
ツ
的
基
基
盤
の
上
に
―
―
常
に
ま
す
ま
す
国
家
統
一
を
も
た
ら
し
」
と
い
う
箇
所
に
付
さ
れ
た
注
（
七
）
の
内
容
（
一
八
一
五
年
の
ド

イ
ツ
同
盟
条
約
、一
八
七
一
年
の
独
逸
帝
国
憲
法
）
は
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
は
、一
八
七
二
年
（1.Band

）、
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一
八
七
三
年
（2.Band

）
に
出
版
さ
れ
、
ド
イ
ツ
帝
国
創
設
間
が
な
く
、
国
家
を
示
す
用
語
に
つ
い
て
、Reich

、Bund　

とStaat

が

並
行
的
に
使
わ
れ
、Staat

は
専
ら
連
邦
構
成
国
家
を
意
味
す
る
慣
行
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
翻
訳
な
い
し
訳
述
上
一
つ
の
困
難
を
も
た
ら

し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

﹇
三
﹈　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
の
特
色
、
特
に
公
法
と
私
法
に
つ
い
て

　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
の
特
色
を
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
と
の
関
係
で
項
目
的
に
見
る
と
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
。

【
公
法
と
私
法
の
区
別
】

　

行
政
法
一
般
論
の
冒
頭
に
「
公
法
と
私
法
の
区
別
」
を
問
題
と
す
る
方
法
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
社
会
行
政
法
で
は
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
江

木
が
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
付
け
を
ど
の
よ
う
な
典
拠
に
基
づ
い
て
お
こ
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で

な
い
。
し
か
し
、
江
木
が
行
政
法
の
「
緒
言
」
で
言
及
し
て
い
る
加
藤
弘
之
訳
の
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
『
国
法
汎
論
』（
明
治
五
年
）
文
部

省
首
巻
「
緒
論
」
第
二
款
は
「
国
法
私
法
ノ
所
以
相
違
」
と
い
う
項
を
設
け
て
い
る
か
ら
、
冒
頭
に
「
公
法
と
私
法
の
区
別
」
を
お
く
こ

と
が
こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
も
考
え
ら
え
る
。
も
っ
と
も
『
国
法
汎
論
』
で
は
、
各
国
の
公
法
私
法
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い

（
７
）。

　

㈠　

イ
ギ
リ
ス　

江
木
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
ホ
ル
ラ
ン
ド
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　

①　

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
理
論

　

江
木
は
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
、「
法
律
上
ニ
於
テ
ハ
公
法
私
法
ノ
区
別
ナ
シ
ト
マ
テ
断
言
」
し
て
い
る
の
で
論
じ
る
ま
で
も
な

い
と
し
て
い
る
。
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オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
つ
い
て
は
、『
豪
氏
法
学
講
義
節
約
』
上
・
下
冊
（
大
島
貞
益
翻
訳
・
文
部
省
編
輯
局
、明
治
一
三
年
、復
刻
版
・
信
山
社
・

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻290.291

、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
下
冊
の
巻
之
三
・
第
四
十
四
講
を
「
公
法
、
私
法
」

と
し
、「
公
法
」
の
意
義
を
種
々
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、法
は
全
体
的
と
し
て
「
人
ノ
法
」（
人
ノ
身
分
ニ
関
ス
ル
法
）
と
「
物

ノ
法
」（「
人
ノ
法
」
以
外
ノ
法
、
万
人
共
由
ノ
法
律
）
に
分
け
る
こ
と
が
「
便
利
」
で
あ
り
（
第
四
〇
講
二
二
七
頁
）、「
人
ノ
法
」
の
中

に
「
公
法
ト
私
法
」
を
区
別
で
き
る
と
す
る
。
公
法
に
は
最
も
狭
い
意
味
で
の
公
法
と
広
い
意
味
で
の
公
法
が
あ
る
。
最
も
狭
い
意
味
で

の
公
法
は
「
政
治
上
ノ
身
分
ニ
関
ス
ル
者･･･

総
テ
政
治
上
ノ
在
上
人
ノ
権
力
権
利
義
務
能
不
能
ニ
関
ス
ル
法
」
で
あ
る
（
二
六
七
頁
）。

し
か
し
、
こ
の
最
狭
義
の
公
法
は
次
の
二
点
に
お
い
て
難
点
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
君
主
の
「
政
体
（
君
主
其
君
権
ヲ
行
フ
ノ
定
則
）」

を
定
め
る
法
は
、「
制
作
法
ニ
非
ス
、
特
ニ
輿
論
ヲ
以
テ
定
ム
ル
所
ノ
法
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
定
義
に
上
手
く
当
て
は
ま
ら
な
い
。
も
っ

と
も
「
君
主
ヲ
類
推
シ
テ
一
ノ
身
分
ト
為
ス
モ
亦
不
可
」
で
は
な
い
（
二
六
八
頁
）。
第
二
に
「
私
人
ノ
身
分
ト
政
治
上
従
属
ノ
官
ノ
身

分
ト
ヲ
相
分
ツ
ヘ
キ
境
界
」
が
分
明
で
な
い
（
二
六
九
頁
）。「
法
律
ハ
皆
幾
分
カ
公
ノ
字
ノ
義
ヲ
帯
ヒ
サ
ル
ナ
ク
、
又
皆
幾
分
カ
私
ノ
字

ノ
義
ヲ
帯
ヒ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。
曾
テ
一
法
律
ノ
全
ク
公
衆
ニ
関
セ
サ
ル
者
ア
ラ
ス
。
又
一
法
律
ノ
全
ク
其
ノ
公
衆
ヲ
組
成
セ
ル
一
人
一
人
ニ

関
セ
サ
ル
者
ニ
ア
ラ
ス･･･

」（
二
七
三
頁
）。

　
「
全
法
律
ヲ
（「
公
法
ト
私
法
ノ
」･･･

筆
者
補
）
両
分
野
ト
為
シ
テ
、
政
治
上
ノ
身
分
ニ
関
ス
ル
法
及
刑
法

ニ
刑
獄
法
ヲ
其
一
（
公

法･･･

筆
者
補
）ト
シ
、其
他
一
切
ノ
法
ヲ
又
其
一（
私
法･･･

筆
者
補
）ト
ス
ル
」説
も
あ
る
。
こ
れ
が
公
法
の
広
義
説
で
あ
る
が（
二
七
四

頁
）、「
此
両
者
共
ニ
其
用
ヲ
問
ヘ
ハ
、
皆
公
衆
ノ
安
ヲ
謀
ル
ナ
リ･･･
要
ス
ル
ニ
広
狭
何
レ
ノ
義
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
到
底
公
法
私
法
（
相
対

峙
セ
ル
両
分
類
ト
シ
テ
）
ノ
別
ハ
確
乎
ト
シ
テ
拠
ル
所
ナ
ク
、
且
ツ
甚
タ
不
便
ナ
ル
者
ナ
リ
」（
二
七
八
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
自
ら
が
設
定
し
た
公
法
と
私
法
の
区
別
論
が
成
立
し
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
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ら
、
江
木
の
い
う
よ
う
に
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
、「
法
律
上
ニ
於
テ
ハ
公
法
私
法
ノ
区
別
ナ
シ
ト
マ
テ
断
言
」
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
明

確
で
な
い
が
、
そ
れ
に
近
い
結
論
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　

②　

ホ
ル
ラ
ン
ド
の
理
論

　

江
木
は
、
ホ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、「
公
法
私
法
ノ
区
別
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
モ
其
論
拠
ト
ス
ル
所
ハ
曖
昧
模
糊
タ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
取
ル
可
キ
ノ
理
由
ナ
シ
」
と
し
て
い
る
。

　

ホ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
『
法
理
学
汎
論
』
上
・
中
（
大
橋
素
六
郎
翻
訳
、博
聞
社
、明
治
二
一
年
）
が
あ
る

（
８
）。

ホ
ル
ラ
ン
ド
は
「
同
書
上
」

一
六
三
頁
以
下
に
、
私
法
と
公
法
に
つ
い
て
次
の
様
に
記
述
し
て
い
る
。「
権
利
ノ
一
大
区
別
（
公
権
と
私
権
の
区
別･･･

筆
者
補
）
ハ

対
手
人
（
当
事
者･･･

筆
者
補
）
ノ
公
人
タ
ル
ト
私
人
タ
ル
ト
ノ
別
ニ
基
由
ス
。
公
人
ト
ハ
全
国
家
若
ク
ハ
国
家
ノ
主
権
者
若
ク
ハ
主
権

者
ヲ
代
理
ス
ル
官
庁
及
役
人
ヲ
総
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。」「
私
人
ト
ハ
国
家
ヲ
組
成
ス
ル
分
子
ニ
シ
テ
毫
モ
国
家
ヲ
代
表
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
一

個
人
若
ク
ハ
一
個
人
ノ
集
合
体
ヲ
総
称
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」（
一
六
三
頁
）。「
公
法
ニ
於
テ
ハ
対
手
人
（
当
事
者･･･

筆
者
補
）
ノ
一
方
必

ス
公
人
ナ
リ
。
即
チ
直
接
若
ク
ハ
間
接
ニ
国
家
ナ
リ
。
故
ニ
公
法
ノ
規
定
ス
ル
所
ノ
権
利
ハ
必
ス
公
権
ナ
リ
。･･･

公
法
ニ
於
テ
ハ
権
利

ヲ
創
定
シ
権
利
ヲ
保
護
ス
ル
国
家
カ
必
ス
常
ニ
対
手
人
ノ
一
方
ニ
シ
テ･･･

其
権
利
ヲ
主
持
ス
ル
モ
又
之
ヲ
消
滅
ス
ル
モ
皆
其
対
手
人
ノ

手
中
ニ
ア
ル
モ
ノ
ト
ス
」（
一
六
五
頁
）。「
国
家
ハ
私
人
ニ
対
シ
自
カ
ラ
規
定
シ
タ
ル
義
務
ア
リ
ト
言
フ
モ
決
シ
テ
不
当
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ

シ･･･

英
国
ニ
於
テ
ハ
人
民
ニ
権
利
請
願
ノ
権･･･

ア
リ
テ
国
家
ハ
必
ス
常
ニ
其
義
務
ヲ
尽
サ
ヽ
ル
コ
ト
ト
ハ
ナ
レ
リ
。
故
ニ
国
家
モ
亦

義
務
ヲ
有
ス
。唯
其
私
人
ト
異
ナ
ル
所
ハ
其
義
務
ヲ
無
視
ス
ル
腕
力
ト
之
ヲ
自
由
ニ
廃
棄
ス
ヘ
キ
憲
法
上
ノ
威
権
ヲ
有
ス
ル
ニ
ア
ル
ノ
ミ
」

（
一
七
四
頁
以
下
）。「
私
法
ハ･･･

対
手
人
ノ
双
方
共
ニ
必
ス
私
人
ニ
シ
テ
私
法
ノ
規
定
ス
ル
権
利
ハ
必
ス
私
権
ナ
リ
。
故
ニ
私
法
ニ
於

テ
ハ
（
対
手
人･･･

筆
者
補
）
何
レ
モ
権
利
ヲ
創
定
シ
或
ハ
権
利
ヲ
保
護
ス
ル
大
権
ヲ
有
ス
ル
ノ
理
ナ
シ
。
此
大
権
ハ
独
リ
国
家
ノ
専
有
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ニ
シ
テ･･･

権
利
回
復
ノ
為
助
力
ヲ
国
家
ニ
訟
求
シ
タ
ル
場
合
ニ
国
家
此
権
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
」（
一
六
六
頁
）。
私
法
上
に
於
て
は
「
損

害
ヲ
回
復
ス
ル
ニ
自
己
ノ
力
ニ
依
ル
ヲ
得
ス
。
必
ス
ヤ
国
家
ノ
助
力
ヲ
借
リ
テ
之
ヲ
法
庭
ニ
訟
求
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
是
レ
公
法
ノ
支
配
ス

ヘ
キ
事
例
ニ
異
ナ
ル
最
モ
重
要
ナ
点
ナ
リ
」（
一
六
七
頁
）。

　
「
法
律
ヲ
公
私
法
ニ
区
別
ス
ル
ハ･･･

一
理
貫
通
ノ
論
理
ヲ
以
テ
設
定
シ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス･･･

憲
法
、
刑
法
、
行
政
法
ハ
公
法
ノ
配

下
ニ
列
シ
、
契
約
法
、
財
産
法
、
遺
嘱
法
、
相
続
法
、
私
犯
法
は
私
法
ノ
旗
下
ニ
属
」
す
る
（
一
六
八
頁
）。

　

ホ
ル
ラ
ン
ド
は
公
法
と
私
法
は
法
律
現
象
を
解
明
す
る
場
合
に
「
大
利
益
」
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
法
律
は
公
法
と
私
法
に
区
別

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
法
を
「
人
の
法
」
と
「
物
の
法
」
に
分
け
、「
人
の
法
」
の
細
分
と
し
て
公
法
と
私
法
に
分
け
る
オ
ー

ス
テ
ィ
ン
の
説
は
全
く
不
適
当
で
あ
る
し
て
い
る
。
ホ
ル
ラ
ン
ド
が
公
法
、
私
法
の
内
容
的
特
色
を
定
式
（
定
義
）
化
し
て
い
な
い
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
今
日
で
言
え
ば
い
わ
ば
「
主
体
説
」
の
観
点
を
提
起
し
、
私
法
当
事
者
は
そ
の
権
利
義
務
の
実
現
に
つ
い
て
必
ず
国

家
権
力
の
助
力
を
要
す
る
こ
と
、
今
日
的
に
言
え
ば
私
法
当
事
者
は
対
等
で
あ
り
そ
の
間
に
強
弱
が
な
い
こ
と
、
公
法
の
場
合
に
は
そ
の

一
方
当
事
者
で
あ
る
公
人
（
直
接
間
接
の
国
家
）
に
一
方
的
な
法
形
成
能
力
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
今
日
的
に
言
え
ば
、
公
人
に
は
権
力

が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な「
公
法
私
法
区
別
論
」

が
十
分
根
拠
を
持
ち
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
が
、
ホ
ル
ラ
ン
ド
の
説
が
、
江
木
の
云
う
よ
う
に

「
曖
昧
模
糊
」
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
再
検
討
に
値
い
し
よ
う
。

　

し
か
し
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
、
ホ
ル
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
江
木
と
ほ
ぼ
同
旨
の
論
考
が
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
一
〇
号
に
法
学
士
井
原

師
義
の
筆
に
な
る
「
公
法
私
法
ノ
別
ヲ
評
ス
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

（
９
）。

　

こ
の
当
時
「
英
国
法
理
学
者
間
ニ
於
テ
ハ
此
ノ
如
ク
公
法
学
ノ
進
歩
ハ
発
達
セ
ス
シ
テ･･･

未
タ
曾
テ
学
者
間
ニ
於
テ･･･

公
法
中
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ニ
行
政
法
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。」
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
般
に
は
否
定
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
も
ホ
ル
ラ
ン
ド
も
憲
法
と
並
ん
で
「
行
政
法
」
と
い
う
法
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
は
認
め
て
い
た
こ
と
は
そ
の
記
述
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
（
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
「
前
掲
翻
訳
書
下
」
二
六
九
頁
、
ホ
ル
ラ
ン
ド
「
前
掲
翻
訳
書
上
」
一
六
八
頁
）。
江
木
行
政
法
講
義
開
始
と

同
じ
年
（
明
治
一
八･

一
八
八
五
年
）
に
出
版
さ
れ
た
ダ
イ
シ
ーD
icey A

.V
.

のLectures  Introduction to  the  study of  the 

law
 of  the constitution 

が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
大
陸
の
よ
う
な
特
別
法
と
行
政
裁
判
所
を
伴
う
行
政
法
が
存
在
し
な
い
こ
と
を

イ
ギ
リ
ス
法
の
特
色
と
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
木
が
ダ
イ
シ
ー
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ

る
）
10
（

。

　

㈡　

フ
ラ
ン
ス 

― 

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
理
論

　

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
江
木
は
、「
仏
国
ニ
於
テ
ハ
法
律
中
公
法
私
法
ノ
区
別
ハ
判
然
ト
区
画
ス
ト
雖
モ
其
公
法
私
法
ノ
区
別
ノ
標
準

タ
ル
ヤ
其
法
律
ノ
性
質
上
ヨ
リ
区
別
シ
タ
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
、
只
タ
此
ノ
法
律
ハ
公
法
ナ
リ
彼
ノ
法
律
ハ
私
法
ナ
リ
ト
云
テ
表
面
上
ヨ
リ

区
別
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ･･･

如
何
ナ
ル
理
由
ヲ
以
テ
此
ノ
法
律
ハ
公
法
ナ
リ
彼
ノ
法
律
ハ
私
法
ナ
リ
ト
云
フ
一
定
ノ
標
準
ヲ
発
見
ス

ル
コ
ト
能
ハ
ス
。因
是
観
之
仏
国
ノ
法
律
中
公
法
私
法
ノ
区
別
モ
亦
タ
理
論
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
取
ル
ニ
足
ラ
サ
ル
ノ
論
ナ
リ
」

（
二
頁
〜
三
頁
）
と
す
る
だ
け
で
、
立
ち
入
っ
た
議
論
を
し
て
い
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
六
年
箕
作
麟
祥
に
よ
る
『
仏
蘭
西
法
律
書
』（
憲
法
等
六
法
の
翻
訳
）
が
あ
る
ほ
か
、
明
治
一
一
年

か
ら
一
六
年
に
か
け
て
、
司
法
省
が
大
木
司
法
卿
の
命
に
よ
り
、
バ
ト
ビ
ー
の
『
仏
国
政
法
理
論
』
全
七
冊
を
翻
訳
刊
行
し
、
更
に
司
法

省
法
学
校
で
の
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
等
に
よ
る
性
法
、
刑
法
、
商
法
な
ど
の
講
義
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
の
治
罪
法
立
法
作
業
、
東
京
法
学
校
に
お

け
る
民
法
講
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
明
治
一
〇
年
代
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
基
礎
的
な
認
識
は
一
定
程
度
広
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
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と
も
思
わ
れ
る
。

　

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
は
、
司
法
省
法
学
校
に
お
け
る
『
性
法
講
義
』
の
中
で
、「
憲
法
」、「
社
会
ノ
守
護
タ
ル
刑
法
」
及
び
「
社
会
ノ
開
達

ヲ
進
メ
其
繁
昌
ヲ
保
ス
ル
所
ノ
政
法
（
行
政
法･･･

筆
者
補
）」
を
公
法
と
し
、
ま
た
『
法
律
大
意
講
義　

完
』（
司
法
省
、
明
治
一
三
年
）

で
も
、「
成
文
法
ノ
区
別
ハ
公
法
私
法
ナ
リ
。
此
ノ
区
別
ハ
自
ラ
生
ス
ル
者
ニ
シ
テ
素
ヨ
リ
性
法
ニ
適
ス
ル
者
ナ
リ
。
羅
馬
人
ハ･･･

羅

馬
律
書
ノ
頭
首
ニ
於
テ
此
区
別
ヲ
為
シ
、
且
其
義
解
ヲ
モ
挙
ケ
置
キ
、
公
法
ハ
羅
馬
帝
国
ノ
情
景
ニ
関
ス
ル
法
ナ
リ
、
又
私
法
ハ
平
人
ノ

利
益
ニ
関
ス
ル
法
ナ
リ
ト
記
載
セ
リ
」
と
し
（
九
〇
頁
）、
公
法
を
憲
法
、
政
法
、
刑
法
と
し
、
憲
法
は
「
国
ノ
基
本
タ
ル
」
法
、「
政
法
」

は
「
政
府
ト
人
民
ト
ノ
関
係
ヲ
規
定
ス
ル
者
」、
刑
法
は
「
公
益
ト
私
益
ト
ノ
関
係
ヲ
定
ム
ル
者
」
と
し
て
い
る
（
九
四
頁
以
下
）。
こ
れ

に
対
し
て
「
私
法
ハ
平
人
間
ノ
関
係
ヲ
規
定
ス
ル
所
ノ
法
律
ニ
シ
テ
政
府
ノ
関
係
セ
サ
ル
者
ヲ
云
フ
」、
私
法
は｢

政
府
ノ
関
渉
セ
サ
ル

者
ナ
ル
カ
故
ニ
公
益
ヲ
障
礙
セ
サ
ル
限
リ
ハ
人
民
ハ
随
意
ニ
契
約
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
」、「
然
レ
ト
モ
私
法
ト
公
法
ト
ノ
区
別
ハ
常
ニ
明

白
ナ
ラ
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
其
中
間
ニ
居
ル
法
律
ニ
シ
テ
何
レ
ニ
属
ス
ル
乎
判
別
ス
ル
ニ
苦
シ
ム
所
ノ
規
則
屡
之
ア
レ
ハ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る

（
九
九
頁

）
11
（

）。

　

穂
積
陳
重
は
「
英
仏
独
法
学
比
較
論
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
九
号
、
明
治
一
七
年
）
で
「
仏
国
ノ
法
律
ハ
外
形
体
裁
」
が
「
具
備
」
し

て
い
る
が
（
三
七
頁
）、「
仏
国
ノ
法
学
者
ハ
通
常
法
文
ノ
解
釈
ニ
熟
練
ス
ル
ト
雖
モ
法
律
ノ
原
理
及
法
理
哲
学
ニ
至
リ
テ
ハ
其
短
緒
ナ
リ

ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
」（
三
九
頁
）
と
や
や
江
木
の
フ
ラ
ン
ス
法
評
価
に
近
い
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
法
が
「
法
律
ノ

原
理
及
法
理
哲
学
ニ
至
リ
テ
ハ
其
短
緒
ナ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
」（
穂
積
）、「
公
法
私
法
ノ
区
別
ノ
標
準
タ
ル
ヤ
其
法
律
ノ
性
質
上
ヨ

リ
区
別
シ
タ
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
、只
タ
此
ノ
法
律
ハ
公
法
ナ
リ
彼
ノ
法
律
ハ
私
法
ナ
リ
ト
云
テ
表
面
上
ヨ
リ
区
別
シ
タ
ル
ニ
過
キ
ス
」（
江

木
二
頁
）
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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明
治
一
九
年
に
は
、
バ
ト
ビ
ー
の
引
用
を
多
く
含
く
む
フ
ラ
ン
ス
法
系
の
井
阪
右
三
『
日
本
行
政
法
大
意
』
上
（
博
聞
社
蔵
版
）
が
刊

行
さ
れ
た
が
、
江
木
が
こ
れ
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
は
な
い）

12
（

。

　

㈢　

ド
イ
ツ

　

ド
イ
ツ
に
つ
い
て
、
江
木
は
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
、
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
を
あ
げ
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
不
十
分
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し

て
そ
の
上
に
公
法
・
私
法
の
中
間
に
新
た
な
法
分
野
と
し
て
の
社
会
法
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　
　

①　

フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
理
論
と
江
木
の
理
論

　

江
木
は
、
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
学
説
を
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
発
展
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
（
五
頁
）、
活
動
の
年
代
は
、
フ
ォ
ン
・
モ
ー

ル
が
先
で
あ
り
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は 

フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
後
継
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）

13
（

。

　

モ
ー
ル
は
そ
の
最
も
代
表
的
な
著
作
で
あ
るEncyklopädie　

der Staatsw
issenschafte

）
14
（n

に
お
い
て
「
理
論
的
国
家
諸
科
学

D
ogm
atische Staatsw

issenschaften
」
の
中
に
「
公
法Ö

ff entliches Recht

」
の
項
目
を
立
て
て
い
る
が
、
公
法
そ
の
も
の
に
つ

い
て
明
確
な
定
義
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
公
法
」
のA

と
し
て
「
国
法Staatsrecht

」
の
概
念
を
「
す
べ
て
の
国

家
関
与
者
の
法
関
係
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
（S.170

）。　

　

他
面
、
モ
ー
ル
は
、
上
記
の
国
家
法
概
念
の
定
義
に
先
立
ち
、「
国
家
を
把
握
し
解
明
す
る
学
問
と
、
個
人
の
生
活
を
対
象
と
す
る
学

問
が
対
立
す
る
こ
と
は･･･

明
確
で
あ
り
、
広
く
承
認
さ
れ
て
き
た
。
国
家
法
と
私
法･･･

の
記
述
は
千
年
来
、
思
考
と
学
問
の
異
な
っ

た
領
域
と
し
て
考
察
さ
れ
、
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
従
っ
て･･･

こ
の
よ
う
な
一
般
的
認
識
に
お
い
て
長
い
間
広
く
行
き
渡
っ
て
き
た

概
念
を
、
国
家
学
の
限
界
づ
け
の
た
め
に
、
な
お
詳
細
に
説
明
す
る
こ
と
は
不
必
要
で
あ
る
。」
と
し
て

）
15
（

公
法
と
私
法
の
区
別
に
つ
い
て
、

詳
細
な
記
述
を
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
、
モ
ー
ル
は
生
活
領
域
を
考
慮
し
た
法
の
区
別
と
し
て
、
ア
国
家
法
を
、
国
家
権
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力
そ
の
も
の
、
国
家
権
力
の
担
い
手
と
そ
の
機
関
、
臣
民
そ
の
も
の
、
臣
民
の
代
表
の
た
め
に
存
在
す
る
道
義
的
物
的
な
人
格
に
関
す
る

法
的
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
も
の
、
イ
社
会
法
を
、
現
存
す
る
社
会
的
集
団
及
び
諸
関
係
、
す
な
わ
ち
、
身
分
、
職
業
階
級
、
共
同
居

住
者
、
貧
困
、
所
有
、
宗
教
的
・
道
義
的
・
経
済
的
団
体
に
関
す
る
法
的
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
も
の
、
ウ
私
法
を
、
家
族
関
係
、
経

済
的
及
び
相
互
義
務
付
け
関
係
に
お
け
る
個
々
の
国
家
構
成
員
に
関
す
る
法
的
権
利
及
び
義
務
に
関
す
る
も
の
に
区
別
す
る
に
至
っ
て
い

る
）
16
（

。

　

そ
う
す
る
と
モ
ー
ル
の
説
が
公
法
と
私
法
の
「
区
別
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
氏
ノ
如
キ
駁
撃
ヲ
受
ケ
」
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
と
す
る
江
木
の
説
は
、
モ
ー
ル
の
学
説
の
変
遷
を
追
っ
た
も
の
か
否
か
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。　

　

特
に
、
江
木
が
、
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
が
公
法
・
私
法
と
な
ら
ん
で
社
会
法
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
学

説
の
紹
介
の
方
法
と
し
て
疑
問
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
む
し
ろ
モ
ー
ル
の
社
会
法
理
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
江
木
の

い
う
よ
う
に
、「
近
世
ニ
至
リ
テ
ハ
法
律
ハ
公
私
二
法
ト
確
ト
区
別
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
其
二
法
律
ノ
間
ニ
一
ノ
社
会
法
ナ
ル
モ

ノ
ヽ
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
見
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
故
ニ
近
世
ハ
法
律
ヲ
分
テ
国
法
、
社
会
法
、
私
法
ノ
三
ニ
区
別
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
」（
九

頁
）
と
い
う
例
の
典
型
と
し
て
モ
ー
ル
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
に
見
る
よ
う
に
、「
国
法
、
社
会
法
、

私
法
ノ
三
ニ
区
分
ス
ル
コ
ト
」
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
学
説
は
全
体
と
し

て
モ
ー
ル
の
「
後
継
者
」
と
目
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
そ
の
人
に
よ
っ
て
批
判
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

②　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
理
論
と
江
木
の
理
論

　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
に
つ
い
て
、江
木
は
、加
藤
弘
之
訳
『
国
法
汎
論
』
に
よ
っ
て
、公
法
の
特
色
を
「
第
一
、公
権
利
ハ
則
チ
公
義
務
ナ
リ
。

第
二
、
公
権
利
ハ
各
個
人
自
由
ニ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
、
私
権
利
ハ
各
個
人
自
由
ニ
之
ヲ
存
廃
取
捨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
」



中央大学史紀要　第 19 号

32

と
整
理
し（
三
頁
）、そ
の
具
体
的
例
と
し
て
、裁
判
官
に
よ
る
裁
判
権
の
行
使
を
あ
げ
、ま
た
債
権
者
の
債
務
放
棄
を
あ
げ
て
い
る
。
他
面
、

公
法
上
の
権
利
で
あ
る
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、
人
民
の
請
願
出
版
集
会
の
権
利
、
君
主
に
よ
る
不
認
可
の
権
限
、
特
赦
の
権
限
は
行
使
の

義
務
を
伴
わ
ず
、
私
法
上
の
権
利
で
あ
る
と
さ
れ
る
相
続
法
上
の
権
利
行
使
は
、
私
人
の
自
由
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
上
記
の
区
別
標

準
に
は
当
て
は
ま
ら
ず
（
四
頁
〜
五
頁
）、
ま
た
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
が
国
が
私
有
財
産
を
有
す
る
と
す
る
こ
と
も
理
由
が
な
く
、
国
有

財
産
は
公
法
に
属
す
る
と
す
る
者
も
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
、私
法
の
区
別
説
は
、完
全
で
な
い
、フ
ォ

ン
・
モ
ー
ル
の
よ
う
に
「
す
べ
て
の
国
家
関
与
者
の
法
関
係
」
を
公
法
と
す
る
方
が
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
よ
う
な
反
論
を
招
か
な
い
が
、

私
法
関
係
を
「
整
理
」
す
る
訴
訟
法
は
公
法
だ
と
い
う
も
の
も
い
る
。
会
社
法
に
つ
い
て
公
法
だ
と
い
う
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ

こ
の
標
準
は
「
確
乎
不
抜
」
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
（
七
頁
〜
八
頁
）。

　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
に
関
す
る
江
木
の
紹
介
も
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
主
張
を
適
切
に
要
約
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
側
面
が
あ
る
。
ブ

ル
ン
チ
ュ
リ
ー
が
、
上
記
の
標
準
を
立
て
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
同
時
に
、
こ
の
「
常
理
」
に
よ
る
こ
と
の
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
と
し
て
㈠
請
願
権
、
集
会
の
権
利
等
は
「
民
人
ニ
自
由
ヲ
与
フ
ル
カ
為
メ
ニ
」
設
け
た
も
の
で
、「
国
家
全
体
ノ
公
利
ノ
為
メ

ニ
」
建
て
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、「
之
ヲ
行
フ
ト
否
ト
ニ
至
リ
テ
ハ
其
ノ
意
ニ
任
セ
テ
妨
ケ
ナ
」
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
㈡
代
議
士
を

選
択
す
る
公
権
は
「
恣
マ
ヽ
ニ
之
ヲ
廃
棄
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
固
ヨ
リ
」
論
が
無
い
が
、
そ
の
選
択
権
は
「
国
家
ノ
為
メ
ニ
」
や
む
を
え

ず
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、「
人
民
利
益
ノ
為
メ
ニ
ス
ル
所
国
々
ニ
於
テ
ハ
」
こ
の
権
利
を
行
う
と
否
と
は
「
其
ノ
意
ニ
任
セ
テ

可
」
で
あ
る
、
㈢
後
見
の
権
利
は
私
権
で
あ
る
が
、
後
見
人
の
利
益
の
た
め
に
与
え
ら
れ
た
権
利
で
は
な
く
、
後
見
を
受
け
る
者
の
為
に

認
め
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
か
ら
、
後
見
人
の
権
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
義
務
で
も
あ
る
、
と
し
、「
常
理
」
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
の
理
由
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
の
に
、
江
木
は
、
そ
の
点
に
は
触
れ
ず
に
、「
常
理
」
に
よ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
「
完
全
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無
欠
ニ
シ
テ
毫
モ
非
難
ス
可
キ
ノ
点
ナ
シ
ト
ハ
云
フ
可
カ
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
公
法
が
義
務
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ

と
の
説
明
と
し
て
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
が
「
国
君
ハ
啻
ニ
其
臣
民
ヲ
統
御
ス
ル
ノ
権
利
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
亦
共
ニ
之
ヲ
統
御
ス
ル
ノ
義
務

ア
リ
」「
国
君
ノ
権
利
ヲ
以
テ
、
其
私
有
ナ
リ
ト
シ
テ
、
其
行
廃
国
君
ノ
随
意
ニ
ア
リ
ト
思
フ
ハ
、
大
ニ
国
法
ヲ
汚
辱
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ

ヘ
シ
、
国
君
ノ
権
利
ハ
決
シ
テ
自
己
ノ
権
利
ニ
ア
ラ
ス
、
国
家
ニ
対
シ
テ
必
然
行
フ
ヘ
キ
義
務
タ
ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し）

17
（

、「
公

法
と
私
法
の
区
別
は
，
近
代
的
な
法
形
成
を
性
格
づ
け
る
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
百
年
以
来
、
公
法
を
私
法
と
公
法
の
混
合
か
ら
区
別
す
る

過
程
が
絶
え
間
な
く
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た
」
と
し
て）

18
（

、
公
法
・
公
権
・
公
義
務
論
の
立
憲
君
主
制
的
意
義
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
江
木
は
全
く
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
が
公
法
・
公
義
務
の
例
と
し
て
あ
げ
て
い
る
裁
判
官
の
裁
判
権
・
裁

判
義
務
に
ふ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
江
木
は
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
概
念
に
つ
い
て
、
上
記
の
様
に
「
公
権
が
義
務
を
伴
う

こ
と
、
公
権
は
自
由
に
放
棄
で
き
な
い
こ
と
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
公
法
の
派
生
的
特
色
と
い
う
べ
き
部

分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
「
公
法
、
私
法
そ
の
も
の
の
中
心
的
特
色
」
に
言
及
し
て
い
な
い
。

　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は
公
法
と
私
法
の
基
本
的
特
色
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る）

19
（

。　

　
「
公
法
は
私
人
や
家
族
の
自
己
追
求
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
り
、
害
さ
れ
るverderben　

も
の
で
は
な
く
、
全
体
の
公
的
な
精
神
に

満
た
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
仕
え
る
も
の
で
あ
り
、
私
法
は
、
国
家
的
な
拘
束
性
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
も
の
で
あ
る
。
国
法
は
原
則
的

に
国
家
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
私
法
は
、
個
々
の
個
人
、
私
的
人
格
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
法
は
、
国
家
の
法
的
関
係
を
取

り
扱
う
も
の
で
あ
り
、
私
法
は
私
人
の
権
利
を
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
」（aaO

.S.4

）。「
国
法
は
そ
の
内
容
を
国
家
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
私
的
人
格
の
恣
意
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
たentrückt

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
私
法
は
そ
の
内
容
は
圧
倒
的
に

一
般
的
に
私
的
な
人
格
の
性
格
や
状
態
、私
的
な
人
格
の
意
思
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。国
法
に
お
い
て
は
、全
体
の
精
神
が
支
配
し
、
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私
法
に
お
い
て
は
個
々
人
の
精
神
が
支
配
す
る
。従
っ
て
、個
人
は
、契
約
に
よ
っ
て
公
法
を
変
更
し
た
り
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

他
面
、
個
人
は
、
大
抵
の
場
合
、
契
約
に
よ
っ
て
任
意
に
私
法
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
公
法
と
私
法
の
区
別
の
基
礎

は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
法
は
個
人
に
属
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
個
人
の
た
め
に
の
み
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
公

法
は
全
体
に
帰
属
し dem

 Ganzen zukom
m
t

、
全
体
の
利
益
に
お
い
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
るim

 Interesse der Gesam
m
theit 

besteht

。
そ
れ
ゆ
え
国
家
は
、
自
ら
そ
の
権
利
を
放
棄
し
、
あ
る
い
は
そ
の
権
利
の
行
使
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

国
家
の
個
々
の
機
関
も
そ
の
構
成
員
も
権
利
を
放
棄
し
た
り
、
権
利
の
行
使
を
行
わ
な
い
こ
と
を
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。」 

　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
用
い
る
「
全
体
的
な
（
公
的
）
精
神
」、「
全
体
へ
の
帰
属
性
」
と
い
っ
た
概
念
の
明
瞭
性
、
妥
当
性
は
と
も
か
く

と
し
て
、「
義
務
を
伴
う
権
利
」、「
権
利
の
放
棄
不
可
能
性
」
と
い
う
特
色
の
根
拠
が
こ
れ
ら
の
基
本
的
特
色
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
理
論
を
モ
ー
ル
の
そ
れ
と
比
較
す
る
場
合
に
も
前
提
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

③　

フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
と
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
対
立

　

フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
は
先
の
よ
う
に
、
国
家
法
と
私
法
の
区
別
を
詳
述
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
が
そ
れ
に
続
い
て
、
個
人
の
人
格

性
と
国
民
生
活
の
有
機
的
統
一
体
の
間
に
一
定
の
生
活
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
の
認
識
の
下
に）

20
（

、
国
家
法
に

関
し
て
は
、
国
家
権
力
と
そ
の
機
関
の
理
論
及
び
個
人
の
公
民
と
し
て
の
権
利
と
義
務
の
理
論
の
間
に
、
新
た
な
章
が
書
き
込
ま
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
章
の
中
で
、
多
様
な
社
会
的
な
形
態
に
対
す
る
国
家
す
な
わ
ち
統
一
的
権
力
の
全
体
の
関
係
が
、
法
的
な
観
点
か
ら
詳

述
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
し
、
そ
の
対
象
と
し
て
、
国
家
と
教
会
の
関
係
、
集
会
法
、
企
業
組
織
・
工
場
制
度
を
あ
げ
て
い
る）

21
（

。
そ
し
て

最
終
的
に
は
、
公
法
と
私
法
と
は
別
の
社
会
法
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
身
分
、
職
業
階
級
、
共
同
居
住
者
、
貧
困
・
所
有
、
宗
教
的
・
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道
義
的
・
経
済
的
団
体
に
関
す
る
法
的
規
律
を
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
た
の
で
あ
る）

22
（

。

　

も
っ
と
も
モ
ー
ル
は
、
公
法
・
私
法
と
並
ぶ
区
分
と
し
て
社
会
法
を
あ
げ
な
が
ら
、
特
別
な
社
会
法
の
区
分
を
擁
護
す
る
も
の
で
な
い
、

と
も
記
し
て
お
り
、
こ
の
区
分
を
特
別
な
区
分
と
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
疑
問
と
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

  

こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は
、
公
法
と
私
法
の
区
別
は
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
十
分
検
討
し
尽
く
さ
れ
た
も
の
で
あ

るnotw
endig und erschöpfend 

。
公
法
は
全
体
存
在Gesam

texistenz

を
内
容
と
し
、
私
法
は
個
人
的
存
在 individuellen 

Existenz 

を
内
容
と
す
る
。
し
か
し
、
公
法
と
私
法
は
絶
対
的
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
公
法
か
ら
私
法
へ
，
私
法
か
ら
公
法
へ
と
い
う
移
行
的
制
度Ü

bergangsinstitute

（
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
社
団
等
）
も
存

在
す
る
が
、
公
法
と
私
法
の
間
の
第
三
の
独
立
し
た
領
域
は
な
く
、
社
会
法
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
公
法
で
あ
る
か
、
私
法
で
あ
る
か
、

そ
れ
と
も
公
法
と
私
法
の
混
合
形
態
で
あ
る）

23
（

、
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は
、
公
法
と
私
法
と
は
独
立
に
社
会
法
を
位
置
づ
け
る
学
説
が
あ
る
が
、
も
し
こ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
実
務
上
も
確
た
る
取
り
扱
い
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
は
さ
れ
て
い
な
い
、
多
様
な
社
会
現
象

に
つ
い
て
国
家
の
行
為
を
一
般
的
に
規
律
す
る
法
は
存
在
し
な
い
、
と
し
て
い
る）

24
（

。

　

こ
れ
に
対
し
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
は
、
公
法
と
私
法
の
間
の
移
行
状
態
や
公
法
私
法
混
合
状
態
を
認
め
る
と
い
う
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
説

が
学
問
的
に
正
し
い
か
、
ま
た
法
を
浮
遊
状
態
の
中
に
、
ま
た
不
明
確
な
混
合
状
態
に
お
く
こ
と
が
正
し
い
か
否
か
と
い
う
疑
問
を
呈

し
）
25
（

、
社
会
法
を
承
認
せ
ず
、
国
家
法
と
私
法
に
分
け
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
不
完
全
や
非
論
理
の
危
険
が
あ
る
と
し
て
い
る）

26
（

。

　

④　

江
木
に
よ
る
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
及
び
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
総
括

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
・
私
法
の
区
別
基
準
が
明
瞭
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
云
え
な
い
が
、
他
方
、
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江
木
の
い
う
よ
う
に
モ
ー
ル
の
公
法
概
念
が
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
概
念
が
よ
り
明
快
で
あ
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
江
木
に
よ
る
モ
ー
ル
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
概
念
の
紹
介
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
極
め
て
多
い

と
い
え
よ
う
。
モ
ー
ル
も
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
も
共
に
従
来
の
公
法
（
国
家
法
）
と
私
法
の
区
別
だ
け
で
は
、
捉
え
き
れ
な
い
「
社
会
」
に

関
す
る
法
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
「
社
会
」
現
象
そ
の
も
の
の
理
解
か
ら
出
発
し
て
相
当
の
考
慮

を
払
っ
て
い
る）

27
（

。
特
に
「
社
会
法
」
の
問
題
を
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、モ
ー
ル
や
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
と
切
り
離
し
て
議
論
す
る
こ
と
は
、

少
な
く
と
も
今
日
的
に
は
「
学
説
史
的
」
に
正
し
い
方
法
で
は
な
か
っ
た
と
云
う
ほ
か
な
い
。
ま
た
、
公
法
、
私
法
と
区
別
さ
れ
た
社
会

法
と
い
う
分
野
が
一
般
的
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
江
木
の
評
価
も
学
説
史
的
に
は
納
得
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
そ
の
「
取
り
扱
い
は
争
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、い
ず
れ
に
せ
よ
江
木
は
、モ
ー
ル
、ブ
ル
ン
チ
ュ

リ
ー
両
者
の
公
法
概
念
が
問
題
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
と
の
位
置
づ
け
の
上
に
、
公
法
、
私
法
、
社
会
法
を
区
別
す
る
有
力
な
新
し
い
学

説
と
し
て
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
「
社
会
行
政
法
」
に
依
拠
し
て
、
行
政
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
そ
の
問

題
点
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

㈣　

公
法
・
私
法
を
巡
る
若
干
の
個
別
的
論
点
に
つ
い
て

　

な
お
、
江
木
は
、
公
法
と
し
て
扱
う
か
私
法
と
し
て
扱
わ
れ
る
か
疑
問
の
あ
る
事
項
と
し
て
、
国
有
財
産
、
会
社
法
、
訴
訟
法
な
ど
個

別
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。

　

ア　

国
有
財
産
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
は
、
フ
ィ
ス
ク
ス
（
国
庫
）
の
概
念
の
も
と
に
私
法
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の

ド
イ
ツ
国
法
学
で
は
、
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た）
28
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
公
法
私
法
と
の
区
別
に
お
い
て
国
有
財
産
の
法
的
性
格
に
疑
問

が
あ
る
と
す
る
江
木
の
主
張
は
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
法
的
に
は
、
十
分
な
納
得
の
い
く
も
の
と
は
云
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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イ　

会
社
法
が
公
法
に
属
す
る
か
私
法
に
属
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
今
日
的
に
は
奇
異
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
特
に
当
時
の
発
展

し
つ
つ
あ
る
英
米
法
的
会
社
法
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
興
味
を
引
く
問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
会
社
法
に

つ
い
て
は
、
株
式
会
社
が
国
家
統
制
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と）

29
（

を
根
拠
に
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
会
社
法
制
定
（
明

治
二
六
年
）
以
前
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
行
政
法
の
観
点
か
ら
そ
の
対
象
と
す
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る）

30
（

。

　

ウ　

訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
成
立
当
初
の
民
事
訴
訟
法
解
説
は
、
公
法
説
を
と
っ
て
い
た
か
ら
、
継
受
の
と
き
に
、
公
法
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
民
事
訴
訟
法
は
、
私
法
上
の
「
権
利
義
務
ヲ
実
行
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
定
ム

ル
外
式
法
」

）
31
（

で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
）
32
（

。
[

四]　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
に
お
け
る
「
社
会
法
」　

　
「
社
会
法
」
が
公
法
・
私
法
と
異
な
る
類
型
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
江
木
は
「
近
世
ハ･･･

理
学
上
用
ユ

ル
進
化
主
義
ナ
ル
モ
ノ
法
律
ノ
範
囲
ニ
立
入
テ
、
法
律
ノ
区
別
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヽ
ナ
リ
テ
、
大
ニ
法
律
上
ニ
真
面
目
ヲ
開
ニ
至
レ
リ
。
古
代

ハ
法
律
ヲ
公
法
私
法
ニ
区
別
シ
タ
レ
ト
モ
、
近
世
ニ
至
リ
テ
ハ
法
律
ハ
公
私
二
法
ト
確
ト
区
別
セ
ラ
ル
ヽ
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
其
二
法
律
ノ

間
ニ
一
ノ
社
会
法
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
存
在
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
見
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
故
ニ
近
世
ハ
法
律
ヲ
分
テ
国
法
、
社
会
法
、
私
法
ノ
三
ニ
区
別

ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
レ
リ
」（
八
〜
九
頁
）と
し
、進
化
主
義
の
観
点
か
ら
公
法
、私
法
と
な
ら
ぶ
領
域
と
し
て
社
会
法
が
存
在
す
る
も
の
と
す
る
。

　

し
か
し
、
す
で
に
モ
ー
ル
と
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
、
公
法
、
私
法
以
外
に
社
会
法
の
区
別
を
設
け
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
「
社
会
行
政
法
」
を
提
唱
し
た
レ
ー
ス
ラ
ー
も
、
社
会
行
政
法

は
行
政
法
の
一
分
野
で
あ
り
、
社
会
行
政
法
以
外
に
社
会
法
は
存
在
せ
ず
、
社
会
行
政
法
は
私
法
に
対
し
て
公
法
的
特
色
を
有
す
る
も
の
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で
あ
り
、
義
務
付
け
の
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
る
（ §

2 S.2ff .  A
nm
erkung 

（5

））、
行
政
法
は
、
疑
い
も
な
く
、
国
法
と
同
じ
よ
う

に
公
法
に
属
す
る
と
し
て
い
る
（§

9 S.26

）。
江
木
も
、
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
で
「
社
会
法
ハ
公
法
ニ
属
シ
テ
私
法
ニ
属
セ
サ
ル

者
ト
ス
」（
一
二
頁
）
と
訳
出
し
て
い
る
。

  

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
公
法
、
私
法
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
「
社
会
法
」
を
位
置
づ
け
る
江
木
の
理
論
は
、
江
木
独
自
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㈠　

江
木
の
「
社
会
法
論
」

　

江
木
は
、
公
法
、
社
会
法
、
私
法
を
区
別
す
る
標
準
と
し
て
「
人
」
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
「
天
地
ノ
間
ニ
存
在
ス
ル
個
人
」、「
社
会

ヲ
組
織
ス
ル
分
子
」、「
国
家
ヲ
成
立
ス
ル
所
ノ
元
素
」
に
分
け
、
最
前
者
に
関
す
る
法
を
私
法
（
各
個
人
相
互
ノ
関
係
ヲ
規
定
）、
第
二

者
に
関
す
る
法
を
社
会
法
（
社
会
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
関
係
ヲ
規
定
）、
最
後
者
に
関
す
る
法
を
国
法
（
国
家
ノ
範
囲
内
ニ
属
ス
ル
事
柄
ヲ

規
定
）
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
社
会
ト
ハ
、
社
会
進
化
上
ニ
於
テ
同
一
ノ
文
明
ノ
程
度
ニ
存
在
ス
ル
一
ノ
団
結
体
ヲ
総
称
ス
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
別
ニ
無
形
ノ
一
個
人
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
」
が
な
い
の
に
対
し
、「
国
家
ト
ハ
一
個
ノ
擬
為
人
タ
ル
資
格
ヲ
有
ス
ル
無

形
人
ニ
シ
テ･･･

各
独
立
シ
テ
一
国
ヲ
成
立
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
り
、「
国
家
ニ
ハ
一
個
人
タ
ル
ノ
資
格
ア
リ
、
社
会
ニ
ハ
一
個
人
タ
ル
ノ

資
格
ナ
ケ
レ
ハ
、
決
シ
テ
二
者
ヲ
混
同
ス
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
一
〇
頁
）
と
す
る
。
そ
し
て
「
国
法
内
ノ
権
利
ハ
国
家
テ
ウ
一
ノ
無
形

人
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
此
ノ
権
利
ヲ
存
廃
ス
ル
ハ
国
家
ノ
自
由
ナ
レ
ト
モ
、
各
人
各
個
ノ
自
由
ニ
ア
ラ
ス
。
又
社
会
ハ
一
ノ
無
形
人
タ

ル
ノ
資
格
ヲ
享
有
セ
サ
レ
ハ
従
テ
其
権
利
ノ
主
体
タ
ル
モ
ノ
ハ
各
人
各
個
ナ
レ
ト
モ
、
各
人
各
個
ハ
敢
テ
社
会
ノ
権
利
ヲ
存
廃
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ス
、
国
家
モ
亦
之
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
カ
ラ
ス
」（
一
一
頁
）
と
し
て
国
家
と
社
会
を
完
全
に
分
離
し
て
い
る）

33
（

。
社
会
法
の
中

に
は
「
人
身
自
由
権
、
出
版
集
会
自
由
権
、
宗
教
自
由
ノ
権
ノ
如
キ
諸
権
利
」
が
含
ま
れ
る
が
、「
政
府
ニ
於
テ
自
由
ニ
之
ヲ
伸
縮
存
廃
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ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
権
利
は
「
社
会
進
化
主
義
ニ
関
係
ア
ル
モ
ノ
」
で
あ
っ
て
、「
社
会
上
ニ

優
勝
劣
敗
ノ
活
動
ヲ
ナ
サ
シ
メ
社
会
ノ
進
歩
」
の
た
め
に
は
必
ず
必
要
な
も
の
で
あ
り
、「
若
シ
自
由
ノ
権
利
ヲ
附
與
セ
サ
レ
ハ
優
勝
劣

敗
ノ
原
理
行
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ナ
シ
。
優
勝
劣
敗
ノ
原
理
ニ
シ
テ
行
ハ
サ
レ
ハ
社
会
ノ
進
歩
ハ
決
シ
テ
エ
望
ム
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
一
三
頁
）

と
す
る
。
も
っ
と
も
「
政
府
ハ
自
己
ノ
権
威
ヲ
以
テ
自
由
ニ
此
等
ノ
権
利
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
可
シ
。
而
シ
テ
若
シ
政
府
ニ
シ
テ
斯
ク

束
縛
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
、
既
ニ
社
会
法
ナ
ル
モ
ノ
ハ
存
在
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
」
と
し
て
い
る
。 

　

社
会
法
と
国
家
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
社
会
ノ
発
達
ト
共
ニ
必
ス
之
レ
ヲ
統
括
ス
ヘ
キ
一
定
ノ
法
律
原
則
ヲ
生
ス
ヘ
キ
ハ
論
ヲ

待
タ
ス
ト
雖
ト
モ
、
各
人
各
個
カ
社
会
ノ
区
域
ヨ
リ
進
ン
テ
国
家
ノ
区
域
ニ
侵
入
ス
ル
ハ
法
律
上
ニ
於
イ
テ
セ
ス
シ
テ
、
社
会
進
歩
ノ
事

実
上
ヨ
リ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
」（
二
〇
頁
）。「
社
会
ハ
只
タ
其
ノ
発
達
進
歩
ノ
事
実
、
即
チ
社
会
ノ
法
則
ヲ
以
テ
法
律
改
良
ヲ
促
カ

ス
コ
ト
ヲ
得
レ
ト
モ
、
公
然
国
家
ニ
対
シ
テ
抗
抵
ス
ヘ
キ
法
律
上
ノ
権
利
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
而
シ
テ
此
社
会
発
達
ハ
早
晩
必
ス
法

律
ノ
改
良
ヲ
来
ス
ヘ
キ
基
因
ニ
シ
テ
此
改
良
手
段
ヲ
名
ケ
テ
立
法
ト
云
フ
」（
二
一
頁
）。「
社
会
ノ
原
理
ハ
社
会
ヲ
以
テ
発
動
変
遷
ス
ヘ

キ
自
由
ナ
ル
文
化
ヲ
為
ス
へ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
国
家
ノ
範
囲
及
ヒ
国
家
ノ
意
思
ヨ
リ
独
立
シ
テ
自
由
ニ
シ
テ
且
ツ
同
等
ナ
ル
自
治
ノ
法
律
ヲ

有
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
（
二
二
頁
）。

　

江
木
の
社
会
と
国
家
の
理
解
は
、
国
家
が
法
人
格
を
も
つ
の
に
対
し
て
社
会
が
法
人
格
を
も
た
な
い
こ
と
、「
人
」
は
「
天
地
ノ
間
ニ

存
在
ス
ル
個
人
」、「
社
会
ヲ
組
織
ス
ル
分
子
」、「
国
家
ヲ
成
立
ス
ル
所
ノ
元
素
」
の
三
つ
の
性
格
を
持
つ
こ
と
を
基
点
と
し
て
（
こ
の
点

を
江
木
は
繰
り
返
し
強
調
し
て
い
る
）、
国
家
と
社
会
は
厳
格
に
分
離
さ
れ
、
国
家
が
社
会
の
分
野
に
属
す
る
権
利
を
制
限
で
き
な
い
訳

で
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
優
勝
劣
敗
の
社
会
を
形
成
す
る
社
会
法
は
消
滅
し
て
し
ま
う
、
と
し
て
い
る
。
社
会
要
求
と
国
家
が
ど
の

よ
う
に
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
は
、
や
や
明
確
性
を
欠
く
が
「
法
律
上
ニ
於
イ
テ
セ
ス
シ
テ
、
社
会
進
歩
ノ
事
実
上
ヨ
リ
ス
ヘ
キ
モ
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ノ
ナ
リ
ト
ス
」
と
し
つ
つ
、
他
面
に
お
い
て
「
社
会
発
達
ハ
早
晩
必
ス
法
律
ノ
改
良
ヲ
来
ス
ヘ
キ
基
因
ニ
シ
テ
此
改
良
手
段
ヲ
名
ケ
テ
立

法
ト
云
フ
」
と
し
て
い
る
。

　

江
木
は
、
そ
の
緒
論
が
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
に
よ
っ
て
お
り
、
前
期
に
授
業
を
受
け
な
か
っ
た
者
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社

会
行
政
法
』
を
読
む
べ
き
こ
と
勧
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
江
木
の
説
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
説
の
要
約
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

㈡　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
「
社
会
法
論
」

　

レ
ー
ス
ラ
ー
も
国
家
が
人
格
を
も
つ
の
対
し
、
社
会
は
独
立
の
人
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
（§

2　

S.3, §
3　

S.7

）、
社
会
は
国
家

に
対
し
独
自
性
（U

nabhängigkeit

）
を
も
ち
、
な
い
し
は
国
家
か
ら
区
別
（T

renung

）
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
国
家
も
社
会

に
対
し
独
自
性
（U

nabhängigkeit
）
を
も
つ
も
の
で
あ
る
（§

3　

S.7

）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ス
ラ
ー
に
お
け
る
国
家
と
社

会
の
関
係
は
江
木
の
よ
う
に
対
立
的
な
も
の
で
は
な
い
。レ
ー
ス
ラ
ー
は
国
家
と
社
会
の
関
係
を
概
ね
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。（§

3

　

S.7ff .

）

　
「
❶
現
代
国
家
の
理
念
の
特
殊
性
は
、
社
会
的
な
人
格
と
し
て
の
人
間
が
国
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の

社
会
的
な
人
格
と
い
う
概
念
の
要
素
は
、
ア
個
人
の
人
格
は
国
家
に
よ
っ
て
与
え
ら
え
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
倫
理
的
な
性
格
か
ら

直
接
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
イ
訴
訟
に
よ
る
裁
判
的
保
護
を
必
要
と
し
、
ウ
個
人
と
財
産
の
刑
法
的
保
護
を
必
要
と
し
、
エ

人
格
を
何
人
に
も
譲
り
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
❷
社
会
的
法
原
則
は
、
国
家
と
い
う
存
在W

esen

に
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
家
は
人
間
の
発
展
の
法
形
態
で
あ
り
、
人
間
の
発
展
と
分
離
し
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
❸
社
会
的

な
法
理
念
は
、
国
家
と
い
う
制
度
の
改
良
に
寄
与
す
る
限
り
に
お
い
て
、
国
家
の
中
で
完
全
な
実
現
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
❹
社
会
の
理

念
は
、
国
家
の
理
念
と
調
和
し
、
ま
た
国
家
生
活
の
要
請
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
の
法
理
念
は
、
国
家
理
念
の
否
認
に
至
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る
ま
で
に
推
し
進
め
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
原
理
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
社
会
行
政
の
も
っ
と
も
重
要
な
観
点
の
一
つ
で
あ
る
。

例
え
ば
，
出
版
の
自
由
、
結
社
の
自
由
な
ど
の
社
会
的
法
原
則
が
絶
対
的
な
効
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
現
代
の

も
っ
と
も
危
険
な
誤
り
に
属
す
る
。
従
っ
て
、
社
会
制
度
の
保
護
の
下
に
、
国
家
の
否
定
を
意
図
的
に
ま
た
は
組
織
的
に
企
図
す
る
こ
と

に
対
し
て
は
、
国
家
は
適
切
な
措
置
で
そ
の
危
険
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
対
処
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
国
家
は
、
社
会

生
活
の
理
念
と
原
則
的
に
衝
突
す
る
こ
と
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
が
、
人
間
生
活
の
中
で
国
家
独
自
の
理
念
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会

的
志
向
の
、
単
な
る
意
思
の
な
い
道
具
で
も
、
受
動
的
観
客
で
も
な
く
、
ま
た
独
自
に
国
家
意
思
に
効
力
を
持
た
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
な
す
が
ま
ま
に
さ
せ
る
原
理
」（Prinzip  des Gew

ährenslassen

）
は
、
こ
れ
ら
の
原
則
を
否

定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
正
し
く
な
い
。
そ
こ
で
社
会
と
国
家
の
相
互
的
な
独
自
性
は
次
の
よ
う
に
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
社
会

の
中
に
現
れ
て
い
る
人
間
性
の
純
粋
な
発
展
法
則
を
国
家
も
承
認
し
、
ま
た
、
そ
れ
が
国
家
に
関
係
し
て
い
る
限
り
、
国
家
は
そ
の
実
現

に
貢
献
す
べ
き
で
あ
る
。
イ
し
か
し
、
国
家
は
社
会
法
理
念
の
逸
脱
又
は
濫
用
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
理
念
を
国
家
の
中
で
適
用
す
る
こ
と

が
正
し
く
な
く
、
ま
た
危
険
で
あ
る
と
き
は
、
全
て
の
こ
と
を
予
防
し
、
ま
た
、
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ウ
社
会
生
活
の
充
足
は
、

そ
れ
自
体
、
社
会
的
な
文
化
機
関
の
任
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
充
足
は
一
定
の
関
係
に
お
い
て
国
家
の
任
務
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

エ
社
会
行
政
へ
の
国
家
そ
の
も
の
の
関
与
は
、
社
会
理
念
と
国
家
理
念
の
生
き
生
き
し
た
統
一
を
作
り
上
げ
る
と
い
う
使
命
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。」

　
「
社
会
行
政
に
お
け
る
国
家
の
機
能
は
社
会
的
な
発
展
の
本
質
（
あ
り
方
）W

esen

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、ま
た
国
家
の
本
質
（
あ
り
方
）

W
esen

を
通
じ
て
特
定
の
や
り
方
で
修
正
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
領
域
は
、
そ
れ
ゆ
え
国
家
か
ら
そ
れ
自
体
区
別
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
、
国
家
と
社
会
の
間
に
は
、
い
か
な
る
対
立
も
自
家
撞
着
も
存
在
し
な
い
。
国
家
と
社
会
は
、
確
か
に
外
形
的
に
は
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完
全
に
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
多
く
の
部
分
で
は
一
致
し
て
い
るzuzam

m
enfallen

。
国
家
と
社
会
は
多
く
の
部
分
に

お
い
て
、
同
じ
発
展
と
歴
史
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
と
社
会
は
、
共
同
の
機
関gem

einschaftliche O
rgane

を
も
ち
、
そ
れ

は
相
互
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。」（§

9　

S.27

）

㈢　

江
木
と
レ
ー
ス
ラ
ー
の
「
社
会
法
論
」
の
差
異

　

上
記
の
よ
う
に
江
木
の
『
行
政
法
』
緒
論
に
お
け
る
社
会
行
政
法
論
で
は
社
会
法
と
国
家
法
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
、
国
家
は
社
会
の
権

利
を
束
縛
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
国
家
が
社
会
法
に
属
す
る
表
現
の
自
由
を
制
約
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
社
会
法
は
な

く
な
り
、
社
会
法
が
体
現
し
て
い
る
社
会
の
進
歩
も
な
く
な
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
で
は
、
社
会
と
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
独
自
性
を
も
つ
も
の
で
は
あ
る
が
、
相
互
に

密
接
な
関
係
を
も
ち
、「
社
会
の
法
理
念
は
、
国
家
理
念
の
否
認
に
至
る
ま
で
に
推
し
進
め
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
原
理
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
社
会
行
政
の
も
っ
と
も
重
要
な
観
点
の
一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
出
版
の
自
由
、
結
社
の
自
由
な
ど
の
社
会
的
法
原
則
が

絶
対
的
な
効
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
現
代
の
も
っ
と
も
危
険
な
誤
り
に
属
す
る
。
従
っ
て
、
社
会
制
度
の
保
護

の
下
に
、
国
家
の
否
定
を
意
図
的
に
ま
た
は
組
織
的
に
企
図
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
国
家
は
適
切
な
措
置
で
そ
の
危
険
に
対
処
す
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
ま
た
対
処
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
表
現
の
自
由
が
国
家
の
否
認
に
ま
で
及
ぶ
場
合
は
、
国
家
が
こ

れ
に
対
し
て
対
処
す
る
こ
と
は
「
当
然
」
認
め
ら
れ
、
ま
た
、「
社
会
法
理
念
の
逸
脱
又
は
濫
用
」
に
相
当
す
る
行
為
が
あ
り
、「
こ
れ
ら

の
理
念
を
国
家
の
中
で
適
用
す
る
こ
と
が
正
し
く
な
く
、
ま
た
危
険
で
あ
る
と
き
は
、
国
家
は
全
て
の
こ
と
を
予
防
し
、
ま
た
、
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
社
会
法
が
消
滅
す
る
と
い
う
関
係
に
は
な
い
。

　

江
木
の
『
行
政
法
』
緒
論
に
お
け
る
社
会
行
政
法
論
の
こ
の
よ
う
な
特
色
は
、
江
木
の
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
中
の
「
社
会
ト
国
家
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ノ
関
係
」（
二
一
頁
以
下
）
と
の
対
比
に
お
い
て
も
、
概
ね
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
江
木
の
『
行
政
法
』
緒
論
に
お
け
る
社
会
行
政
法
論
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
論
と
大
幅
に
そ
の
内
容
を
異
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
江
木
が
、「
社
会
ハ
古
来
事
実
上
ノ
発
達
ニ
成
ル
モ
ノ
」
と
し
て
い
る
こ
と
（
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』

二
二
頁
）、「
各
人
各
個
カ
社
会
ノ
区
域
ヨ
リ
進
ン
テ
国
家
ノ
区
域
ニ
侵
入
ス
ル
ハ
法
律
上
ニ
於
イ
テ
セ
ス
シ
テ
、
社
会
進
歩
ノ
事
実
上
ヨ

リ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
こ
と
（『
行
政
法
』
二
〇
頁
、
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
二
二
頁
）、
社
会
法
を
社
会
進
化
主
義

に
基
づ
く
優
勝
劣
敗
法
則
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
（『
行
政
法
』
一
三
頁
）
に
つ
い
て
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
が
問
題
と
し
て
い
る
社
会
は
、
個
人
の
自
由
と
平
等
を
基
礎
と
す
る
近
代
的
社
会
で
あ
り
、「
古
来
事
実
上
ノ
発
達
ニ
成

ル
モ
ノ
」
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
社
会
の
要
請
が
法
律
と
い
う
形
を
と
る
こ
と
は
レ
ー
ス
ラ
ー
に
と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
政
法
・
社
会
行
政
法
の
法
源
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
（§

7

）、
さ
ら
に
、
優
勝
劣
敗
の
法
則
を
内
容
と
す
る

国
民
経
済
の
法
則
の
絶
対
化
や
、
国
家
の
承
認
に
依
存
し
な
い
不
変
の
自
然
法
則
と
し
て
の
経
済
的
な
営
利
法
則
の
妥
当
を
レ
ー
ス
ラ
ー

は
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（V
orrede ⅴ

, §
2 S.6.A

nm
.

（8

）,§
3　

S.f.bes.S.9,A
nm
.

（9

））。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
と
法
と
の
関
係
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
記
述
と
し
て
は
、『
社
会
行
政
法
』
中
の
記
述
で
は
な
い
が
、
次
の
も
の

が
あ
る
。

　
「
財
産
権
は
、
立
憲
主
義
的
な
基
本
構
造
（
憲
法
）
を
通
じ
て
国
家
権
力
の
行
使
を
獲
得
し 

、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
式
に
自
由
な

国
家
権
力　

form
ell freien Staatsgew

alt 

の
実
質
的
な
内
容
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
実
状
態
を
、
現
代
国
家
に
お
い

て
は
、
自
由
主
義
が
支
配
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
自
由
主
義
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
、
資
本
の
支
配
が
現
代
社
会
の
中
で

も
た
ら
す
、
す
べ
て
の
広
範
な
帰
結
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
現
代
国
法
も
行
政
も
本
質
的
に
国
民
経
済
の
発
展
の
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産
物
と
し
て
、
ま
た
、
資
本
の
概
念
の
帰
結
と
し
て
把
握
さ
れ
、
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る）

34
（

。」

　
「
国
家
が
社
会
を
支
配
す
る
と
い
う
考
え
は
基
本
的
に
誤
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
逆
に
社
会
が
立
憲
主
義
的
憲
法
を
通
じ
て
国
家
の
秩
序

を
規
定
し
、
国
家
を
支
配
す
る
の
で
あ
る）
35
（

。」 

　

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
国
家
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
て
形
成
さ
れ
る
社
会
的
要
求
は
、
立
憲
主
義
の
下
で
は
、
国
民
に
よ
る
選
挙
を
通

じ
て
形
成
さ
れ
る
議
会
を
通
じ
て
国
家
法
の
形
を
と
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
ろ
う
。

  

レ
ー
ス
ラ
ー
は
、「
立
憲
主
義
的
国
家
憲
法
は
、
多
様
な
選
挙
制
度
に
よ
っ
て
、
特
に
ま
た
一
般
選
挙
権
に
よ
っ
て
、
国
民
の
社
会
的

形
態
の
忠
実
な
表
現
と
し
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
に
は
、
全
く
他
の
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て

い
る）

36
（

。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
上
記
の
よ
う
な
考
え
は
、「
参
政
権
ハ
社
会
法
ノ
原
理
ヲ
適
用
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
、
全
ク
主
権
内
ノ
一
部
分
ナ
レ

ハ
、之
ヲ
人
民
ニ
附
与
ス
ル
ト
附
与
セ
サ
ル
ト
ハ
政
府
ノ
自
由
権
内
ニ
存
ス
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
す
る
江
木
の
主
張
（『
行
政
法
』
一
六
頁
）

に
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
社
会
と
国
家
を
結
ぶ
選
挙
権
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
理
論
と
江
木
の
理
論
は
、
大
き
な
違
い
を
持
っ
て
い

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
選
挙
制
度
と
の
関
連
は
、『
社
会
行
政
法
』
の
中
で
は
レ
ー
ス
ラ
ー
に
よ
る
明
示
的
な
言
及
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が）
37
（

。

㈣　

江
木
の
社
会
進
化
論
の
特
色

　

先
に
も
み
た
よ
う
に
、
江
木
は
、
社
会
法
論
を
社
会
進
化
論
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
に
お
い
て
、
法
律
学
へ
の

社
会
進
化
論
の
適
用
は
一
つ
の
潮
流
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
状
況
の
中
で
江
木
の
進
化
論
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
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に
あ
る
の
か
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
す
る）

38
（

。

　

強
固
な
進
化
論
的
優
勝
劣
敗
の
原
則
を
と
り
、
そ
の
観
点
か
ら
普
通
選
挙
権
の
採
用
に
反
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、
加
藤
弘
之
『
人
権

新
説　

全
』
が
あ
る）
39
（

。

　

江
木
の
恩
師
で
も
あ
り
、
明
治
期
の
法
律
学
界
の
牽
引
者
と
で
も
い
う
べ
き
、
穂
積
陳
重
も
熱
心
な
法
律
進
化
論
者
で
あ
っ
た
。
穂
積

陳
重
は
初
期
の
論
文
「
英
仏
独
法
律
比
較
論
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
九
号
二
六
頁
以
下
、明
治
一
七
年
）
で
は
、優
勝
劣
敗
の
原
則
を
取
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
穂
積
は
「
法
の
発
生
存
在
す
る
所
以
及
び
法
の
人
民
に
対
し
て
拘
束
力
を
有
し
そ
の
行
為
の
規
範
た
る
所
以
は
優
強

者
が
劣
者
を
制
馭
す
る
に
由
る
も
の
な
り
と
す
る･･･

強
力
説
」
は
「
法
の
本
質
を
誤
る
も
の
」
と
し
て
そ
の
見
解
を
変
更
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る）

40
（

。
し
か
し
、
穂
積
が
ど
の
時
点
で
強
力
説
を
否
定
し
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
江
木
が
『
行
政
法
』
を
書
い
た
時
点
で
は
、
穂
積

も
「
優
勝
劣
敗
の
原
則
」
に
よ
る
法
律
進
化
論
を
取
っ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
し
が
た
い
。
江
木
の
優
勝
劣
敗
の
原
則
を
内
容
と
す
る
社

会
進
化
論
は
こ
れ
ら
の
学
説
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

一
般
的
に
見
て
、
法
律
進
化
論
の
基
礎
に
は
、
自
然
法
論
や
正
義
論
の
排
除
（
自
然
法
論
は
空
理
空
論
で
あ
る
と
す
る
）
と
い
う
意
味

が
あ
る
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
加
藤
弘
之
や
初
期
の
穂
積
陳
重
の
よ
う
に
法
律
現
象
に
関
す
る
進
化
論
を
優
勝
劣
敗
の
妥
当

と
み
る
か
、
後
期
の
穂
積
の
よ
う
に
「
当
然
に
優
勝
劣
敗
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
か
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
に

方
法
論
か
ら
の
み
生
じ
る
結
論
で
は
な
く
、
価
値
観
的
判
断
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
は
人
間
の
発
展
は
人
間
の
意
思
に
よ
ら
な
い
生
物
的
な
成
長
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
由
な
、
人
間
的
決
定
を
行
う

と
い
う
意
識
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
活
動
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
生
活
の
理
念
を
直
接
に
実
現
す
る
た
め
に
、
人
間
が
自
由
に
自

分
で
自
分
の
こ
と
を
決
め
る
た
め
に
は
、
文
化
活
動
を
行
う
義
務
が
生
じ
る
（§

16.S.50

）。
そ
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
自
由
平
等
な
人
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間
性
と
い
う
社
会
の
法
概
念
は
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
、特
に
福
音
主
義
的
発
展
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（§

2　

S.4,A
nm
.

（2

））。

　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
人
間
発
展
の
根
拠
論
の
是
非
は
別
に
し
て
、
江
木
の
優
勝
劣
敗
を
内
容
と
す
る
社
会
進
化
論
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
発

展
論
と
は
お
お
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

﹇
五
﹈
江
木
『
行
政
法
』
緒
論
に
お
け
る
行
政
法
の
意
義
、
性
質
等

　

こ
の
部
分
の
記
述
に
つ
い
て
は
，
先
に
要
約
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
「
社
会
行
政
法§

1　

行
政
法
の

概
念
」
と
大
差
が
な
い
。
も
っ
と
も
、レ
ー
ス
ラ
ー
は
優
勝
劣
敗
原
則
を
取
ら
な
い
の
で
、行
政
機
関
に
つ
い
て
も
、江
木
の
よ
う
に
「
行

政
機
関
ハ
民
人
ノ
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
ニ
ヨ
リ
テ
自
然
ニ
社
会
自
身
ノ
区
域
内
ニ
顕
出
ス
ル
モ
ノ
」
と
い
う
位
置
づ
け
は
し
て
い
な
い
。

[

六]　

江
木
『
行
政
法
』
緒
論
の
特
色
の
ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
江
木
は
、
行
政
法
を
本
格
的
に
議
論
す
る
前
提
と
し
て
の
緒
論
と
し
て
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
学
説
に
よ
り
つ
つ
、
公

法
、
私
法
の
区
別
、
社
会
法
の
意
義
を
論
じ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
原
典
と
さ
れ
た
も
の
の
内
容
と
相
当
程
度
に
差
異
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
法
と
私
法
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
理
論
状
況
の
把
握
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
に
対
す
る
評
価
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
余
地
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
講
義
の
定
着
が

一
八
八
一
年
で
あ
る
と
す
る
と）

41
（

、
江
木
が
こ
の
行
政
法
を
書
い
た
の
は
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
で
あ
る
か
ら
、
江
木
も
こ
の
定
着
し

た
行
政
法
論
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
科
書
を
書
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
意
見
も
あ
り
え
よ
う
。
し
か
し
、
考
え
う
る
当
時
の
情
報
伝
達
格
差

か
ら
す
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
講
義
の
定
着
前
の
段
階
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
包
括
的
で
統
一
的
な
行
政
法
理
論
の
構
築
を
目
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指
し
た
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
に
着
目
し
て
、
そ
の
訳
述
を
図
り
、
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
我
が
国
最
初
の
行
政
法
論
の
考
察
を

行
お
う
と
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う）

42
（

。

　

た
だ
、
江
木
は
緒
論
の
内
容
は
レ
ー
ス
ラ
ー
『
社
会
行
政
法
』
に
よ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
少
な
か
ら
ぬ
点
に
お
い
て
、

訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
と
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
も
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
原
典
と
し
ば
し
ば

異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
上
述
の
よ
う
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。
江
木
の
前
期
授
業
（
緒
論
部
分
）
を
受
講
せ
ず
、

江
木
の
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
緒
言
の
勧
め
に
よ
っ
て
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
に
取
り
組
ん
だ
学
生
が
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

江
木
「
緒
論
の
社
会
法
論
」
と
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
の
内
容
の
違
い
に
学
生
は
少
な
か
ら
ず
、戸
惑
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

四　

江
木
『
行
政
法
』
汎
論
の
内
容
と
特
色

﹇
一
﹈
江
木
『
行
政
法
』
汎
論
と
江
木
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
関
連

　

上
記
の
緒
論
に
つ
づ
い
て
、
江
木
は
、『
行
政
法
』
汎
論
と
し
て
英
国
の
行
政
法
を
論
じ
て
い
る
（
二
二
頁
以
下
）。

　

汎
論
の
「
英
国
行
政
法
」
の
講
述
が
ど
の
文
献
を
基
礎
と
し
て
い
る
の
か
を
示
す
記
述
は
、江
木
『
行
政
法
』
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
江
木
は
も
と
も
と
英
国
行
政
法
を
講
義
す
る
前
提
と
し
て
「
緒
論
」
を
提
示
し
た
の
で
あ
り
、
汎
論
は
英
国
行
政
法
の
講
義
で

あ
り
、
江
木
は
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
緒
言
の
中
で
、「
予
ノ
茲
ニ
講
述
ス
ル
所
モ
主
ト
シ
テ
同
氏
ノ
著
書
ニ
基
ケ
ト
モ
」
と
云
っ

て
い
る
か
ら
（
三
頁
）、『
行
政
法
』
の
汎
論
部
分
は
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
に
基
本
的
に
よ
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現

実
に
も
、『
行
政
法
』
汎
論
は
、
そ
の
目
次
か
ら
し
て
も
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る）

43
（

。

　

も
っ
と
も
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
内
容
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
翻
訳
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
此
ノ
書
ハ
一
千
八
百
八
十
四
年
ノ

開
板
ニ
係
ル
ヲ
以
テ
爾
来
今
日
ニ
至
ル
迄
凡
ソ
三
年
間
英
国
行
政
法
上
ノ
変
更
多
少
記
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ア
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
予
ハ
之
ヲ
近
代
ノ
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英
国
法
令
中
ヨ
リ
補
修
シ
諸
君
ヲ
シ
テ
英
国
行
政
法
ノ
現
状
ニ
通
暁
セ
シ
メ
ン
ト
ス
。」（
三
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

江
木
が
講
述
し
、
そ
の
基
礎
と
し
た
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
著
書
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

R
udolf  G

neist . D
as E

nglische V
erw
altungsrecht  der G

egenw
alt in V

ergleichung m
it  den D

eutchen 

V
erw
altungssystem

en.  3.A
ufl . Bd.Ⅰ

.1883,  Bd.Ⅱ
. 1884, Berlin, V

erlag von Julius Springe

）
44
（r. 

　

㈠　

グ
ナ
イ
ス
ト
「
英
国
行
政
法
」
講
述
の
意
義

　

江
木
は
グ
ナ
イ
ス
ト
の
上
記
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
を
講
述
す
る
こ
と
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。（『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』

緒
言
一
頁
以
下
）

　

｢

抑
モ
行
政
法
ノ
学
科
ハ
欧
洲
ニ
於
テ
モ
実
ニ
晩
近
ノ
発
達
進
歩
ニ
係
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
仏
独
二
国
ノ
学
者
ハ
現
ニ
之
ヲ
一
派
ノ
学
科

ト
シ
テ
其
ノ
研
究
ニ
従
事
シ
、
其
ノ
著
書
モ
亦
少
ナ
カ
ラ
ス
ト
雖
、
英
国
ニ
於
テ
ハ
仍
ホ
一
派
ノ
学
科
ヲ
為
サ
ス
、
専
ラ
行
政
法
ヲ
講
述

ス
ル
ノ
著
書
タ
ル
未
タ
嘗
テ
之
レ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。然
レ
ト
モ
英
国
行
政
ノ
善
美
ナ
ル
ハ
他
ノ
欧
洲
諸
国
ノ
挙
ツ
テ
称
讃
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、

学
者
政
治
家
ト
雖
又
タ
敢
テ
之
ヲ
非
難
ス
ル
者
ナ
シ
。
然
ル
ニ
尚
ホ
未
タ
学
者
ノ
之
ヲ
筆
ニ
ス
ル
者
ナ
ク
、
僅
々
諸
書
ニ
散
見
ス
ル
モ
ノ

ア
ル
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
而
カ
モ
此
等
ノ
諸
書
タ
ル
已
ニ
数
年
若
ク
ハ
数
十
年
前
ノ
著
述
ニ
係
リ
学
術
上
ヨ
リ
シ
テ
近
世
ニ
於
ケ

ル
英
国
行
政
法
上
ノ
一
大
進
歩
ニ
論
究
セ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ハ
、
實
ニ
痛
嘆
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
幸
ニ
シ
テ
独
逸
ニ
碩
学
グ
ナ
イ
ス
ト
先
生

ア
リ
。
夙
ニ
英
国
ノ
行
政
法
ニ
注
目
シ
自
ラ
英
国
ニ
赴
キ
、
多
年
其
ノ
実
際
ノ
景
況
ヲ
熟
察
シ
、
其
嘗
テ
学
理
ニ
於
テ
研
究
シ
タ
ル
秩
序

ニ
則
リ
、
英
国
行
政
法
ノ
一
書
ヲ
著
セ
リ
」「
本
学
年
即
チ
僅
少
ノ
時
間
ニ
於
テ
可
成
数
多
ノ
事
項
ヲ
論
述
シ
了
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル

ヲ
以
テ
、
諸
君
カ
英
書
ニ
就
テ
講
究
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
事
項
ハ
講
述
ノ
順
序
体
裁
ヲ
失
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
ル
迄
ニ
之
ヲ
略
シ･･･

英
国
行

政
法
ヲ
以
テ
独
逸
行
政
法
ニ
比
較
シ
タ
ル
ノ
点
ニ
至
テ
ハ
只
タ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ヽ
ミ
ヲ
掲
ケ･･･

英
国
行
政
法
ノ
沿
革
ノ
如
キ
ハ･･･

諸
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君
カ
已
ニ
英
国
憲
法
史
ニ
於
テ
学
習
シ
得
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
之
ヲ
省
ク
」

　

ま
た
、東
京
大
学
の
英
米
私
法
を
担
当
し
、英
吉
利
法
律
学
校
の
創
始
者
の
一
人
で
、中
央
大
学
初
代
学
長
で
あ
っ
た
菊
池
武
夫
は
、「
英

米
法
学
者
」
の
観
点
か
ら
、
江
木
の
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
に
次
の
序
を
寄
せ
て
い
る
（
一
頁
以
下
）。

　
「
英
吉
利
ノ
行
政
制
度
ハ
遠
ク
千
百
年
ノ
昔
日
ニ
其
ノ
基
ヲ
開
キ
時
勢
ノ
必
要
ニ
従
ヒ
次
第
々
々
ニ
之
ヲ
改
良
補
修
シ
テ
遂
ニ
今
日
ノ

結
構
美
観
ヲ
致
セ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
新
旧
錯
雑
シ
名
実
齟
齬
ス
ル
者
甚
タ
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
故
ニ
其
ノ
制
度
ノ
実
相
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
セ
バ
先
ツ

其
ノ
沿
革
事
跡
ニ
通
暁
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ハ
今
更
喋
々
ノ
弁
ヲ
要
ス
ル
迄
モ
ナ
キ
コ
ト
乍
ラ
、
此
ノ
沿
革
事
跡
ヲ
講
究
ス
ル
コ
ト
極
メ

テ
困
難
ノ
事
業
ニ
シ
テ
英
国
ノ
学
者
モ
未
タ
嘗
テ
仔
細
ニ
之
ヲ
取
調
ヘ
能
ク
其
ノ
始
末
ヲ
全
フ
シ
タ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
或

ハ
近
ク
現
在
行
政
ノ
制
度
活
動
ヲ
目
撃
シ
乍
ラ
茫
然
ト
シ
テ
、
其
ノ
由
来
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
英
国
行
政
法
法
理

ノ
未
タ
今
日
ニ
十
分
ノ
発
達
進
歩
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
所
以
ノ
モ
ノ
亦
職
ト
シ
テ
茲
ニ
起
因
セ
ズ
ン
バ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。

　

抑
モ
一
国
制
度
ノ
貴
重
ス
ヘ
キ
所
以
、
其
ノ
研
究
ノ
利
益
ア
ル
所
以
タ
ル
専
ラ
其
ノ
経
歴
ノ
久
シ
キ
実
験
ノ
数
多
ナ
ル
点
ニ
存
シ
テ
一

朝
一
夕
ニ
構
造
シ
タ
ル
紙
型
制
度
（
ペ
ー
パ
ー
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
ノ
空
理
ニ
存
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ･･･

多
年
ノ
実
験
経

歴
ヲ
捨
テ
ヽ
徒
ニ
理
論
ニ
狂
奔
ス
ル
モ
ノ
ヽ
如
キ
ハ
予
ノ
素
リ
取
ラ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ･･･

心
得
違
ノ
飛
越
学
問
ナ
リ
ト
云
フ
ベ
シ
。

　

而
シ
テ
英
国
行
政
制
度
ハ
古
来
未
タ
嘗
テ
理
論
ヲ
以
テ
非
常
ノ
激
変
ヲ
行
ヒ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
徹
頭
徹
尾
漸
ヲ
以
テ
発
育
成
長
セ
ル
健
全

ノ
一
体
ナ
レ
バ
、
其
ノ
経
歴
実
験
ノ
結
果
ト
シ
テ
播
根
錯
節
縦
横
屈
曲
シ
テ
殆
ト
由
ル
所
ナ
キ
カ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
、
参
差
ノ
中
自
ラ
秩
序

ヲ
存
シ
テ
整
然
紊
レ
ズ
、
条
理
ノ
其
ノ
間
ニ
貫
通
ス
ル
ノ
妙
趣
ア
ル
ハ
敢
テ
疑
ヲ
容
ル
ベ
キ
所
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
学
者
概
ネ
熟
慮
苦
辛

以
テ
其
ノ
蘊
奥
ヲ
極
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
一
見
以
テ
英
国
制
度
ハ
他
邦
ノ
倣
ヒ
得
ベ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
ト
ナ
ス
学
者
ノ
英
国
制
度
ニ
負
ク

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
英
国
制
度
ノ
学
者
ニ
負
ク
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
現
ニ
欧
洲
大
陸
ノ
学
者
ハ
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
氏
以
下
往
々
英
国
制
度
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ニ
注
目
シ
テ
其
ノ
研
究
ニ
従
事
セ
ル
モ
ノ
少
ナ
カ
ラ
ズ
。
就
中
今
日
独
逸
第
一
流
ノ
碩
学
ト
聞
ヘ
タ
ル
グ
ナ
イ
ス
ト
氏
ノ
如
キ
ハ
自
ラ
英

国
ニ
赴
キ
多
年
其
ノ
実
況
ヲ
観
察
シ
英
国
学
者
ノ
未
タ
着
手
セ
ザ
ル
一
大
事
業
ヲ
企
テ
而
モ
其
ノ
事
業
ノ
極
メ
テ
困
難
タ
ル
ニ
関
セ
ズ
、

物
ノ
見
事
ニ
之
ヲ
完
成
シ
タ
ル
ハ
英
国
制
度
ノ
大
知
識
ト
称
ス
ベ
ク
、
啻
ニ
独
逸
ノ
諸
学
者
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
英
人
自
身
ニ
シ
テ
其
ノ
洪
益
ヲ

享
ク
ル
コ
ト
蓋
シ
少
々
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
我
カ
国
モ
亦
近
頃
外
国
ノ
制
度
ヲ
参
考
シ
テ
固
有
ノ
旧
制
ヲ
改
良
ス
ル
ノ
時
運
ニ
遭
遇
シ
タ

レ
バ
単
ニ
理
論
ニ
適
シ
タ
ル
制
度
ニ
倣
フ
ノ
危
険
ヲ
避
ケ
、
可
成
実
験
経
歴
ニ
富
ミ
タ
ル
制
度
ヲ
研
究
シ
テ
安
全
ニ
其
ノ
改
良
ヲ
施
ス
ハ

今
日
ノ
急
務
ト
確
信
ス
ル
折
柄･･･

友
人
江
木
君･･･

虞
氏
英
国
行
政
法
ヲ
訳
述
シ
テ
将
ニ
世
ニ
公
ケ
ニ
セ
ン
ト
ス･･･

此
書
ニ
シ
テ

一
タ
ヒ
世
ニ
出
ツ
ル
ア
ラ
バ
英
米
ノ
本
国
ニ
於
テ
ハ
未
タ
嘗
テ
研
究
セ
シ
者
ナ
キ
英
国
行
政
法
理
ハ
遠
ク
我
カ
国
内
ニ
発
達
成
育
シ
テ
遂

ニ
一
派
ノ
学
科
ヲ
成
ス
ニ
至
ル
ノ
奇
観
ア
ラ
ム
」。

　

菊
池
は
、
こ
の
「
序
」
で
イ
ギ
リ
ス
法
の
歴
史
的
沿
革
か
ら
の
イ
ギ
リ
ス
法
研
究
の
困
難
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
英
国
行
政
制

度
ハ
古
来
未
タ
嘗
テ
理
論
ヲ
以
テ
非
常
ノ
激
変
ヲ
行
ヒ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
徹
頭
徹
尾
漸
ヲ
以
テ
発
育
成
長
セ
ル
健
全
ノ
一
体
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
を
歴
史
的
沿
革
を
踏
ま
え
た
イ
ギ
リ
ス
人
で
も
困
難
な
業
績
と
し
て
評
価
し
、「
我
カ
国
モ
亦

近
頃
外
国
ノ
制
度
ヲ
参
考
シ
テ
固
有
ノ
旧
制
ヲ
改
良
ス
ル
ノ
時
運
ニ
遭
遇
シ
タ
レ
バ
単
ニ
理
論
ニ
適
シ
タ
ル
制
度
ニ
倣
フ
ノ
危
険
ヲ
避
ケ

可
成
実
験
経
歴
ニ
富
ミ
タ
ル
制
度
ヲ
研
究
シ
テ
安
全
ニ
其
ノ
改
良
ヲ
施
ス
ハ
今
日
ノ
急
務
」
で
あ
る
と
し
て
江
木
の
講
述
の
意
味
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。

　
「
可
成
実
験
経
歴
ニ
富
ミ
タ
ル
制
度
ヲ
研
究
」
す
る
こ
と
の
重
要
性
の
指
摘
は
、
穂
積
の
「
法
律
進
化
論
」
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

こ
の
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
行
政
法
学
が
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
点
で
グ
ナ
イ
ス
ト
の
著
書
が
極
め

て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
概
観
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
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こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

㈡　

江
木
講
述
の
範
囲

　

し
か
し
、
他
面
、
江
木
の
こ
の
講
述
は
、
上
記
の
グ
ナ
イ
ス
ト
の
著
書
の
全
て
を
講
述
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
も
留
意
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
江
木
の
講
述
の
範
囲
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
原
著
の
第
一
巻
「
総
論
部
分
」（A

llgem
eine T

eil

）
第
二
分
冊
（Ⅱ

.Buch

）

「
行
政
法
の
一
般
的
基
礎
」（D

ie A
llgem

einen Grundlagen des V
erw
altungsrechts

）
の
う
ち
の
第
一
章
「
行
政
法
の
諸
規

範
」（D

ie V
erw
altungsrechtsnorm

en

）
及
び
第
二
章
「
行
政
法
の
機
関
」（D

ie O
rgane des V

erw
altungsrechts

）
第
一
節

「
国
王
と
王
室
顧
問
官
（K

öniglichen Räthe

）」
の
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
（
Ⅰ
「
国
王
大
権
と
権
利
（D

ie königliche Prärogative und 

königlichen Ehrenrecht

）」、
Ⅱ
「
国
王
顧
問
官
の
理
論
（D

ie Lehre von den königlichen Räthen

）」、
Ⅲ
「
行
政
機
関
と
し

て
の
国
会
（D

as Parlam
ent als Glied des V

erw
altungsorganism

us

）」、
Ⅳ
「
枢
密
院
（D

er Geheim
  Staatsrath , Privy 

Council 

）」
を
講
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、グ
ナ
イ
ス
ト
の
原
著
の
内
、第
一
巻
第
一
分
冊
「
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
歴
史
的
基
礎
」、

同
第
二
分
冊
第
二
章
「
行
政
法
の
機
関
」
第
一
節
「
国
王
と
王
室
顧
問
官
」
Ⅴ
「
枢
密
院
か
ら
新
し
い
内
閣
へ
の
移
行
」、
第
二
節
「
中

央
行
政
官
庁
と
直
接
国
家
官
吏
制
度
」、
同
第
三
節
「
自
治
行
政
の
機
関
及
び
地
方
ボ
ー
ド
」、
同
第
三
章
「
行
政
の
統
制
」（「
公
法
一
般

に
お
け
る
法
的
保
護
及
び
法
的
統
制
」、「
行
政
統
制
の
実
施
」、「
法
的
統
制
の
実
施
」、「
行
政
法
に
お
け
る
議
会
統
制
の
実
施
」
の
四
節
）

及
び
第
二
巻
「
各
論
」（
外
務
、
軍
事
、
海
軍
、
財
務
、
内
務
（
平
和
維
持
）、
地
方
政
府
の
内
務
等
、
商
業
・
舟
運
・
鉄
道
、
司
法
、
国
教
、

大
学
等
、
領
土
等
全
一
一
章
）、
は
、
江
木
の
講
述
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
江
木
「
講
述
」
は
あ
く
ま
で
「
講
述
」
で
あ
っ
て
「
翻
訳
」

で
は
な
い
か
ら
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
記
述
に
よ
り
な
が
ら
、
江
木
が
自
己
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
を

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
行
政
法
講
義
「
汎
論
」
は
、「
講
述
」
を
簡
略
化
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
概
ね
、「
講
述
」
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
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﹇
二
﹈
江
木
『
行
政
法
』
汎
論
の
内
容

　

江
木
『
行
政
法
』
汎
論
の
概
要
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
要
約
部
分
を
グ
ナ
イ
ス
ト
の
原
典
と
対
照
し
た
結

果
、
注
意
を
要
す
る
も
の
は
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
注
記
す
る
こ
と
と
し
た
。 

　

㈠　

行
政
法
の
原
理

①　

行
政
法
ノ
定
義
及
起
源
（
二
二
〜
二
八
頁
）

　
　

英
国
ノ
行
政
法
ハ
法
律
、
達
令
、
習
慣
ノ
三
者
ヨ
リ
成
立
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
法
律
ト
ハ
国
会
ノ
議
決
ヲ
経
テ
発
布
セ
ル
条
規
ヲ
云

ヒ
、
達
令
ト
ハ
国
会
ノ
手
ヲ
経
ス
シ
テ
諸
官
省
ヨ
リ
出
ツ
ル
命
令
ヲ
云
ヒ
、
習
慣
ト
ハ
古
来
ノ
風
習
慣
例
ヲ
云
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
共

ニ
官
民
ノ
遵
奉
ス
ヘ
キ
法
則
タ
リ
。･･･

（
法
律
制
定
の
沿
革
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
概
観･･･

省
略
）
エ
ド
ワ
ル
ト
第
三
世

ノ
時
代
（
在
位
一
三
二
七
〜
一
三
七
七･･･

筆
者
補
）
ニ･･･

貴
族
ト
平
民
ト
ノ
手
ヲ
経
ル
ニ
ア
レ
サ
レ
ハ
法
律
ヲ
発
布
ス
ル

ヲ
得
サ
ル
ノ
原
則
ヲ
生
ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ
。

　

こ
の
部
分
は
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
や
や
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。「
エ
ド
ワ
ル
ド
第
三
世
ノ
朝
ニ
及
テ
英

国
法
上
ニ
所
謂
新
条
例
（Statuta nova

）
ナ
ル
モ
ノ
起
リ
テ
此
時
始
メ
テ
、
君
主
、
貴
族
、
平
民
三
者
ノ
共
同
作
用
ニ
依
リ
タ
ル
君
主

ノ
命
令
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ハ
之
ニ
附
ス
ル
ニ
法
律
タ
ル
ノ
効
力
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
ナ
シ･･･

以
来
凡
ソ
法
律
ハ
国
会
ノ
議
決
ヲ
経
タ
ル
旨
ヲ
記

載
ス
ル
ヲ
以
テ
常
則
ト
ス･･･

法
律
ハ･･･

全
国
家
ノ
意
思
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
最
高
ナ
ル
規
律
ニ
シ
テ
上
下
両
院
ノ
承
諾
ナ
ク
シ
テ
之
ヲ
変

更
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
レ
ル
ナ
リ
」（
一
一
頁
以
下
）。 

　

な
お
、江
木
は
汎
論
に
お
い
て
「
英
国
ニ
於
テ
ハ
「
法
律
」
ヲ
「
ス
タ
チ
ュ
ー
ト
」Statute 

又
ハ
「
ア
ク
ト
」A

ct

ト
云
ヒ
、達
令
ヲ
「
ヲ
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ル
ジ
ナ
ン
ス
」O

rdinance

ト
云
ヒ
、
習
慣
を
「「
コ
モ
ン
ロ
ー
」
ト
云
フ
」、「
右
三
者
ノ
法
律
ヲ
総
称
シ
テ
「
ロ
ー
」
ト
云
フ
」、
法
律

を
仏
で
は
「
ロ（
マ
マ
）

ハ
ー
」Loi

、
独
で
は
「
ゲ
セ
ッ
ツ
」Gesetz

、
達
令
を
仏
で
は
「
オ
ル
ト
ナ
ン
ス
」O

rdonnance

、
独
で
は
「
フ
ヘ
ル

オ
ル
ド
フ
ン
グ
」V

erordnung

と
し
て
い
る
（
各
国
語
は
筆
者
）。
こ
の
部
分
は
、
原
文
に
は
な
く
、
江
木
が
独
自
で
付
け
加
え
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
注
（
一
〇
頁
）
と
対
照
す
る
と
、Statute

を
「
条
例
」
と
訳
し
て
い
る
。

②　

行
政
法
律
ト
達
令
ト
ノ
干
係
ヲ
論
ス
（
二
八
〜
四
二
頁･･･

以
下
原
文
を
便
宜
前
後
入
れ
替
え
て
引
用
）  

　
　

行
政
法
律
（
行
政
事
項
に
関
す
る
法
律･･･

筆
者
補
）
ト
達
令
ト
ハ
如
何
ナ
ル
点
ニ
於
テ
区
別
ア
ル
カ
ト
云
フ
ニ
、
達
令
ハ
単
ニ

行
政
法
律
ヲ
以
テ
規
定
セ
サ
ル
事
柄
ニ
付
キ
テ
定
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、･･･

法
律
ト
抵
触
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
効
力
タ
ル
ヤ
更
ニ

行
政
法
律
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
故
ニ
達
令
ニ
於
テ
モ
諸
官
省
ノ
遵
奉
ス
ヘ
キ
法
則
タ
ル
ニ
相
違
ナ
シ
。
左
ス
レ
ハ
効
力
ノ
点
ニ

於
テ
ハ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
キ
モ
、
廃
停
変
更
ノ
場
合
ニ
至
テ
ハ
二
者
相
異
ナ
ル
所
ア
リ
。
即
チ
達
令
ハ
達
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
廃
停
変
更

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
ク
、
又
其
達
令
ヲ
発
シ
得
ル
ノ
権
力
ア
ル
官
省
ハ
之
ヲ
廃
停
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
レ
ト
モ
、
行
政
法
律
ハ
達
令

ヲ
以
テ
之
ヲ
廃
停
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
唯
行
政
法
律
ノ
ミ
之
ヲ
能
ク
ス
ル
ナ
リ
。

　
　

英
国
行
政
法
ノ
最
モ
著
シ
キ
性
質
ハ
行
政
法
中
達
令
ヲ
以
テ
規
定
ス
ル
モ
ノ
甚
タ
少
ク
シ
テ
、
法
律
ヲ
以
テ
セ
ル
モ
ノ
甚
タ
多
キ

一
事
ナ
リ
。

　
　

英
国
ハ
既
ニ
第
十
四
世
紀
ノ
昔
日
ニ
於
テ
其
社
会
上
ノ
発
達
ニ
促
サ
レ･･･

已
ニ
営
業
及
ヒ
収
税
ニ
関
ス
ル
数
多
ノ
条
例
、労
役
、

警
察
ニ
関
ス
ル
広
大
ノ
法
律
、
乞
食
無
宿
者
ニ
関
ス
ル
一
般
ノ
刑
律
及
ヒ
宿
屋
取
締
、
衛
生
警
察
等
ニ
関
ス
ル
条
例
等
ア
リ
テ
皆

法
律
ノ
性
質
ヲ
帯
ヒ
タ
リ
。･･･

第
十
八
世
紀
ニ
於
テ
ハ
時
勢
ノ
変
移
ニ
応
シ
テ
大
ニ
行
政
法
律
ヲ
布
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至

レ
リ
。
但
シ
時
勢
ノ
変
遷
ニ
応
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
シ
モ
行
政
ノ
法
律
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
カ
如
シ
ト
雖
ト
モ
、
是
レ
英
国
行
政
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法
ノ
原
則
ニ
依
リ
、
一
タ
ヒ
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
事
ハ
毫
末
ノ
変
更
廃
停
モ
亦
タ
法
律
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
由
レ

リ
。
而
シ
テ
更
ニ
第
十
九
世
紀･･･

ニ
及
ヒ
テ
ハ
社
会
上
及
ヒ
行
政
上
ノ
変
遷
益
々
甚
シ
キ
ヲ
加
ヘ
、
従
テ
之
ヲ
規
定
ス
ヘ
キ

法
律
ヲ
増
加
シ･･･

今
上
ビ
ク
ト
リ
ヤ
女
王
ノ
発
シ
タ
ル
法
律
条
例
ハ
盡
ク
前
代
諸
王
ノ
発
シ
タ
ル
法
律
条
例
ノ
総
数
ヨ
リ
多

シ
ト
云
ヘ
ル
諺
ニ
背
カ
サ
ル
ナ
リ
。

　
　

然
ラ
ハ
条（

マ
マ
）例（

達
令
の
誤
り
か
。『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
一
八
頁
で
は
当
該
箇
所
は
「
達
令
」
と
さ
れ
て
い
る
。）
ヲ
以
テ
規

定
ス
ル
所
ノ
余
地
ナ
キ
カ
ト
云
フ
ニ
決
シ
テ
然
ラ
ス
。
凡
ソ
世
上
ノ
事
ハ
千
種
万
類
ナ
ル
ヲ
以
テ
独
リ
法
律
ノ
之
ヲ
網
羅
シ
尽
サ

ン
ト
ス
ル
モ
到
底
為
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
業
ニ
シ
テ･･･

条（
達
令
）例ヲ

以
テ
定
ム
ル
場
合
ヲ
左
ノ
三
個
ト
ス

　
　
　

第
一　

執
行
細
則　

法
律
ヲ
以
テ
行
政
上
ノ
基
本
大
則
ヲ
規
定
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
之
ヲ
執
行
ス
ル
ニ
必
要
ナ
ル
細
則
ア
ル
ニ

ア
ラ
サ
レ
ハ
能
ク
法
律
ヲ
実
際
ニ
運
用
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヘ
シ
。･･･

独
逸
ニ
テ
ハ
既
ニ
第
十
八
世
紀
ニ
於
テ
此
必
要
ヲ

覚
ト
リ
、
行
政
諸
官
省
ニ
委
ヌ
ル
ニ
達
令
発
布
ノ
権
ヲ
以
テ
シ
タ
レ
ト
モ
英
国
ニ
於
テ
第
十
九
世
紀
即
チ
現
世
紀
ニ
及
ン
テ
始
メ

テ
独
逸
ト
同
一
ノ
必
要
ヲ
感
シ
ル
ニ
至
レ
リ
。　
　

　
　
　

第
二　

外
交
上
ニ
関
ス
ル
達
令　

外
交
事
務
殖
民
地
事
務
等
ハ
政
党
内
閣
ノ
主
義
ニ
従
ヒ
自
由
ノ
活
動
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
余
地
ヲ

存
シ
達
令
ヲ
以
テ
規
定
ス
ル
モ
ノ
甚
タ
多
シ
。

　
　
　

第
三　

地
方
事
務
ニ
関
ス
ル
達
令　

現
ニ
市
邑
ノ
安
寧
幸
福
ニ
関
ス
ル
制
度
ハ
其
地
方
ノ
状
況
相
異
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
ニ
法
律

ヲ
以
テ
規
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。

　
　

･･･

而
シ
テ
達
令
ニ
三
個
ノ
種
類
ア
リ
。

　
　
　

第
一
種　

独
立
ノ
達
令　

此
達
令
ハ
憲
法
上
行
政
ノ
範
囲
ニ
属
ス
ル
事
項
ニ
シ
テ
未
タ
行
政
法
律
ノ
規
定
セ
サ
ル
事
項
ニ
関



江木衷『行政法』―英吉利法律講義録を読む（中西）

55

ス
ル
一
ノ
行
政
達
令
ヲ
云
フ
。･･･

独
立
ノ
達
令
ト
ハ
行
政
官
衙
カ
自
己
ノ
独
立
ヲ
以
テ
達
ス
ル
行
政
令
ヲ
云
フ
。
然
ル
ニ
第

十
八
世
紀
ニ
於
テ
ハ
、
此
独
立
ノ
達
令
ヲ
以
テ
規
定
ス
ヘ
キ
条
項
ノ
範
囲
極
メ
テ
狭
小
ナ
リ
シ
モ
、
外
交
事
務
殖
民
事
務
及
ヒ
官

衙
ノ
組
織
法
ニ
関
シ
テ
ハ
重
要
ナ
ル
枢
密
院
令
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
独
立
ノ
達
令
タ
ル
性
質
ヲ
備
ヘ
タ
リ
。
此
院
令
ハ
法
律
上
ニ

於
テ
ハ
枢
密
院
ノ
評
議
ヲ
経
テ
発
ス
ヘ
キ
告
示
又
ハ
命
令
ニ
シ
テ
官
報
即
チ
「
ロ
ン
ド
ン
ガ
ゼ
ッ
ト
」
新
聞
ニ
搭
載
ス
ル
ヲ
以
テ

其
ノ
公
布
式
ト
ス
。･･･

外
交
事
務
ノ
行
政
ニ
関
ス
ル
枢
密
院
令
ハ
宣
戦
講
和
ノ
告
示
、
戦
時
捕
獲
船
ノ
禁
令
、
検
疫
所
開
閉
ノ

公
示
及
ヒ
条
例
執
行
ニ
関
ス
ル
方
法
細
則
ト
ス
。
殖
民
地
事
務
ニ
関
シ
テ
ハ
枢
密
院
ハ
、
特
ニ
法
律
ヲ
以
テ
許
容
シ
タ
ル
立
法
議

会
ノ
設
ケ
ナ
キ
殖
民
地
ニ
対
シ
テ
法
律
及
ヒ
達
令
ヲ
発
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
シ
且
ツ
適
法
ナ
ル
立
法
議
会
ヲ
設
ケ
タ
ル
殖
民
地
ト
雖

ト
モ
其
ノ
議
会
ノ
発
シ
タ
ル
法
律
ハ
院
令
ヲ
以
テ
之
レ
カ
改
正
破
毀
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
。･･･

内
治
事
務
ノ
行
政
ニ
関
シ
テ
ハ
枢

密
院
令
ハ
甚
タ
自
由
ノ
活
動
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
。
如
何
ト
ナ
レ
ハ
已
ニ
法
律
条
例
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
事
項
極
メ
テ
数
多
ナ
ル
ノ

ミ
ナ
ラ
ス
院
令
ヲ
以
テ
新
ニ
罪
名
ヲ
設
ケ
又
ハ
刑
罰
罰
金
ヲ
科
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ヲ
以
テ
英
国
行
政
法
ノ
原
則
ト
ナ
レ
ハ
ナ

リ
。

　
　
　

第
二
種　

執
行
規
則　

行
政
法
律
ヲ
以
テ
一
般
ニ
規
定
シ
タ
ル
大
綱
基
本
ヲ
執
行
ス
ル
細
則
ヲ
云
フ･･･

司
法
省
又
ハ
内
務
省

ト
云
フ
カ
如
キ
其
一
省
管
轄
内
ニ
属
ス
ル
事
項
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ハ
該
省
大
臣
ノ
副
書
シ
タ
ル
勅
令
ヲ
以
テ
シ
、･･･

一
般
各
省
ニ

関
ス
ル
事
務
ハ
総
理
大
臣
ノ
副
書
シ
タ
ル
勅
令
ヲ
以
テ
ス
。

　
　
　

第
三
種　

法
律
ノ
許
可
ニ
依
リ
発
布
ス
ル
達
令

）
45
（

　

法
律
条
例
自
身
中
ニ
於
テ
其
法
律
ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
特
ニ
官
署
達
令
ヲ
以

テ
之
ヲ
規
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
シ
、
又
命
シ
タ
ル
所
ノ
行
政
令
ニ
シ
テ
、
法
律
条
例
中
此
事
ヲ
記
載
ス
ル
条
項
ヲ
称
シ
テ
許（

與
）権

節
目

ト
云
フ
。（
原
語
「
エ
ン
パ
ウ
ハ
イ
リ
ン
グ
ク
ロ
ー
ス
」em

pow
ering clauses

）･･･

内
治
事
務
ニ
関
シ
テ
ハ
其
細
則
ニ
至
ル
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マ
テ･･･

甚
タ
数
多
ナ
ル
ニ
関
ハ
ラ
ス
、
近
世
ニ
於
テ
ハ
大
ニ
此
種
ノ
達
令
ヲ
以
テ
定
ム
ヘ
キ
事
項
ノ
範
囲
ヲ
拡
張
シ･･･

現

今
ニ
至
テ
ハ
議
院
ハ
条
例
ニ
由
リ
君
主
ニ
委
ス
ル
ニ
枢
密
院
令
ヲ
発
シ
テ
規
則
ヲ
設
ケ
、
又
ハ
各
省
大
臣
若
ク
ハ
中
央
官
衙
ヲ
シ

テ
此
種
ノ
達
令
ヲ
発
セ
シ
ム
ル
ノ
権
ヲ
以
テ
セ
リ･･･

斯
ク
ノ
如
キ
達
令
ノ
驚
ク
ヘ
キ
迅
速
ナ
ル
範
囲
ノ
拡
張
ニ
依
リ
万
般
ノ

達
令
ハ
尽
ク
君
主
ノ
主
裁
セ
ル
枢
密
院
ノ
機
関
ヲ
経
由
シ
テ
之
ヲ
発
布
ス
ル
コ
ト
甚
タ
難
キ
ニ
至
レ
ル
ヲ
以
テ
、
君
主
ノ
発
ス
ル

達
令
ノ
外
又
省
令
ナ
ル
一
種
ノ
達
令
ヲ
生
シ
タ
リ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
枢
密
院
令
ハ
公
共
ノ
利
害
就
中
財
産
ノ
自
由
及
ヒ
交
通
ノ
自

由
ニ
多
少
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ヘ
キ
ト
キ
ハ
諸
大
臣
ノ
協
議
ヲ
経
テ
発
ス
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
ヲ
以
テ
通
則
ト
ス
。

　
　
　
（
例
外
的
に･･･
筆
者
補
）
君
主
ノ
有
ス
ル
特
赦
権
ノ
如
キ
ハ
法
律
ヲ
変
更
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
恰
モ
之
ヲ
慣
習
法
ニ
基
キ
タ
ル

君
主
ノ
特
権
ナ
ル
カ
如
ク
ニ
見
做
シ
、
又
外
国
ニ
対
シ
テ
開
戦
ヲ
布
告
シ
タ
ル
ノ
秋
ニ
際
シ
テ
ハ
君
主
ハ
実
際
局
外
中
立
国
及
其

他
ノ
諸
邦
ニ
対
シ
テ
現
行
ノ
商
業
条
例
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
、
之
ヲ
君
主
ノ
特
有
ナ
ル
宣
戦
講
和
ノ
権
ヨ
リ
自
カ
ラ
発
生
シ

タ
ル
モ
ノ
ト
論
結
セ
リ
。
然
レ
ト
モ
茲
ニ
注
意
ス
ヘ
キ
ハ
、
英
国
憲
法
ノ
原
則
ヨ
リ
推
究
ス
ル
ト
キ
ハ
凶
年
飢
饉
ノ
如
キ
危
急
ナ

ル
時
期
ニ
際
ス
ル
モ
、
現
行
法
ナ
ル
自
由
輸
出
ノ
条
例
執
行
ヲ
停
止
シ
テ
食
料
品
ノ
輸
出
ヲ
禁
ス
ル
カ
如
キ
君
主
ノ
権
力
ア
ル
ヘ

キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
英
国
ニ
於
テ
ハ
止
ヲ
得
ス
其
処
分
ヲ
大
臣
ニ
放
任
シ
大
臣
ハ
自
己
一
身
ノ
責
任
ニ
由
リ
危
険
ヲ
侵
シ
テ

断
然
現
行
法
律
条
例
ヲ
停
止
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
尤
モ
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
大
臣
ハ
越
権
ノ
処
分
ヲ
以
テ
猥
リ
ニ
法
律
条
例
ヲ
停
止

シ
タ
ル
ノ
罪
ア
ル
ハ
勿
論
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
、
議
院
ハ
後
ニ
至
リ
テ
赦
免
条
例
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
発
シ
ソ
ノ
罪
ヲ
赦
免
ス
ル
ヲ
以
テ
通
則

ト
ス
。　

③　

省
令
、
州
令
及
ヒ
市
邑
令
（
四
二
頁
以
下
）

　
　
　

凡
ソ
達
令
ヲ
発
ス
ル
ノ
権
ハ
施
政
権
ト
同
シ
ク
之
ヲ
国
家
ノ
高
等
下
等
ノ
諸
機
関
ニ
分
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。
而
シ
テ
其
分
任
セ
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ラ
レ
タ
ル
機
関
ノ
数
多
ナ
ル
ニ
従
ヒ
達
令
ヲ
発
ス
ル
場
合
ヲ
増
加
セ
リ

　
　

･･･

今
マ
君
主
ノ
委
任
ニ
基
キ
発
シ
得
ヘ
キ
達
令
ヲ
分
類
ス
ル
ト
キ
ハ
左
ノ
三
種
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
得）

46
（

第
一　

省
令
（D

epartm
entsordnung･･･

筆
者
補
、以
下
同
）
即
チ
各
大
臣
ノ
発
ス
ル
所
ノ
中
央
官
衙
達
令
ニ
シ
テ
之
ヲ
総
則
命
令
、

　

達
令
手
続
等
ト
称
ス
。

第
二　

州
令
（Bezirksverordnung

）
即
チ
細
則　

治
安
判
事
庁
又
ハ
州
内
軍
務
副
官
庁
ノ
総
令
、
特
令
等
ト
称
ス
ル
達
令
ヲ
云
フ

第
三　

市
邑
令
（Localverordnungsrecht

）
即
チ
市
邑
又
ハ
其
他
ノ
団
結
ヨ
リ
発
ス
ル
細
則

以
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
部
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
部
分
の
み
を
要
約
し
て
お
く
。

　
　
　

省
令  

今
日
ニ
至
リ
テ
ハ･･･

苟
モ
多
少
重
要
ナ
ル
行
政
ノ
新
法
律
条
例
ナ
ラ
ン
ニ
ハ
其
条
中
ニ
與
権
節
目
ヲ
包
含
セ
サ
ル
モ

ノ
殆
ン
ト
之
レ
ナ
キ
ニ
至
リ
シ
ヨ
リ
、
中
央
官
衙
ハ
毎
ニ
達
令
ヲ
以
テ
其
執
行
ノ
方
法
細
目
ヲ
定
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
必
要
ヲ

発
生
シ･･･

省
令
ヲ
発
ス
ル
ヘ
キ
機
会
ヲ
増
加
セ
リ
。
法
律
条
例
中
ニ
與
権
節
目
ヲ
置
キ
中
央
諸
官
衙
ニ
発
令
権
ヲ
附
與
ス
ル

ニ
ハ
大
概
左
ノ
数
原
則
ニ
従
フ
。

　
　
　

国
交
際
ニ
関
シ
又
ハ
直
接
ニ
人
民
ノ
財
産
若
ク
ハ
人
身
ノ
自
由
ニ
干
渉
シ
又
ハ
国
家
行
政
組
織
ノ
大
本
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
枢

密
院
令
、
若
ク
ハ
諸
大
臣
ノ
協
議
ヲ
経
タ
ル
勅
令
即
チ
君
主
ノ
達
令
ヲ
以
テ
規
定
セ
シ
ム）
47
（

。

　
　
　

財
務
政
行
政
上
ノ
達
令
ハ･･･

行
政
全
体
ニ
交
渉
ス
ル
ヲ
以
テ
、
財
務
院
ノ
有
シ
タ･･･

発
令
権
ハ
甚
タ
重
大
ナ
リ
（
以
下

省
略

）
48
（

）

　
　
　

貧
民
救
済
ニ
関
ス
ル
事
務
ハ
済
貧
局
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
其
ノ
行
政
ヲ
掌
リ
、
其
ノ
局
長
ハ
第
二
位
ノ
行
政
長
官
ヲ
以
テ
コ
レ
ニ

充
テ
タ
リ
シ
カ
、
近
世
ニ
至
リ
テ
大
ニ
其
ノ
権
限
ヲ
拡
張
シ･･･

数
多
ナ
ル
行
政
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
メ･･･

其
ノ
局
ヲ
地
方
政
務
局
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（Loacal Goverm
ent･･･

筆
者
補
）
ト
改
称
シ
テ･･･

一
省
ヲ
創
立
セ
リ
。
而
シ
テ
、
此
ノ･･･

条
例
ヲ
以
テ
新
設
シ
タ
ル
新

官
局
（Parliam

entary Boads･･･

筆
者
補
）
ニ
ハ
諸
省
ノ
大
臣
ヲ
以
テ
其
ノ
局
員
ニ
充
テ･･･

局
員
タ
ル
諸
大
臣
ハ･･･

常

務
ヲ
執
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
雖･･･

局
務
執
行
上
ニ
於
テ
省
令
ヲ
発
ス
（
ル
ト
キ･･･

筆
者
補
）･･･

一
般
施
政
ノ
大
主
義
ト
一
致
協

合
シ
テ
彼
此
互
相
ヒ
ニ
抵
触
ス
ル
ノ
患
ナ
カ
ラ
シ
ム

　
　
　

印
度
事
務
ノ
行
政
（
省
略･･･

筆
者
）

　
　
　

司
法
事
務
ノ
行
政
（
省
略･･･

筆
者
）　

　
　
　

要
ス
ル
ニ
各
省
主
管
ノ
事
務
ニ
付
キ
其
ノ
章
程
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
権
ハ
各
省
又
ハ
往
々
第
二
位
ノ
官
署
ニ
委
任
シ
、
其
諸
省
ト
相

牽
連
ス
ル
モ
ノ
ハ
高
等
行
政
長
若
ク
ハ
内
閣
諸
大
臣
ノ
多
数
ニ
依
リ
之
ヲ
官
督
整
理
ス
。･･･

此
等
各
省
発
令
ノ
権
利
ハ
国
家
行

政
上
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
苟
モ
之
ヲ
忽
ニ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
国
会
モ･･･

與
権
節
目
ニ
一
条
ノ

追
加
ヲ
為
シ
、
此
等
ノ
省
令
タ
ル
達
令
規
則
ハ
宜
シ
ク
之
ヲ
国
会
ニ
呈
出
シ
テ
上
下
両
院
ノ
認
知
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
タ
ル
旨
ヲ
命
セ

リ
。
故
ニ
斯
カ
ル
追
加
ノ
一
条
ヲ
添
ヘ
タ
ル
與
権
節
目
ハ
近
世
ノ
行
政
法
律
中
数
々
見
ル
処
ナ
リ
ト
ス
。

第
二　

州
令

（
歴
史
的
経
緯
省
略･･･

筆
者
）

　
　
　

此
ノ
数
十
年
来
ノ
法
律
条
例
ハ
中
間
官
庁･･･

ノ
発
ス
ヘ
キ
自
立
ノ
達
令
規
則
ヲ
減
少
シ
テ
大
ニ
其
発
令
権
ヲ
退
縮
セ
シ
メ
タ

リ･･･

（
此
レ
）行
政
上
一
般
ノ
統
一
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ノ
意
ニ
出
ツ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
現
今
ニ
在
テ
ハ
中
間
官
衛
ノ
達
令
規
則（
州
令
）

ハ
必
ス
大
臣
ノ
認
可
ヲ
要
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
各
省
大
臣
ハ
又
タ
之
ヲ
破
毀
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヲ
以
テ
通
則
ト
ス
。

第
三　

市
邑
令　
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（
歴
史
的
経
緯
省
略･･･

筆
者
）

　
　
　

十
九
世
紀
ノ
今
日
ニ
於
テ
ハ
省
令
州
令
若
ク
ハ
市
邑
令
タ
ル
ヲ
問
ハ
ス
共
ニ
一
般
ノ
行
政
法
律
ト
一
致
和
合
シ
加
フ
ル
ニ
行

政
上
及
ヒ
司
法
上
ノ
裁
判
管
督･･･

ニ
依
リ
此
ノ
一
致
和
合
ヲ
堅
固
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
此
等
諸
種
ノ
達
令
規
則
ト
法
律
条
例

ト
互
ニ
相
抵
触
ス
ル
カ
如
キ
ノ
弊
害
ア
ル
ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
シ
。

④　

第
十
九
世
紀
ニ
於
ケ
ル
行
政
法
律
ノ
編
制
類
纂
（
コ
ン
ソ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
）（
五
八
頁
）

　
　
　

英
国
ニ
於
テ
ハ
古
来
ノ
法
律
条
例
累
積
シ
テ
山
ヲ
為
ス
ノ
多
キ
ヲ
致
シ
、
事
ヲ
好
ム
ノ
徒
ハ
官
民
共
ニ
亡
失
シ
タ
ル
陳
腐
ノ
法

律
ヲ
捜
出
シ
行
政
裁
判
ニ
於
テ
其
ノ
適
用
ヲ
請
求
ス
ル
モ
法
官
ハ
常
ニ
之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
ノ
弊
害
ヲ
発
生
セ
リ･･･

英

国
内
一
万
有
余
ノ
治
安
判
事
及
其
他
ノ
名
誉
官
吏
ハ
数
千
ノ
多
キ
ニ
及
ヘ
ル
法
律
条
例
ヲ
適
用
ス
ル
ノ
煩
労
ヲ
取
ラ
サ
ル
ヘ
カ

ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
其
根
拠
ト
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
民
間
ノ
諸
著
書
及
ヒ
熟
練
ナ
ル
下
等
書
記
生
ノ
補
助
ニ
在
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

而
カ
モ
其
ノ
書
籍
タ
ル
一
定
ナ
ル
正
確
ノ
秩
序
ヲ
存
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
僅
カ
ニ
イ
ロ
ハ
順
序
ヲ
以
テ
之
ヲ
編
成
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
過
キ
サ
ル
ナ
リ
。

　
　
　

故
ニ
行
政
法
律
成
典
編
纂
ノ
挙
ノ
如
キ
ハ
英
国
ニ
於
テ
ハ
未
タ
嘗
テ
之
ニ
着
手
セ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
雖
、
近
世
ニ
至
リ
テ･･･

諸

種
ノ
行
政
法
律
ヲ
合
纂
編
成
ス
ル
ノ
傾
向
ヲ
生
シ
古
来
ノ
旧
条
例
ヲ
改
正
合
纂
シ
タ
ル
法
律
条
例
甚
タ
少
ナ
シ
ト
セ
ス
。
而
シ
テ

･･･

各
行
政
事
務
ノ
区
別
ニ
従
ヒ
之
ヲ
類
纂
ス
ル
ヲ
以
テ
最
モ
容
易
ニ
シ
テ
且
ツ
簡
便
ナ
ル
方
法
ナ
リ
ト
ス
。･･･

左
ニ
掲
ケ
タ

ル
十
一
門
ノ
類
別
ヲ･･

）
49
（･

。

以
下
に
お
い
て
は
、
筆
者
の
判
断
に
よ
り
、
主
に
そ
の
分
類
だ
け
を
記
し
て
お
く）

50
（

。

一　

外
交
事
務　
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二　

陸
軍
事
務　

三　

海
軍
事
務

四　

財
政
行
政  

五　

内
務
行
政　
（
甲
）
治
安
維
持
の
旧
主
義
（
官
吏
に
権
限
を
与
え
る
方
式
）
に
よ
る
場
合
（
近
年
地
方
議
会
等
の
集
合
体
に
権
限

を
移
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い
る
）（
一
）
安
寧
警
察
事
務
、（
二
）　

無
宿
者
・
乞
食
取
締
警
察
、外
国
人
取
締
事
務
、（
三
）

出
版
結
社
、（
四
）
営
業
（
一
般
的
な
も
の
は
な
い
）、（
五
）
風
俗
警
察
、（
六
）
衛
生
警
察
、（
七
）
職
工
労
役
者
等
ノ
人
身
ノ

保
護
、（
八
）
道
路
及
ヒ
水
路
取
締
警
察
、（
九
）
獣
猟
及
ヒ
魚
猟
警
察
事
務
、（
一
〇
）
採
鑛
警
察
、（
一
一
）
癲
凶
者
警
察
、（
一
二
）

刑
罰
執
行
上
ノ
事
務
、

　
　
（
乙
）
治
安
維
持
ノ
新
主
義
・
地
方
議
会
ノ
選
定
セ
ル
地
方
評
議
局
（Board

）
及
ヒ
管
督
員　
（Com

m
issioner

、Inspector

）

ヲ
新
設
シ
テ
之
ニ
自
治
行
政
ノ
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
ム
。（
一
）
道
路
行
政
、　
（
二
）
済
貧
事
務
、（
三
）
身
分
登
記
、（
四
）
衛
生
、建
築
、

福
祉
警
察
、（
五
）
市
府
構
成
、（
六
）
ロ
ン
ド
ン
首
府
行
政

七　

商
業
航
海
、
鉄
道
行
政

八　

司
法
事
務  

裁
判
事
務
ハ
全
ク
行
政
ト
独
立
シ
テ
慣
習
法
及
ヒ
憲
法
ニ
於
テ
規
定
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
。
然
レ
ト
モ
司
法
行
政
ト
裁

判
事
務
ト
ハ･･･

互
ニ
相
俟
チ
二
者
ノ
機
関
能
ク
共
同
ノ
作
用
ヲ
為
ス
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
実
際
司
法
事
務
ノ
活
動
ヲ
見
ル
コ
ト
能

ハ
サ
ル
ナ
リ
（
裁
判
所
構
成
法
、
裁
判
手
続
法
、　

特
別
裁
判
所
構
成
法
（
破
産
、
婚
姻
、
海
上
裁
判
）、
検
事
、
代
言
人
、
公
証

人
等

九　

教
会
事
務　
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十　

教
育
事
務

十
一
殖
民
地
事
務　

　

新
条
例･･･

果
タ
シ
テ
如
何
ナ
ル
程
度
迄
旧
条
例
ヲ
変
更
廃
止
シ
タ
ル
カ
実
際
上
頗
ル
困
難
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
更
ニ
新
条
例

ノ
再
三
再
四
ノ
改
正
ア
ル
毎
ニ
此
ノ
困
難
ヲ
甚
フ
ス
ル
ノ
不
便
ア
リ
。
故
ニ
英
国
政
府
ハ
老
練
ナ
ル
校
閲
委
員
ヲ
選
定
シ
テ
、
旧
法
律

条
例
中
如
何
ナ
ル
章
節
条
目
ハ
新
條
令
ニ
於
テ
ハ
直
接
又
ハ
間
接
ニ
廃
止
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
否
カ
ヲ
審
査
セ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
、
一
八
五
六

年
以
来･･･

法
律
条
例
審
査
条
例･･･

ヲ
布
キ
テ
此
ノ
委
員
ヲ
設
ケ
新
条
例
中
其
ノ
付
録
ト
シ
テ
其
ノ
審
査
ノ
結
果
ヲ
表
出
サ
セ

タ
リ･･･

右
ノ
審
査
方
法
ニ
依
リ
汎
博
涯
ナ
キ
法
律
条
例
モ
漸
ク
之
ヲ
蒐
集
シ
テ
官
民
ノ
便
ヲ
増
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
（
制
定

法
年
代
別
目
録
及
索
引die Chronological  T

able and  Index of Statute, 8.A
usgabe 1882 .U

nter der Controle einer 

Reductionscom
m
ission

（Sir Erskine M
ay und 6 rechtskundigen  A

utoritäten

）。

　

㈡　

行
政
の
機
関  

（
八
五
頁
以
下
）

　

江
木
は
「
行
政
ノ
機
関
ハ
分
ツ
テ
三
種
ト
ス
。
第
一
ハ
君
主
及
君
主
補
佐
官
、
第
二
ハ
中
央
官
署
及
国
家
直
轄
ノ
官
署
、
第
三
ハ
自
治

行
政
ノ
機
関
ト
ス
。
而
シ
テ
第
一
及
第
二
種
ノ
機
関
ノ
何
物
タ
ル
カ
ハ
英
国
憲
法
ニ
記
ス
ル
所
ニ
シ
テ
諸
書
ニ
モ
散
見
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ

特
ニ
之
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ヲ
要
セ
サ
ル
ヲ
以
テ
予
ハ
講
述
ノ
順
序
ヲ
失
セ
サ
ル
迄
ニ
之
ヲ
略
述
シ
、
主
ト
シ
テ
第
三
種
ナ
ル
自
治
行
政
ノ
機
関

ヲ
論
述
セ
ム
」
と
し
て
い
る
（
八
五
頁
以
下
）。
し
か
し
現
実
の
講
義
は
、
第
一
種
、
第
二
種
で
終
わ
り
、
第
三
種
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

こ
れ
は
、『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
で
も
同
じ
で
あ
る
。
講
義
が
第
三
種
に
及
ん
で
い
な
い
理
由
は
、
講
義
時
間
の
問
題
と
さ
れ
て
い

る
（
一
五
八
頁
）。
こ
こ
で
は
、
典
型
的
に
立
憲
君
主
制
を
論
じ
て
い
る
部
分
及
び
国
会
の
位
置
づ
け
に
相
当
す
る
部
分
の
み
を
要
約
し

て
お
く
こ
と
と
す
る
。
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①　

第
一
節　

君
主
の
専
権
（
大
権Prärogative

）
及
君
主
の
尊
栄
（
権
利Ehrenrecht

）（
八
六
頁
以
下
）

　
　
　

今
日･･･

君
主
貴
族
及
人
民
三
族
ノ
有
ス
ル
万
種
ノ
政
権
ハ
其
淵
源
ナ
ル
君
権
ヨ
リ
発
生
セ
サ
ル
モ
ノ
モ
（
モ
ノ
ナ
ク
か
）

亦
一
方
ニ
於
テ
ハ

君
権
ハ
国
会
ノ
議
決
ニ
出
テ
タ
根
本
法
律
ニ
基
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。･･･

土
地
所
有
権
ノ
原
理
、
州
務
官
及
治
安
判
事
ノ
地
位
権

限
、
市
府
ノ
独
立
、
自
由
、
議
員
ノ
選
挙
権
、
貴
族
世
襲
権
、
三
族
合
議
権
等
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
、
古
来
ノ
憲
法
裁
判
断
例
ニ

基
キ
解
釈
判
断
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
英
国
法
理

（
ニ
因
レ
ハ
）

ハ
、
沿
革
上
此
等
ノ
政
権
自
由
権
ヲ
以
テ
君
権
ニ
基
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
彼
ノ

共
和
主
義
ノ
理
論
ニ
基
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
又
君
主
ノ
特
権
ハ
凡
テ
国
法
ノ
規
定
ニ
従
ツ
テ
ノ
ミ
存
在
ス
ヘ
キ
モ

ノ
ニ
シ
テ
、
国
法
外
ニ
存
在
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
沿
革
上

ニ
実
際
上
争
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
実
ナ
リ
。
是
レ
今
日
ニ

於
テ
ハ
英
国
君
主
ハ
復
英
国
国
土
ノ
所
有
主
ニ
ア
ラ
ス
ト
ス
ル
ノ
原
則
ニ
基
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ･･･

君
位
承
襲
権
ハ
三
族
ノ
合
議

ニ
出
テ
タ
ル
議
院
ノ
議
決
ニ
基
カ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
セ
リ
。
君
主
ノ
特
権
ハ･･･

君
位
ノ
世
襲
、
人
身
上
ノ
無
責
任
、

施
政
ノ
権
力
及
ヒ
歳
入
ノ
四
類
ト
ナ･･･
ス
ヘ
シ
。

　
　
　
（
第
一
類
）
君
位
ノ
世
襲
ト
ハ･･･

君
位
ニ
対
ス
ル
皇
族
世
襲
権
ヲ
指
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ･･･

一
般
君
位
ノ
相
続
権
モ
亦
国
会
ノ

議
決
ヲ
経
テ
君
主
ハ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。･･･

（
第
二
類
）
君
主
ノ
人
身
上
ノ
無
責
任
ト
ハ
君
主
ハ
刑
法
上
ノ
責
任
ナ
キ

コ
ト
ヲ
指
ス･･･

（
第
三
類
）
君
主
ノ
権
力
ト
ハ
君
主
ノ
施
政
権
ヲ
指
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
之
ヲ
君
主
一
人
ニ
委
任
シ
タ
ル
所
以

ノ
者
ハ
専
ラ
施
政
ノ
統
一
ニ
シ
テ
迅
速
ナ
ル
ト
及
之
ニ
加
フ
ル
ニ
威
力
ヲ
有
セ
シ
メ
ン
カ
為
ナ
リ
。
故
ニ
英
国
ノ
君
主
ハ
単
ニ
英

国
人
民
ノ
仰
ク
ヘ
キ
最
高
ノ
行
政
長
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
又
唯
一
ノ
元
首
ニ
シ
テ
其
他
ノ
行
政
機
関
ハ
皆
君
主
ノ
委
任
権
ニ
由
リ

君
主
ノ
配
下
ニ
属
シ
テ
活
動
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
ス
。･･･

（
第
四
類
）
君
主
ノ
歳
入
ハ
通
常
之
ヲ
君
主
ノ
特
権
中
ニ
包
含

セ
シ
ム
レ
ト
モ
、
本
来
君
主
ノ
特
権
ニ
属
ス
ル
歳
入
ハ
一
般
歳
入
中
ノ
一
部
即
チ
通
常
歳
入
ノ
ミ
ニ
限
リ
テ
、
其
他
ノ
歳
入
即
チ
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非
常
歳
入
ハ
国
会
ノ
議
決
ニ
由
リ
テ
生
シ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
今
日
ニ
於
テ
ハ
国
庫
ノ
歳
入
ハ
主
ト
シ
テ
国
会
ノ
議
決
ヲ
得
タ
ル

法
律
条
例
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
。
但
国
会
ハ
専
ラ
歳
入
ヲ
議
決
ス
ル
迄
ニ
シ
テ
其
配
分
使
用
ニ
至
リ
テ
ハ
、
唯
之
ヲ
監
督
ス
ル
ニ
止

マ
レ
リ
。
尤
国
庫
歳
入
ノ
徴
収
配
当
及
支
出
事
務
ハ
君
主
ノ
配
下
ニ
属
ス
ル
行
政
機
関
ニ
於
テ
之
ヲ
管
掌
ス
。

②　

第
二
節　

君
主
の
補
佐
官
（
王
室
顧
問
官königliche Räthen

）（
一
一
四
頁
以
下
）

　
　
　

第
一　

上
下
両
院
ノ
総
体
ハ
至
高
ナ
ル
君
主
補
佐
官
タ
ル
ハ
英
国
国
会
ノ
起
源
沿
革
上
争
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
原
理
ニ
シ
テ･･･

法

律
ノ
両
院
各
議
員
ニ
許
ス
ニ
言
論
ノ
自
由
拒
捕
ノ
自
由
其
他
人
身
上
ノ
特
権
ヲ
以
テ
ス
ル
者
ハ
蓋
両
院
ノ
至
高
補
佐
官
タ
ル
ノ

故
ニ
出
ツ
ル
ナ
リ･･

）
51
（･

。

③　

第
三
節　

行
政
の
一
機
関
と
し
て
の
国
会
（
一
一
八
頁
以
下
）

　
　
　

今
日
ノ
国
会
政
府
ノ
制
度
（
ハ
）
君
主
ニ
シ
テ
其
専
権
ヲ
濫
用
シ
適
法
ノ
区
域
ヲ
脱
シ
タ
ル
処
分
ハ･･･

之
ヲ
不
法
ノ
者
ト
云

ヒ
以
テ
拒
絶
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ

　
　
　
（
一
六
四
一
年
星
法
院
の
廃
止
に
よ
り･･･
筆
者
補
）
枢
密
院
ノ
権
限
審
判
権
又
ハ
其
達
令
ニ
シ
テ
人
民
ノ
財
産
権
ヲ
侵
シ
若

ク
ハ
刑
罰
ノ
制
限
ヲ
附
ス
ル
者
ハ
盡
ク
之
ヲ
不
法
ト
シ
テ
無
効
タ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
是
ヨ
リ
以
降
枢
密
院
ニ
於
ケ
ル
君
主
主
権
ハ
非

常
ナ
ル
無
限
ノ
専
権
ヲ
有
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
。

　
　
　

国
会
ノ
承
諾
ヲ
得
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
租
税
ヲ
徴
収
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
憲
法
ノ
原
則
ト
ス
ル
カ
故
ニ
、
罰
金
手
数
料

ノ
賦
課
関
税
道
路
税
等
ノ
徴
収
ハ
必
ス
国
会
ノ
議
会
ヲ
経
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。

　
　
　

権
利
条
款
（
権
利
章
典･･･

筆
者
補
）
ノ
法
律
ニ
依
リ
テ
君
主
ハ
国
会
ノ
議
決
ヲ
経
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
法
律
条
例
ヲ
廃
停
ス
ル

ヲ
得
ス
。
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法
律
ノ
制
度
廃
止
ハ
共
ニ
同
一
ノ
権
力
ニ
依
ル
ヘ
キ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
国
会
ノ
議
決
ヲ
経
タ
ル
法
律
ハ
復
国
会
ノ
議
決

ヲ
経
タ
ル
法
律
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
廃
止
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。

　
　
　

下
院
ハ･･･

国
家
行
政
上
一
般
ノ
監
督
ヲ
行
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
時
々
ノ
事
務
ニ
応
シ
テ
変
移
ス
ヘ
キ
行
政
処
分
ニ
シ
テ
昔
日
ハ
君

主
ノ
行
政
権
内
ニ
属
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
、
今
日
ハ
国
会
ノ
議
決
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
少
カ
ラ
ス
。
而
シ
テ
国
会
ニ
シ
テ
斯
ル
行
政
処

分
ヲ
行
フ
ニ
ハ
時
及
場
所
ニ
依
リ
或
ハ
法
律
ノ
形
式
ヲ
以
テ
シ
或
ハ
決
定
決
議
ノ
形
式
ニ
依
ル
モ
ノ
ア
リ
。

　
　
　

･･･

行
政
上
ノ
処
分
ヲ
為
ス
カ
為
ニ
国
会
ノ
発
布
ス
ル
法
則
ヲ
名
ケ
テ
私
条
例
ト
（
云
フ
）。
英
国
ニ
於
テ
ハ
法
律
条
例
ヲ
大

別
シ
テ
二
種
ト
ナ
シ
、
一
ヲ
公
条
例
ト
称
シ
全
国
ニ
通
用
ス
ヘ
キ
一
般
ノ
法
律
ヲ
指
シ
、
一
ヲ
私
条
例
（
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
ア
ク
ト
）

ト
称
シ
一
個
人
若
ク
ハ
一
地
方
ノ
ミ
ニ
通
用
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
地
方
条
例
ト
謂
ヒ
、
特
種
ノ
人
ノ
ミ
ニ
適
用
ス
ヘ
キ
者
ヲ
一
身
的
条

例
（
ペ
ル
ソ
ナ
ル
ア
ク
ト
）
ト
謂
フ
。･･･

（
私
条
例
ハ
）
多
衆
合
同
ノ
議
会
ニ
於
テ
処
理
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ

国
会
ハ･･･

有
給
専
任
官
吏
ヲ
任
命
シ
テ
此
等
ノ
事
務
ヲ
掌
ラ
シ
ム
。

　
　
　

･･･

上
院
ハ
専
ラ
離
婚
、
帰
化
、
不
動
産
売
買
等
ニ
関
ス
ル
議
按
ヲ
発
シ
、
下
院
ハ
金
銭
上
ノ
点
ヨ
リ
シ
テ
専
ラ
地
方
改
良
、

市
街
修
築
、
夜
間
ノ
警
備
巡
察
、
道
路
ノ
葺
石
又
ハ
出
費
ヲ
要
ス
ル
市
邑
警
察
制
度
ノ
創
設
、
道
路
、
橋
梁
、
鉄
道
、
運
河
ノ
開

設
等
ニ
関
ス
ル
議
按
ノ
発
議
権
ヲ
有
ス
。

　
　
　

然
レ
ト
モ
右
ノ
手
続
ハ
近
世
ノ
社
会
ニ
於
テ
ハ･･･
煩
労
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
ノ
多
キ
カ
故
ニ
、･･･

鉄
道
敷
設
ニ
関
ス
ル
許
可

･･･

等
ノ
成
規
ニ
関
ス
ル
事
務
ノ
許
可
等
ニ
就
テ
ハ
暫
時
ノ
仮
達
令
ヲ
以
テ
先
ツ
之
ヲ
処
理
シ
、
而
シ
テ
後
国
会
ノ
追
認
ヲ
経
ヘ

キ
モ
ノ
ト
定
メ
タ
リ

④　

第
四
節　

枢
密
院
の
権
限･

組
織
（･･･

省
略
）
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﹇
三
﹈
江
木
と
同
時
代
の
二
人
の
著
作

　

上
記
の
よ
う
に
、
江
木
は
グ
ナ
イ
ス
ト
原
著
の
第
一
巻
第
二
分
冊
第
一
章
「
行
政
法
の
諸
規
範
」
及
び
第
二
章
「
行
政
法
の
機
関
」
第

一
節
「
国
王
と
王
室
顧
問
官
（K

öniglichen Räthe

）」
の
Ⅰ
か
ら
Ⅳ
ま
で
の
「
講
述
」
を
、ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
内
容
で
、「
行
政
法
汎
論
」

と
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
会
制
度
の
発
達
と
こ
れ
に
よ
る
「
法
律
の
優
位
」
を
示
す
に
十
分
な
内
容
で
あ
り
、

明
治
憲
法
制
定
前
の
段
階
で
、
こ
の
よ
う
な
内
容
が
「
講
義
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
江
木

が
講
述
し
た
「
行
政
法
の
諸
規
範
」
の
部
分
は
、
後
に
ふ
れ
る
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の｢

政
治
学
」
や
「
行
政
学
講
義
」
に
も
纏
ま
っ
た
形
で
は

見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
行
政
活
動
を
法
規
範
と
の
関
係
」
で
考
察
す
る
に
は
、
重
要
な
視
点
を
学
生
に
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
他
面
、
江
木
の
「
講
述
」
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
汎
論
」
が
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
全

部
を
伝
え
る
に
十
分
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
問
題
は
基
礎
的
な
問
題
と
し
て
存
在
す
る
。
次
に
江
木
と
同
時
代
の
英
国
制
度
紹
介
の
二
つ

の
事
例
を
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈠　

江
木
と
ラ
ー
ト
ゲ
ン
に
よ
る
英
国
制
度
の
紹
介  

　

江
木
の「
行
政
法
」講
義
に
先
立
つ
明
治
一
五
年
か
ら
東
京
大
学
文
学
部
第
二
学
科（
政
治
学
及
理
財
学
）に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
カ
ー

ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
政
治
学
の
講
義
は
「
主
ト
シ
テ
独
逸
及
英
国
ノ
両
憲
法
ヲ
材
料
ト
シ･･･

立
憲
君
主
制
ノ
国
家
、
憲
法
及
行
政
ノ
原

理
ヲ
説
明
シ
タ
者
」
で
あ
り）

52
（

、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
自
身
、「
政
治
学
ノ
範
囲
タ
ル
實
ニ
広
漠
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ･･･

先
ス
公
法
ノ
原
理
定
則

ヲ
審
ラ
カ
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
緊
要
ト
ス
。
故
ニ
方
今
欧
土
ニ
領
袖
タ
ル
諸
邦
即
チ
普
国
（
日
耳
曼
）
英
国
及
ヒ
仏
蘭
西
洋
諸
国
ノ
国
体
組
織

ヲ
明
ラ
カ
ニ
セ
ン
カ
為
メ

）
53
（

」、
と
し
て
、
政
治
学
の
中
で
英
国
の
事
例
を
取
り
扱
か
っ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
『
政
治
学
』
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の
目
次
か
ら
す
る
と
、「
上
巻
」
で
は
「
英
国
立
憲
君
主
制
」（
一
三
七
頁
以
下
）、「
中
巻
」
で
は
「
英
国
中
央
政
府
」（
一
七
五
頁
以
下
）、

「
英
国
地
方
制
度
」（
二
五
〇
頁
以
下
）、「
英
国
行
政
裁
判
制
」（
四
七
三
頁
以
下
）、「
下
巻
」「
英
国
貧
民
救
助
制
度
」（
六
九
頁
以
下
）、

「
英
国
初
等
教
育
制
度
」（
一
七
〇
頁
以
下
）、「
英
国
大
学
制
度
」（
二
〇
二
頁
以
下
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
、
江
木
よ
り
「
広

範
囲
」
に
英
国
法
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
ま
た
、ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
「
政
治
学
」
と
並
ん
で
「
行
政
学
」
も
講
義
し
て
い
た
が
、

独
逸
学
協
会
で
行
っ
た
「
行
政
学
講
義
録
」（
明
治
一
八
年

）
54
（

）
の
中
で
も
「
第
一
ニ
行
政
ノ
原
論
ヲ
略
説
シ
、
第
二
に
独
（
孛
）
英
仏
三

国
ノ
行
政
ノ
異
同
ヲ
講
明
シ
、第
三
ニ
行
政
ニ
属
ス
ル
各
事
項
ヲ
説
悉
ス
ヘ
シ
」
と
し
、「
三
国
ノ
行
政
ノ
異
同
ヲ
講
明
」
す
る
た
め
に
「
英

国
ノ
地
方
政
治
」（
二
七
六
頁
以
下
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

英
国
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
は
、「
政
治
学
」に
お
け
る
説
明
よ
り
も「
行
政
学
講
義
」の
方
が
よ
り
詳
し
い
。こ
の
意
味
で
は
、江
木
の「
行

政
法
汎
論
」
が
時
間
切
れ
で
、「
英
国
自
治
論
」
に
及
ば
な
く
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
問
題
で
な
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

ラ
ー
ト
ゲ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
を
重
要
な
比
較
の
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
は
上
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
、
こ
の
こ
と
が
ラ
ー
ト
ゲ

ン
が
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
を
考
え
る
場

合
に
重
要
な
要
素
と
な
る
と
一
般
的
に
云
わ
れ
て
い
る
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
、「
行
政
学
講
義
」
で
「
グ
ナ
イ
ス

ト
氏･･･

ノ
説
ニ
依
レ
ハ
、･･･

自
治
ハ
官
治
ノ
反
対
ニ
ア
ラ
ス
却
テ
其
ノ
一
種
ナ
リ
。
各
地
方
ノ
互
ニ
法
度
ヲ
異
ニ
シ
独
立
ス
ル
モ
ノ

ノ
如
キ
ハ
自
治
ニ
ア
ラ
ス
。
総
テ
一
政
府
ノ
統
轄
ニ
帰
ス
ル
ア
ラ
サ
レ
ハ
真
正
ノ
自
治
起
コ
ラ
ス
。
是
ニ
於
テ
自
治
ノ
本
体
如
何
ヲ
推

究
ス
ル
ニ
蓋
、
地
方
組
合
ニ
於
テ
其
ノ
地
方
ノ
資
金
ヲ
以
テ
相
共
同
シ
テ
処
理
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
是
ナ
リ
」「
近
来
マ
イ
エ
ル
、

ス
タ
イ
ン
、
及
ラ
バ
ン
ト
等･･･

之
ヲ
補
ヒ
夫
ノ
特
異
ナ
ル
英
国
ノ
組
織
ヲ
以
テ
必
シ
モ
自
治
ノ
真
况
ト
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
此
ノ
如
ク
ナ
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ラ
サ
ル
モ
尚
自
治
ナ
ル
モ
ノ
之
ア
ル
ヘ
シ
ト
論
シ
」（
一
〇
五
頁
以
下
）
と
し
、
ま
た
「
政
治
学
」
で
は
、「
地
方
制
度
ノ
発
達
完
備
シ
タ

ル
未
タ
英
国
ノ
右
ニ
出
ル
者
ア
ラ
ス
。
地
方
制
度
ノ
紛
糾
錯
雑
ナ
ル
亦
英
国
ノ
下
ニ
在
ル
者
有
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
蓋
シ
英
国
人
民
ハ
元
来
甚

タ
自
治
自
営
ノ
精
神
ニ
富
ミ
、
兼
ネ
テ
不
羈
独
立
ノ
気
象
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
古
来
中
央
政
府
ノ
誘
掖
干
渉
ヲ
待
タ
ス
シ
テ
隣
保
相
団
結

シ
テ
自
ラ
公
私
ノ
生
活
ヲ
経
営
ス
ル
ノ
習
慣
ア
リ
。
是
レ
其
夙
ニ
大
陸
諸
国
ニ
冠
絶
シ
テ
発
達
完
備
ノ
域
ニ
達
シ
タ
ル
。
然
レ
ト
モ
ソ
ノ

気
風
ハ
守
旧
漸
進
ヲ
愛
シ･･･

其
地
方
制
度
モ
亦
自
然
ノ
発
達
ニ
任
セ
テ･･･

是
其
紛
糾
錯
雑
シ
テ
敢
テ
画
一
ノ
秩
序
ア
ラ
サ
ル
所
以
ナ

リ
。
故
ニ
英
国
地
方
自
治
ハ
独
リ
其
精
神
ヲ
取
ル
可
ク
シ
テ
其
形
式
ヲ
取
ル
可
ラ
ス
。
其
運
転
活
用
ノ
妙
ハ
之
ヲ
学
フ
ニ
足
リ
、
其
組
織

制
度
ノ
跡
ハ
敢
テ
学
フ
ニ
足
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
二
五
〇
頁
以
下
）、と
し
、全
体
的
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
制
度
の
優
秀
性
を
説
く
も
の
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る）

55
（

。

　

そ
の
際
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
議
会
主
義
に
全
く
考
慮
を
払
っ
て
い
な
い
、
と
す
る
意

見
も
あ
る）
56
（

。
し
か
し
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
、『
政
治
学
』
上　

の
立
憲
君
主
制
の
中
で
、
相
当
の
分
量
を
割
い
て
「
英
国
立
憲
君
主
制
」
を

概
観
し
（
一
三
七
頁
〜
一
六
五
頁
）、
そ
の
中
で
君
主
と
国
会
の
関
係
、
国
会
と
内
閣
と
の
関
係
、
選
挙
権
の
拡
大
等
の
問
題
を
取
り
上

げ
て
い
る
か
ら
、
英
国
の
議
会
主
義
に
そ
れ
な
り
の
考
慮
を
は
ら
っ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
問
題
は
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
が

次
の
よ
う
に
三
権
分
立
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（『
政
治
学
』
中
、
九
四
頁
以
下
）。

　
「
仏
国
ノ
碩
学
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
」
多
年
英
国
憲
法
ヲ
研
窮
シ
其
行
政
権
ハ
政
府
ニ
在
リ
、
其
立
法
権
ハ
国
会
ニ
在
リ
、
而
シ
テ
其

司
法
権
ハ
裁
判
所
ニ
在
リ
ト
認
定
シ
、
三
権
鼎
立
ハ
元
来
是
レ
国
家
ノ
真
相
ナ
ル
可
キ
ヲ
主
張
セ
シ
ヨ
リ
、
忽
チ
欧
米
ノ
学
術
社
会
ヲ
震

蕩
シ
、
数
十
年
間
国
家
学
上
ノ
定
説
ト
ナ
リ
、
復
タ
之
ヲ
疑
フ
者
無
キ
ニ
至
レ
リ
。
然
ル
ニ
国
家
学
ノ
一
新
ト
共
ニ
漸
ク
三
権
鼎
立
論
ノ

非
ナ
ル
ヲ
発
見
シ
、
立
法
権
ハ
国
会
ニ
在
ラ
ス
シ
テ
国
会
ニ
於
ケ
ル
君
主
ニ
ア
リ
、
行
政
権
ハ
政
府
ニ
在
ラ
ス
シ
テ
政
府
ニ
於
ケ
ル
君
主
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ニ
在
リ
、
司
法
権
ハ
裁
判
所
ニ
在
ラ
ス
シ
テ
裁
判
所
ニ
於
ケ
ル
君
主
ニ
在
リ
。
蓋
シ
国
家
ノ
主
権
ハ
唯
一
不
可
分
ニ
シ
テ
其
本
体
並
ニ
作

用
尽
ク
君
主
ノ
一
身
ニ
ア
リ
ト
雖
モ
唯
之
ヲ
作
用
ス
ル
ニ
當
テ
ハ
政
府
国
会
及
裁
判
所
等
ノ
補
助
機
関
ヲ
通
シ
テ
之
ヲ
執
行
ス
可
キ
ノ
原

則
漸
ク
明
ラ
カ
ニ
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
」

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
江
木
が
グ
ナ
イ
ス
ト
と
共
に
「
今
日･･･

君
主
貴
族
及
人
民
三
族
ノ
有
ス
ル
萬
種
ノ
政
権
ハ
其
淵
源
ナ

ル
君
権
ヨ
リ
発
生
セ
サ
ル
モ
ノ
モ（

マ
マ
）亦

一
方
ニ
於
テ
ハ
君
権
ハ
国
会
ノ
議
決
ニ
出
テ
タ
ル
根
本
法
律
ニ
基
ク
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。･･･

土
地
所

有
権
ノ
原
理
、
州
務
官
及
治
安
判
事
ノ
地
位
権
限
、
市
府
ノ
独
立
、
自
由
、
議
員
ノ
撰
挙
権
、
貴
族
世
襲
権
、
三
族
合
議
権
等
ニ
関
ス
ル

事
項
ハ
、
古
来
ノ
憲
法
裁
判
断
例
ニ
基
キ
解
釈
判
断
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
英
国
法
理
ハ

（
マ
マ
）、

沿
革
上
此
等
ノ
政
権
自
由
権
ヲ
以
テ
君
権
ニ

基
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
彼
ノ
共
和
主
義
ノ
理
論
ニ
基
キ
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。」（『
行
政
法
』
汎
論
八
七
頁
以
下
）
と
す
る
こ

と
と
通
底
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る）

57
（

。

㈡　

江
木
と
高
田
早
苗
に
よ
る
英
国
制
度
の
紹
介 

　

上
記
の
よ
う
に
江
木
は
グ
ナ
イ
ス
ト
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
を
講
義
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
ラ
ー
ト
ゲ
ン
も
基
本
的
に
は
グ
ナ
イ

ス
ト
を
始
め
と
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
の
理
論
に
よ
っ
て
英
国
の
制
度
を
紹
介
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
献
に
よ
っ
て
イ
ギ

リ
ス
行
政
を
講
義
し
よ
う
と
す
る
方
法
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
高
田
早
苗
の
『
英
国
行
政

』
で
あ
る
。
こ
の
印
刷
物
は
、
明
治
一
七
年

に
「
附
印
刷
以
代
謄
写
労
」
も
の
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
出
版
元
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
東
京
専
門
学
校
（
早
稲

田
大
学
の
前
身
）
の
出
版
に
係
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
で
あ
る）

58
（

。

　

上
編　

中
央
政
治
論
：
総
論
、
内
閣
、
大
蔵
省
、
内
務
省
、
外
務
省
、
殖
民
省
、
陸
軍
省
、
印
度
省
、
海
軍
省
、
商
務
省
、
地
方
政
務

局
、
枢
密
院
、
内
爾
局
及
其
他
諸
局
、
英
国
中
央
政
府
の
傾
向
の
一
四
章
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下
編　

地
方
政
治
論
：
総
論
、
地
方
政
治
ノ
全
局
、
パ
リ
ッ
シ
ュ
、
ユ
ニ
オ
ン
、
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
ボ
ロ
ー　

m
unicipal bourough

、

カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
、
衛
生
区
画
、
学
校
区
画
、
道
路
区
画
及
埋
葬
区
画
、
中
央
都
市
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
）、
中
央
の
監
督
の
一
四
章

①　

大
臣
責
任
制
・
内
閣
制

　
　
　

高
田
は
、
上
編
第
一
章
「
総
論
」
で
、「
立
憲
政
体
ノ
邦
土
其
数
多
シ
而
シ
テ
英
国
独
リ
其
美
ヲ
擅
ニ
シ
其
制
度
遠
ク
他
方
ニ

卓
越
ス
ル
所
以
ノ
者
ハ
一
ニ
大
臣
責
任
制
度
秩
然
ト
シ
テ
紊
レ
ス
整
然
ト
シ
テ
乱
レ
サ
ル
ニ
因
ラ
ス
ン
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
一

頁
）
と
し
、こ
れ
を
「
王
者
ノ
権
威
ヲ
損
セ
ス
シ
テ
王
権
ノ
跋
扈
ヲ
防
御
ス
可
キ
微
妙
ノ
方
策
」
と
位
置
づ
け
、次
の
「
三
大
主
義
」

か
ら
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　
　
　

第
一　

君
主
ハ
無
責
任
ナ
リ
。

　
　
　

第
二　

君
主
ノ
特
権
ヲ
実
施
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
大
臣
国
会
ニ
対
シ
テ
其
責
任
ヲ
有
ス
。　

　
　
　

第
三　

君
主
ノ
特
権
ヲ
実
施
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
国
会
、
大
臣
ヲ
詰
責
シ
其
君
主
ニ
捧
ケ
タ
ル
意
見
ノ
得
失
ヲ
査
察
シ
テ
之
ヲ
是

　
　
　
　
　
　

非
ス
ル
ヲ
得
可
シ
。
蓋
、
国
会
ノ
之
ヲ
ナ
ス
ハ
其
国
家
ニ
対
ス
ル
ノ
義
務
ナ
リ
。
斯
三
大
主
義
一
タ
ヒ
定
マ
リ
テ
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　

左
ノ
三
種
ノ
義
務
亦
随
テ
生
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

　
　
　

第
一　

君
主
ハ
国
会
議
員
多
数
ノ
信
用
ヲ
得
タ
ル
者
ヲ
挙
ケ
テ
大
臣
ト
ナ
シ
其
国
会
ノ
信
用
ヲ
喪
ハ
サ
ル
ノ
間
ノ
ミ
之
ニ
政

　
　
　
　
　
　

務
ヲ
委
託
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
。

　
　
　

第
二　

大
臣
ハ
其
政
略
ヲ
国
会
ニ
明
示
シ
其
裁
断
ヲ
請
ヒ
其
観
察
ヲ
受
ケ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
若
政
略
ノ
大
体
ニ
就
キ
国
会
ト
意

　
　
　
　
　
　

見
ヲ
異
ニ
ス
ル
ア
ル
時
ハ
速
ニ
其
職
ヲ
辞
ス
ヘ
キ
義
務
ア
リ
。

　
　
　

第
三　

国
会
ハ
君
主
無
責
任
ノ
大
主
義
ヲ
確
認
シ
大
臣
ノ
責
任
ヲ
強
迫
シ
行
政
事
務
ヲ
妨
碍
セ
ス
以
テ
行
政
政
略
ヲ
観
察
ス
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ル
ノ
義
務
ア
リ
。

　

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
議
院
内
閣
制
の
原
則
を
定
式
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
君
主
と
国
会
の
関
係
に
お
い
て
、
君
主
無
責
任
制
度
を
取
り
つ

つ
大
臣
責
任
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
会
に
よ
る
君
主
権
制
約
の
現
実
的
確
保
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
お
い
て
、

重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
江
木
は
、
上
記
の
よ
う
に
「
君
主
ノ
専
権
（
大
権Prärogative

）
及
君
主
ノ

尊
榮
（
権
利Ehrenrecht

）」
の
中
で
、
立
法
・
行
政
に
お
け
る
国
会
と
君
主
の
一
般
的
な
関
係
及
び
君
主
無
責
任
制
度
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、国
会
と
君
主
の
関
係
で
、大
臣
責
任
制
を
中
核
と
す
る
「
議
院
内
閣
制
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。

　

高
田
は
、
さ
ら
に
内
閣
制
度
そ
の
も
の
に
言
及
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
凡
ソ
旧
内
閣
ノ
大
臣
其
職
ヲ
辞
ス
ル
ニ
当
テ
ハ
君
主
直
ニ
議
院
中
ノ
勢
力
名
望
ア
ル
議
員
ヲ
召
シ
内
閣
組
織
ノ
事
ヲ
委
ネ
ザ
ル
へ
カ

ラ
ス
。
而
シ
テ
之
ヲ
為
ス
ニ
当
リ
テ
ハ･･･
君
主
ハ
下
院
ニ
於
テ
多
数
ヲ
占
ム
ル
所
ノ
党
派
中
最
モ
勢
力
ア
ル
二
三
議
員
ヲ
召
シ
テ
其
中

最
モ
党
員
ノ
推
ス
所
ト
ナ
リ
タ
ル
一
人
ニ
新
政
府
組
織
ノ
事
ヲ
専
任
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
斯
ノ
如
ニ
シ
テ
選
抜
セ
ラ
レ
タ
ル
議
員
ハ
新
政
府

ノ
大
宰
相
タ
ル･･･

位
置
ヲ
占
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
而
シ
テ
君
主
ノ
此
事
ニ
干
渉
ス
ル
権
力
ハ
実
ニ
此
ニ
止
マ
リ
大
宰
相
ハ
其
意
ニ
適
ス
ル
議

員
ト
協
心
同
力
シ
テ
政
府
ヲ
組
織
ス
ル
特
権
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
タ
リ
（
但
シ
君
主
ノ
認
可
ヲ
経
サ
ル
可
ラ
ス
）。･･･

此
ノ
他
ニ
君
主
ヲ
輔

弼
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ･･･

然･･･

法
律
上
ノ
文
言
ニ
拠
レ
ハ
内
閣
員
君
主
ヲ
輔
弼
ス
ル
ハ
内
閣
員
ノ
資
格
ニ
因
ラ
ス
シ
テ
﹇
プ
リ

ビ
ー
カ
ウ
ン
シ
ロ
ル
﹈
即
チ
枢
密
顧
問
官
タ
ル
ノ
資
格
ヲ
以
テ
ス
。
枢
密
院
ハ
往
古
英
国
ノ
大
政
ニ
参
與
シ
タ
リ
ト
雖
モ
今
ハ
全
ク
其
勢

ヲ
異
ニ
シ
僅
ニ
内
閣
員
之
カ
議
官
タ
ル
ノ
名
義
ヲ
帯
ル
ニ
止
マ
レ
ル
ノ
ミ
。
夫
レ
斯
ノ
如
キ
名
實
齟
齬
ノ
事
ト
ア
ル
ハ
英
国
人
民
保
守
ノ

精
神
ヲ
抱
キ
変
更
ヲ
好
マ
サ
ル
ニ
起
コ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
外
邦
未
タ
曾
テ
其
比
ヲ
見
ス･･･

枢
密
院･･･

内
閣
ニ
変
シ
タ
ル･･･

枢
密
院
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･･･

現
時
ニ
至
リ
テ
ハ
僅
カ
ニ
行
政
ノ
一
部
ヲ
占
メ
又
議
員
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
テ
立
法
ニ
與
ル
ノ
ミ･･･

。」

　

イ
ギ
リ
ス
の
枢
密
院
が
そ
の
独
自
の
機
能
を
ほ
と
ん
ど
失
い
、
枢
密
院
が
内
閣
と
ほ
と
ん
ど
一
体
化
し
て
い
た
こ
と
は
ラ
ー
ト
ゲ
ン
も

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が）
59
（

、
江
木
は
、
上
記
の
よ
う
に
グ
ナ
イ
ス
ト
第
二
分
冊
第
二
章
「
行
政
法
の
機
関
」
第
一
節
「
国
王
と
王
室
顧

問
官
」
Ⅴ
「
枢
密
院
か
ら
新
し
い
内
閣
へ
の
移
行
」
の
部
分
や
議
院
内
閣
制
に
関
す
る
部
分
（Ⅰ

.Buch.§
7 D
ie parlam

entarische 

Regierung des Ⅹ
Ⅷ
. Jahrhunderts

、§
7a. T

heorie und Praxis der parlam
ental  Regierung

）
の
部
分
を
講
述
を
し
て
い

な
い
。

②　

中
央
と
地
方
・
地
方
自
治

　

中
央
政
府
と
地
方
自
治
な
い
し
地
方
自
治
そ
の
も
の
の
関
係
に
関
し
て
は
、
江
木
が
元
々
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
こ

こ
で
言
及
す
る
必
要
も
な
い
と
の
観
も
な
い
で
は
な
い
が
、
先
に
ラ
ー
ト
ゲ
ン
に
関
し
て
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
高
田
に
つ
い
て

も
、
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

高
田
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
中
央
政
府
の
傾
向
に
つ
い
て
、
歴
史
的
経
緯
を
略
述
し
た
後
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
英
国
現
行
ノ
状
況
ヲ
観
ル
ニ（
中
央
政
府
の･･･
筆
者
補
）支
配
ノ
度
ハ
往
昔（
自
然
主
義
・
い
わ
ゆ
る
自
由
放
任
主
義
が
盛
ん
で
あ
っ

た
と
き･･･

筆
者
補
）
ニ
優
レ
リ
。
然
レ
ト
モ
中
央
集
権
ノ
度
ハ
大
ニ
減
少
シ
、
彼
ノ
貧
民
救
済
ノ
事
ト
云
イ
衛
生
ノ
事
ト
云
イ
皆
中
央

政
府
ノ
権
力
ヲ
縮
小
シ
テ
地
方
会
議
ノ
権
力
ヲ
伸
張
ス
ル
ノ
方
向
ナ
リ
。
実
ニ
当
今
英
国
政
事
家
ノ
目
的
ハ
地
方
自
治
ノ
方
法
ニ
拠
テ
支

配
ヲ
増
進
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
在
リ

）
60
（

。」

　

そ
こ
で
、
高
田
は
、
地
方
自
治
を
論
じ
る
意
味
に
つ
い
て
、「
余
カ
英
国
ノ
地
方
自
治
ヲ
論
ス
ル
ノ
目
的
タ
ル
政
治
上
ノ
自
由
及
ヒ
地

方
制
度
ノ
関
係
等
ヲ
論
ス
ル
ニ
非
ラ
ス
シ
テ
其
過
去
ノ
沿
革
ト
現
在
ノ
景
状
等
ヲ
述
ヘ
テ
識
者
ノ
参
考
ニ
供
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
在
リ
」（
下
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巻
九
頁
以
下
）
と
し
、
客
観
的
な
立
場
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
英
国
の
制
度
が
「
各
地
方
ノ
便
宜
ニ
依
リ
其
制
度
ヲ
異
ニ
セ
シ
ム

ル
ニ
起
因
ス
ル
者
ニ
シ
テ
現
今
ニ
在
リ
テ
ハ
其
混
雑
云
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
」（
二
五
頁
）
も
の
で
あ
り
、「
英
国
地
方
政
治
ノ
全
局
ニ
就
テ
正

当
ナ
ル
解
釈
ヲ
與
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
極
メ
テ
困
難
ニ
シ
テ
之
ヲ
称
シ
テ
為
シ
得
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
事
ト
為
ス
モ
敢
テ
不
当
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ

ナ
リ
」（
一
九
頁
）
と
い
う
状
態
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
前
提
の
下
で
、
高
田
は
英
国
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

　
「
地
方
政
治
ノ
要
務
ハ
地
方
人
民
飲
食
ノ
供
給
ヲ
得
ノ
途
ヲ
開
キ
道
路
ヲ
修
繕
シ
悪
疫
ヲ
予
防
ス
ル
等
種
々
雑
駁
ナ
ル
事
柄
ヲ
包
含
ス

ル
者
ニ
シ
テ･･･

地
方
政
治
ノ･･･

此
錯
雑
混
合
ナ
ル
事
務
ハ
誰
カ
能
ク
是
ニ
當
ル
ヲ
得
ヘ
キ
カ･･･

英
国
地
方
政
治
ハ
古
来
ヨ
リ
各

地
方
ノ
人
民
若
ク
ハ
其
代
人
ヲ
シ
テ
之
ニ
當
ラ
シ
メ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
所
謂
地
方
自
治
ハ
英
国
固
有
ノ
制
度
ナ
リ
。
而
シ
テ
英
国
ノ
国
憲
ヲ

論
ス
ル
者
皆
ナ
其
美
ナ
ル
所
以
ヲ
賞
賛
シ
テ
止
マ
ス
、
或
ハ
之
ヲ
以
テ
政
治
自
由
ノ
基
礎
ト
ナ
ス
ニ
至
ル･･･

英
国
地
方
自
治
ハ
今
ニ
至

リ
テ
尚
衰
運
ノ
歩
ニ
向
フ
ノ
虞
ア
ラ
ス
、
駸
々
乎
ト
シ
テ
其
範
囲
ヲ
拡
張
ス
ル
ノ
勢
ヒ
ア
リ
」。（
五
頁
）

　
「
英
国
地
方
政
府
ノ
体
面
ハ
中
央
政
府
ト
均
シ
ク
立
憲
代
議
ノ
体
裁
ヲ
具
フ
ル
者
ニ
シ
テ
、
其
発
達
ノ
如
キ
モ
亦
自
然
ノ
者
タ
ル
ニ
他

ナ
ラ
ス
。
蓋
シ
英
人
ハ
制
度
ノ
整
頓
ニ
拘
泥
セ
サ
ル
カ
故
ニ
其
地
方
政
府
組
織
ノ
如
キ
モ
整
然
乱
レ
サ
ル
ノ
面
目
ヲ
具
エ
ス
ト
雖
モ
実

際
ノ
事
務
ニ
於
テ
ハ
渋
滞
ノ
虞
少
シ
（
一
〇
頁
）。
地
方
ニ
対
シ
タ
ル
英
国
人
民
ノ
投
票
権
ハ
国
会
議
員
選
挙
ノ
権
ト
同
シ
ク
（
一
一
頁
）

･･･

地
方
政
治
ハ
中
央
政
治
ト
同
シ
ク
民
代
議
ノ
主
義
ニ
基
ク
」。（
一
三
頁
）

　

高
田
は
、
こ
れ
に
続
い
て
英
国
地
方
団
体
の
種
類
毎
に
そ
の
沿
革
、
現
状
を
詳
し
く
分
析
、
記
述
し

）
61
（

、
結
論
と
し
て
、「
其
ノ
制
度

ハ
錯
雑
極
マ
リ
ナ
キ
固
ヨ
リ
弊
ナ
リ
ト
雖
モ
、
地
方
自
治
ノ
精
神
確
ト
シ
テ
動
カ
サ
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
大
ニ
羨
望
ス
ル
ニ
足
ル
モ
ノ
ア
リ
」

（
一
三
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
何
が
「
地
方
自
治
ノ
精
神
」
で
あ
る
の
か
は
、
定
義
的
な
形
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
各
団
体
に
様
々
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な
差
が
あ
り
な
が
ら
構
成
員
参
加
の
組
織
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、高
田
は
、単
に
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
自
治
制
度
を
称
揚
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
問
題
点
も
指
摘
し
て
い
る
。例
え
ば
、「
地

方
政
治
ハ
中
央
政
治
ト
同
シ
ク
民
代
議
ノ
主
義
ニ
基
ク
ト
雖
モ
其
選
挙
ヲ
サ
ル
ル
人
ノ
種
類
ニ
至
リ
テ
ハ
大
ニ
異
ナ
ル
所
ア
リ
。
地
方
政

権
ハ
多
ク
商
人
ニ
帰
シ
投
票
権
モ
亦
之
カ
専
有
タ
リ･･･

智
力
能
力
ア
リ
テ
財
産
乏
シ
キ
者
工
業
ニ
従
事
ス
ル
ノ
徒
ハ
政
権
ヲ
有
ス
ル
能

ハ
ス
シ
テ
少
数
ナ
ル
商
人
ノ
掌
裡
ニ
帰
ス
ル
ハ
英
国
地
方
選
挙
法
ノ
一
大
欠
点
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。･･･

貧
民
救
済
或
ハ
初
等
教
育

ノ
事
務
ニ
シ
テ
痛
痒
ヲ
労
働
者
流
ニ
及
ホ
ス
コ
ト
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
カ
故
ニ
、
地
方
政
府
ノ
行
政
上
此
種
類
ノ
者
ヲ
シ
テ
代
表
セ
シ
ム
ル
コ

ト
亦
緊
要
ナ
リ
」（
一
四
頁
）、「
英
国
ノ
地
方
制
度･･･

現
時
ニ
在
リ
テ
混
雑
云
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
拘
ラ
ス
人
民
ノ
多
数
ハ
之
ニ
固
着
シ

テ
其
変
更
ヲ
欲
セ
サ
ル
者
ノ
如
シ
。
斯
ノ
如
キ
制
度
ハ
唯
ニ
事
務
ノ
混
雑
ヲ
来
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
徒
ニ
時
間
ヲ
費
シ
入
費
ヲ
蒿
マ
シ
メ
、
労

力
ヲ
徒
労
ス
ル
コ
ト
實
ニ
少
ナ
カ
ラ
ス
。･･･

之
ヲ
改
良
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
須
ク
其
ノ
目
的
ヲ
二
方
ニ
定
ム
ヘ
シ

　

第
一　

区
画
ヲ
単
純
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　

第
二　

役
所
ノ
数
ヲ
減
シ
テ
事
務
ヲ
統
一
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
（
こ
の
た
め
に
は･･･

筆
者
補
）
新
事
業
起
ル
毎
ニ
新
タ
ニ
役
所
ヲ
建
設
ス
ル
ヲ
止
メ
一
個
ノ
役
所
ヲ
シ
テ
数
種
ノ
事
務
ヲ
担
当
セ
シ

ム
ル
ヲ
要
ス 

」（
二
六
頁
）、
と
し
、「
事
務
ノ
整
理
整
頓
」「
区
画
の
合
理
化
」
の
必
要
性
を
繰
り
返
し
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、「
英
国

地
方
行
政
入
費･･･

（
近
年
著
し
く･･･

筆
者
補
）
増
額
ス
ル
所
以
ハ
三
種
ノ
原
因
ニ
帰
着
ス
」
と
し
て
、「
第
一　

地
方
財
政
ノ
監
督

未
タ
充
分
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト
。
第
二  

地
方
ノ
吏
員
無
智
無
学
ニ
シ
テ
事
務
ニ
適
セ
ス
、
且
ツ
入
費
ヲ
増
加
シ
テ
間
接
ニ
利
益
ヲ
占
ム
ル
ア

ル
コ
ト
。
第
三　

地
方
ノ
区
画
錯
雑
シ
テ
予
算
表
ヲ
編
制
ス
ル
能
ハ
サ
ル
コ
ト
」（
三
一
頁
以
下
）
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

江
木
が
講
述
せ
ず
、「
汎
論
」
に
も
含
ま
れ
な
か
っ
た
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
イ
ギ
リ
ス
法
の
学
習
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
意
味
を
有
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し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う）

62
（

。

﹇
四
﹈
江
木
「
汎
論
」
の
特
色
の
ま
と
め

　

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
江
木
「
汎
論
」
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
に
依
拠
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
を
講
義
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
全
て
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、「
行
政
法
規
範
論
」
と
君
主
を
中
心
に
し

た
国
家
機
関
の
一
部
を
概
観
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
規
範
論
を
通
し
て
、
議
会
・
国
会
支
配
の
確
立
と
法

律
の
優
位
の
あ
り
方
、
広
範
に
及
ぶ
法
律
の
規
制
の
現
実
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
個
別
的
に
見
る
と
原
典
と
の
観
点
で
、
見
直
さ
れ
る

べ
き
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
ま
だ
議
会
・
国
会
が
制
度
化
さ
れ
る
前
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
先
進
的
な
制
度
の
紹
介
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。 

国
家
機
関
に
関
す
る
考
察
は
君
主
と
助
言
機
関
と
し
て
の
国
会
の
あ
り
方
、
議
会
と
近
代
的
な
君
主
制
の
あ
り
方
を

示
し
、
ま
た
議
会
が
個
別
具
体
的
な
行
為
に
つ
い
て
も
権
限
を
持
ち
う
る
こ
と
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
他
面
に
お
い
て
は
立

憲
主
義
の
下
に
お
け
る
君
主
無
問
責
を
国
民
の
観
点
か
ら
実
質
化
し
、
議
会
と
君
主
を
結
ぶ
重
要
な
鍵
と
な
る
べ
き
内
閣
制
度
、
大
臣
責

任
制
度
に
つ
い
て
は
、
考
察
が
深
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
民
主
主
義
の
模
範
と
さ
え
い
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
自
治
に
つ
い
て
も
、

考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
述
の
幅
の
点
に
お
い
て
、
ま
た
一
部
は
そ
の
深
さ
の
程
度
に
お
い
て
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
や
高
田
に

及
ば
な
い
側
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
に
せ
よ
、「
規
範
論
」
を
通
し
て
、
議
会
・
国
会
支
配
の
確
立
と
法

律
の
優
位
の
あ
り
方
、広
範
に
及
ぶ
法
律
の
規
制
の
現
実
を
学
生
に
対
し
て
示
し
た
と
い
う
先
進
性
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

地
方
自
治
制
度
の
あ
り
方
が
典
型
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
が
歴
史
の
中
で
徐
々
に
形
成
さ
れ
、
そ
の
実
態
が
な

か
な
か
理
解
し
に
く
い
と
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
献
を
用
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
を
研
究
を
す
る
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
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イ
セ
ン
の
観
点
か
ら
、
体
系
的
に
整
理
記
述
さ
れ
た
グ
ナ
イ
ス
ト
の
文
献
を
用
い
た
こ
と
の
是
非
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
記
述
と
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
の
法
制
度
の
実
質
的
な
適
合
関
係
の
実
証
的
研
究
を
ま
っ
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
ろ
う
。

五　

終
章

　

以
上
、
江
木
の
『
行
政
法
』
を
概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
点
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
点
を
ま
と
め
て
お
く
と
と

も
に
、
江
木
以
降
の
行
政
法
講
義
の
動
向
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

﹇
一
﹈　

江
木
『
行
政
法
』
の
特
色
の
ま
と
め

　

㈠　
「
緒
論
」
の
特
色　

　
「
緒
論
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
っ
た
。

　

①　

江
木
の
レ
ー
ス
ラ
ー「
社
会
行
政
法
」へ
の
依
拠
へ
の
宣
言（『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』緒
言
一
頁
）に
も
拘
わ
ら
ず
、「
緒
論
」に
は
、

レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
形
で
の
「
公
法
と
私
法
」
に
関
す
る
考
察
が
含
ま
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
比
較
法
的
な
考
察
を
し
た
こ
と
自
体
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
の
内
容
は
、
原
典
と
の
関
係
で
独
立

し
た
考
察
を
必
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
も
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
と
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
公
法
私
法
論
が
、
正
確
な
形
で

把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
公
法
私
法
か
ら
独
立
し
た
社
会
法
へ
の
発
展
と
い
う
江
木
の
構
想
に
十
分
な
基
礎
を
提
供
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

　

②　

江
木
が
公
法
私
法
と
対
立
す
る
社
会
法
論
者
の
第
一
人
者
と
目
す
る
レ
ー
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
自

ら
が
社
会
法
は
公
法
の
一
部
に
属
す
る
も
の
と
の
見
解
を
も
っ
て
い
た
し
、
江
木
自
身
が
、
そ
の
こ
と
を
「
訳
述
」
で
訳
出
し
て
い
る
に
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も
拘
わ
ら
ず
、「
緒
論
」
で
は
、
社
会
法
を
公
法
私
法
か
ら
独
立
す
る
も
の
と
記
述
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
家
と

社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
江
木
は
両
者
の
厳
格
な
分
離
を
主
張
し
、
国
家
か
ら
社
会
に
対
す
る
侵
害
を
許
容
す
る
も
の
の
そ
れ
は
社
会

そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
す
る
の
に
対
し
、
レ
ー
ス
ラ
ー
は
国
家
と
社
会
の
相
互
の
独
自
性
、
社
会
の
国
家
か
ら
の
独
自
な
発

展
を
認
め
る
が
、
両
者
の
密
接
な
関
係
性
を
認
め
、
社
会
の
要
求
が
国
家
的
な
価
値
と
抵
触
す
る
場
合
に
は
社
会
の
要
求
の
国
家
に
よ
る

制
限
を
当
然
と
認
め
て
い
る
と
い
う
差
異
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
江
木
は
社
会
を
古
代
か
ら
発
展
し
て
き
た
と
す
る
の
に
対
し
、
レ
ー
ス

ラ
ー
が
い
う
社
会
は
個
人
の
自
由
と
平
等
を
基
本
的
前
提
と
す
る
近
代
社
会
で
あ
っ
た
。 

江
木
は
社
会
法
の
発
展
は
優
勝
劣
敗
原
則
に

よ
る
社
会
進
化
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
に
対
し
、レ
ー
ス
ラ
ー
は
、優
勝
劣
敗
原
則
に
よ
る
自
然
発
展
論
を
排
斥
し
て
い
た
。
レ
ー
ス
ラ
ー

に
と
っ
て
は
、
社
会
法
は
国
家
法
と
な
っ
て
受
容
さ
れ
、
そ
の
際
、
選
挙
制
度
（
し
か
も
普
通
選
挙
制
度
）
を
媒
介
す
る
立
憲
主
義
が
前

提
に
な
っ
て
い
た
が
、
江
木
に
お
い
て
は
、
社
会
法
の
国
家
法
へ
の
受
容
は
、
第
一
次
的
に
は
も
の
ご
と
の
妥
当
性
に
よ
る
の
で
あ
り
、

選
挙
制
度
は
国
家
の
自
由
な
取
捨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
江
木
は
日
本
で
唯
一
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
の
前

半
部
分
（
全
体
の
約
四
分
一
）
を
訳
述
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
自
ら
の
行
政
法
一
般
論
（「
緒
論
」）
を
構
成
し
た
が
、
現
時
点
に
お
い

て
は
そ
の
訳
述
の
内
容
に
は
原
典
と
の
関
係
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
側
面
が
あ
り
、
ま
た
「
訳
述
」
と
「
緒
論
」
の
関
係
に
も
、
注
意
深
い

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
江
木
の
緒
論
は
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
を
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
端
緒
と
し
て
、

独
自
の
社
会
法
論
を
展
開
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

③　

こ
の
よ
う
に
「
緒
論
」
に
は
、
当
時
の
観
点
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
今
日
の
観
点
か
ら
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
点
が
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
論
の
全
面
的
発
展
の
時
期
に
先
だ
っ
て
発
表
さ
れ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
唯
一
の
統
一

的
行
政
法
教
科
書
で
あ
っ
た
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
に
着
目
し
、
そ
の
訳
述
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
端
緒
に
し
て
、
行
政
法
を
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構
成
し
よ
う
と
し
た
先
見
性
は
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
先
見
性
」
が
充
分
に
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
レ
ー

ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
が
古
典
派
経
済
学
批
判
の
上
に
構
想
さ
れ
た
理
論
で
あ
り
、
ま
た
、
行
政
法
の
内
容
を
な
す
社
会
関
係
が
「
文
化

団
体
の
自
由
で
自
主
的
な
活
動
の
基
づ
く
」と
い
う
固
有
の
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
理
論
構
成
が
極
め
て
難
解
複
雑
で
あ
っ

た
こ
と
、
近
代
社
会
に
対
す
る
理
解
の
内
容
程
度
が
レ
ー
ス
ラ
ー
と
江
木
と
で
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

㈡　
「
汎
論
」
の
特
色

　
「
汎
論
」
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
っ
た
。

　

①　
「
汎
論
」
は
江
木
が
云
う
よ
う
に
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
内
容
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
行
政
法
規
範
論
と

国
家
機
関
論
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
た
。
原
典
と
の
関
係
に
お
い
て
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
側
面
が
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
れ
を
通
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
に
お
け
る
議
会
・
国
会
の
支
配
と
法
律
の
優
位
、
国
会
の
君
主
に
対
す
る
助
言
的
機
能
、
当
時
既
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
議
会
・

国
会
制
定
法
に
よ
る
社
会
統
制
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た
こ
と
を
学
生
に
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
、
国
会
開
設
前
の
わ
が
国
の

状
況
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

②　

し
か
し
、
江
木
に
よ
る
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
講
述
の
範
囲
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
は
、「
汎

論
」
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
講
義
も
、
同
時
代
の
ラ
ー
ト
ゲ
ン
や
高
田
の
講
義
、
著
述
と
比
べ
て
も
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
行
政
現
象
を
通
観
す
る
も
の
と
は
な
ら
ず
、
ま
た
君
主
と
国
会
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
大
臣
責
任
制
や
内
閣
制
度
に
及
ば
な
か
っ
た
点

に
お
い
て
深
度
を
欠
く
側
面
を
否
定
し
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
教
科
書
的
記
述
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
そ
も
そ
も
「
緒
論
」
記
述
の
目
的

は
、「
一
般
行
政
法
ノ
原
則
ヲ
講
述
シ
テ
英
国
行
政
法
ノ
何
者
タ
ル
ヲ
知
ル
ノ
階
梯
ト
為
ス
」
こ
と
に
あ
っ
た
が
（「
緒
論
」
冒
頭
）、「
緒
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論
」
と
「
汎
論
」
の
間
に
は
特
別
な
連
関
は
見
ら
れ
な
い
。

　

③　

江
木
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
も
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
制
度
の
概
観
も
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
研
究
に
よ
っ
た
も

の
で
、
高
田
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
文
献
そ
の
も
の
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
が
歴
史
的
連
続
的

に
発
展
し
て
き
た
こ
と
、
成
文
法
の
拡
大
に
拘
わ
ら
ず
、
重
要
な
不
文
法
や
慣
習
法
も
多
く
、
そ
の
全
容
を
簡
潔
に
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
り
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
た
文
献
に
よ
る
こ
と
が
、
理
解
し
や
す
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

外
国
人
が
外
国
の
制
度
を
研
究
分
析
し
て
そ
の
成
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
制
度
の
理
解
把
握
に
お
い
て
適
切
性
を
欠
く
と
は
必
ず

し
も
云
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
適
切
性
は
、成
果
の
内
容
と
現
実
の
制
度
の
実
質
的
比
較
に
よ
っ
て
判
断
す
る
他
な
い
。

グ
ナ
イ
ス
ト
の
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
の
研
究
が
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
イ
セ
ン
的
観
点
か
ら
の
記
述
を
免
れ
な
い
と
い
う
見
解
は
今
日
一
般
的
で
あ

る
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
諸
制
度
の
研
究
は
、
グ
ナ
イ
ス
ト
を
一
つ
の
重
要
な
手
が
か
り
と
す
る
と
し
て
も
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の

研
究
成
果
は
現
実
の
諸
制
度
と
の
関
係
で
、
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
期
の
研
究
に
お
い
て
も
、
あ
く
ま
で
も

当
該
社
会
や
そ
の
社
会
・
国
の
原
典
に
即
し
て
研
究
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

英
吉
利
法
律
学
校
の
よ
う
に
英
吉
利
法
の
全
科
の
講
義
を
校
是
と
す
る
教
育
機
関
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
わ
れ
て
来
た
か
は
、
な
お
、
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

﹇
二
﹈
江
木
以
降
の
「
行
政
法
」
講
義

　

最
後
に
江
木
以
降
の
「
行
政
法
」
講
義
の
進
展
と
し
て
、
英
吉
利
法
律
学
校
に
お
け
る
江
木
の
後
任
と
し
て
行
政
法
を
担
当
し
た
斯
波

淳
六
郎
の
著
作
、
明
治
二
一
年
に
斯
波
と
共
に
東
京
大
学
で
行
政
法
を
担
当
し
て
い
た
末
岡
精
一
の
行
政
法
、
明
治
二
六
年
東
京
帝
国
大
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学
講
座
制
の
制
定
（
勅
令
九
三
号
）
に
よ
り
末
岡
と
行
政
法
を
分
担
し
た
穂
積
八
束
、
明
治
二
七
年
末
岡
の
後
任
と
な
っ
た
一
木
喜
徳
郎

の
行
政
法
の
構
成
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　

㈠　

斯
波
淳
六
郎
の
行
政
法 

　

江
木
は
明
治
二
〇
年
ま
で
行
政
法
を
担
当
し
た
が
、
明
治
二
一
年
に
は
斯
波
淳
六
郎
が
行
政
法
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た）

63
（

。

　

斯
波
淳
六
郎
は
、
明
治
一
六
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
、
翌
一
七
年
三
年
間
の
予
定
で
公
法
学
修
業
の
た
め
文
部
省
よ
り
ド
イ
ツ
に
派

遣
さ
れ
、
明
治
二
一
年
東
京
大
学
法
科
大
学
教
授
と
な
り
、
行
政
法
、
国
際
法
を
担
当
し
た
。
法
制
局
参
事
官
を
兼
ね
て
い
た
（『
東
京

大
学
百
年
史
』
部
局
史
一
、四
八
頁
以
下
）。
英
吉
利
法
律
学
校
で
は
、
明
治
二
一
年
、
二
二
年
に
行
政
法
を
担
当
し
、
英
吉
利
法
律
学
校

が
明
治
二
二
年
東
京
法
学
院
と
改
称
し
た
後
に
も
行
政
法
を
担
当
し
て
い
た
。
斯
波
は
二
冊
の
傾
向
の
異
な
る
教
科
書
を
残
し
て
い
る
。

明
治
二
一
年
に
は
東
京
大
学
で
末
岡
精
一
と
共
に
行
政
法
担
当
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
英
吉
利
法
律
学
校
だ
け
で

な
く
、
東
京
大
学
で
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

①　

明
治
二
一
年
『
行
政
法　

全
』

　

こ
れ
は
、
英
吉
利
法
律
学
校
が
明
治
二
一
年
に
刊
行
し
た
斯
波
淳
六
郎
述
『
行
政
法　

全
』（
一
七
五
頁
）
で
あ
る
。「
行
政
法
」
の
表

題
の
下
に
（　

）
書
き
でA

dm
inistrative law

の
記
述
が
あ
る
。

　

こ
の
当
時
ま
だ
、
何
を
行
政
法
と
し
て
講
義
す
べ
き
か
必
ず
し
も
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
斯
波
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
抑
々
行
政
法
ニ
関
シ
テ
ハ
今
日
学
者
間
議
論
区
々
ニ
シ
テ
甲
論
乙
駁
未
タ
嘗
テ
確
固
不
動
ノ
定
説
ナ
ク
其
是
非
曲
直
容
易
ニ
判
定
シ

難
シ
。
故
ニ
之
ヲ
講
義
ス
ル
ニ
当
テ
ハ
勢
ヒ
諸
学
者
ノ
議
論
中
余
ノ
最
モ
適
当
ト
信
用
ス
ル
所
ヲ
諸
君
ニ
講
述
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
是
ヲ
以

テ
若
シ
諸
君
ニ
シ
テ
他
書
ヲ
繙
ク
ニ
当
テ
ハ
往
々
余
ノ
講
義
ト
相
矛
盾
シ
相
抵
触
ス
ル
ノ
点
ヲ
発
見
ス
ヘ
シ
ト
雖
モ
是
蓋
勢
ノ
然
ラ
シ
ム
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ル
所
亦
止
ム
ヲ
得
サ
ル
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
直
ニ
余
ノ
講
義
ヲ
是
非
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
彼
此
相
参
照
シ
テ
之
ヲ
研
究
セ
ラ
ル
可

シ
」

　

実
に
謙
虚
な
態
度
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
の
行
政
法
論
を
学
び
つ
つ
、
自
己
の
講
義
内
容
を
精
選
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
う
か
が
わ
れ

る
。
目
次
に
よ
り
内
容
を
見
る
と
、
緒
論
、
行
政
ノ
目
的
・
事
務
ノ
種
類
、
法
源
等
今
日
の
行
政
法
総
論
に
相
当
す
る
四
項
目
、
行
政
機

関
総
論
に
相
当
す
る
行
政
機
関
の
構
成
等
五
項
目
、
中
央
行
政
機
関
に
相
当
す
る
中
央
行
政
官
等
四
項
目
、
官
吏
に
関
す
る
五
項
目
、
地

方
団
体
に
関
す
る
地
方
共
同
体
等
四
項
目
を
含
ん
で
い
る
。
主
に
行
政
組
織
論
中
心
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
事
務
ノ
種
類
の
箇
所
で
行
政

作
用
の
基
本
的
特
色
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
授
業
は
目
次
項
目
通
り
で
は
な
く
、
か
な
り
流
動
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
回
数
の
明
示
は
第
二
二
回
が
地
方
共
同
体
と
さ
れ
て
い
る
。

　

②　

明
治
二
二
年
『
行
政
法
原
理　

全
』

　

こ
れ
は
、
翌
明
治
二
二
年
英
吉
利
法
律
学
校
が
刊
行
し
た
斯
波
淳
六
郎
述
『
行
政
法
原
理　

全
』（
一
九
七
頁
）
で
あ
る
（
校
友
・
岩

波
一
郎
編
輯
）。
明
治
二
二
年
英
吉
利
法
律
学
校
が
東
京
法
学
院
と
名
称
を
変
更
し
た
後
の
明
治
二
四
年
に
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
冒
頭
で
斯
波
は
概
ね
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

本
年
度
の
講
義
は
、
本
校
に
お
い
て
二
回
目
の
講
義
で
あ
る
。
一
回
目
の
講
義
は
一
週
間
一
回
で
あ
っ
た
こ
と
、
他
に
い
ろ
い
ろ
支
障

が
あ
っ
て
、
行
政
法
の
全
体
に
わ
た
っ
て
講
義
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
行
政
法
の
講
義
は
何
し
ろ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
順
序
が
適
当
で

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
止
む
得
な
か
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
講
義
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
遺
憾
で
あ
っ
た
。
今
年
は
授
業
回

数
も
倍
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
一
回
目
の
授
業
で
は
、
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
補
っ
て
講
義
し
た
い
。
し
か
し
行
政
法
の
範
囲

は
広
い
の
で
、
一
週
間
二
回
の
授
業
で
も
、
詳
細
に
講
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
原
理
的
な
問
題
に
絞
っ
て
講
義
し
た
い
。
斯
波
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は
そ
れ
に
続
い
て
、
行
政
「
法
学
」
が
成
立
す
る
た
め
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
内
容
が
あ
る
の
で
少
し
長
い

が
引
用
し
て
お
く
。

　
「
抑
行
政
法
ト
ハ
行
政
ニ
関
ス
ル
諸
法
規
ヲ
論
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
国
家
ノ
組
織
未
タ
発
達
セ
サ
ル
国
ニ
於
テ
ハ
行
政
ノ
事
ハ
凡

テ
行
政
機
関
ノ
意
ニ
任
セ
、
行
政
機
関
ノ
行
為
ヲ
指
揮
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
唯
上
級
機
関
ノ
監
督
権
ニ
一
任
シ
、
別
ニ
行
政
ノ
法
規
ナ
ル
モ
ノ

ア
リ
テ
存
ス
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
。
故
ニ
斯
如
国
ニ
於
テ
ハ
行
政
ヲ
法
学
的
ニ
講
究
セ
ン
ト
ス
ル
モ
其
材
料
之
ア
ル
無
ク
、
亦
之
ヲ
講
究

ス
ル
必
要
モ
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。･･･

我
日
本
ノ
如
キ･･･

新
開
国
ニ
在
テ
ハ
国
家
ノ
組
織
未
タ
完
全
ナ
ラ
ス
只
将
ニ
完
全
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル

モ
ノ
ニ
シ
テ
、
則
チ
尚
ホ
彼
ノ
欧
洲
諸
国
以
前
ノ
有
様
ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
且
ツ
亦
其
国
体
ハ
君
主
独
裁
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
君
主
ハ
絶
対
的

無
制
限
ノ
権
力
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
、
立
法
行
政
一
ツ
ニ
君
主
ニ
帰
ス
ル
ハ
論
ヲ
俟
タ
ス
。
君
主
ニ
於
テ
ハ
何
時
ニ
テ
モ
随
意
ニ
個
々
ノ
事

柄
ニ
付
キ
法
律
ニ
矛
盾
ス
ル
ノ
行
為
ヲ
為
シ
得
ヘ
ク
、
従
テ
理
論
上
ヨ
リ
観
察
ス
ル
ト
キ
ハ
、
行
政
法
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
行
政
全
体
ノ
行

為
ヲ
牽
制
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
尤
モ
毫
モ
行
政
機
関
ノ
行
為
ヲ
牽
制
ス
ル
規
律
ナ
シ
ト
云
フ
ニ
ハ
非
ス
。
行
政
機
関
ノ
職
制

ヲ
定
ム
ル
規
則
ア
リ
、
其
他
種
々
ノ
単
行
々
政
規
則
ア
リ
ト
雖
モ
、
然
レ
ト
モ
行
政
ト
云
ヒ
立
法
ト
云
ヒ
均
シ
ク
君
主
ニ
帰
ス
ル
ニ
於
テ

ハ
、
此
等
ノ
法
律
ト
雖
モ
唯
ニ
君
主
ニ
従
属
ス
ル
行
政
機
関
ノ
行
為
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
只
君
主
ノ
意
ニ
依
テ
其
効
ヲ
有
ス
ル
ニ
過

キ
ス
。
彼
ノ
単
行
々
政
規
則
ノ
如
キ
ハ
唯
一
ノ
原
則
ノ
下
ニ
ア
リ
テ
互
ニ
相
ヒ
聯
絡
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
ヲ
以
テ
、
従
テ
之
ヲ
一
定
ノ
原
則

ノ
下
ニ
論
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
是
レ
我
国
ニ
於
テ
従
来
自
国
ノ
行
政
規
則
ヲ
学
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
、
其
論
ス
ル
処
ハ
僅
ニ
行
政
機
関
ノ
組
織

ト
単
行
々
政
規
則
ヲ
記
憶
ス
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
、
之
ヲ
学
フ
ノ
必
要
甚
タ
大
ナ
ラ
サ
ル
所
以
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
我
日
本
国
ニ
於
テ
モ
明
年

ヨ
リ
画
然
タ
ル
立
憲
国
ト
ナ
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
行
政
法
ヲ
講
ス
ル
ノ
必
要
ハ
寧
ロ
今
日
ニ
迫
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
モ
云
フ
ヘ
シ
」

　

明
治
一
九
年
の
内
閣
制
度
を
立
憲
主
義
の
受
容
と
し
て
、
行
政
法
の
発
達
の
基
礎
と
し
た
井
阪
右
三
の
主
張
と
や
や
似
て
い
る
が
、
立
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憲
主
義
に
対
す
る
視
点
は
、
井
阪
よ
り
も
貫
徹
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

立
憲
主
義
が
確
立
し
、
立
法
と
行
政
が
分
離
し
な
け
れ
ば
行
政
を
統
制
（
牽
制
）
す
る
法
は
な
く
、
従
っ
て
、
法
律
学
の
対
象
と
な
る

べ
き
行
政
法
は
な
く
、
行
政
法
学
も
成
立
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
今
日
の
観
点
か
ら
云
え
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
当
時

の
状
況
の
中
で
は
、
斯
波
が
講
義
の
前
置
き
と
し
て
で
は
あ
れ
、
明
治
政
府
の
あ
り
方
を
「
国
家
ノ
組
織
未
タ
完
全
ナ
ラ
ス
只
将
ニ
完
全

ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
則
チ
尚
彼
ノ
欧
洲
諸
国
以
前
ノ
有
様
ニ
ア
ル
モ
ノ
」、「
君
主
独
裁
」、「
君
主
ノ
絶
対
的
無
制
限
ノ
権
力
」

と
位
置
づ
け
た
こ
と
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）

64
（

。
そ
れ
と
同
時
に
「
行
政
法
」
の
将
来
は
こ
れ
か
ら
だ
と
い
う

自
負
が
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
上
記
の
引
用
に
続
い
て
「
右
論
シ
タ
ル
カ
如
ク
我
国
ノ
行
政
法
ヲ
講
ス
ル
ニ
ハ
其
材
料
甚
タ

少
ナ
ク
又
之
ヲ
論
セ
ン
ト
ス
ル
モ
一
定
ノ
原
則
ノ
下
ニ
之
ヲ
論
究
ス
ル
コ
ト
難
キ
ヲ
以
テ
余
ハ
茲
ニ
単
ニ
行
政
法
ノ
原
則
ノ
ミ
ヲ
講
シ
、

日
本
行
政
法
ノ
講
義
ヲ
為
サ
ゝ
ル
ナ
リ
。
此
原
則
ニ
照
ラ
シ
我
国
ノ
行
政
法
ヲ
講
究
ス
ル
カ
如
キ
ハ
一
ニ
諸
君
ノ
研
究
ニ
任
ス
ル
ノ
ミ
」

と
い
う
よ
う
に
、
自
己
の
行
政
法
学
を
極
め
て
謙
抑
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
行
政
法
原
理
の
内
容
は
、
前
年
の
行
政
法
と
異
な
り
、
緒
論
の
一
般
論
（
目
次
で
は
第
一
「
行
政
ノ
義
解
」
等
三
項
目
、
実
際
の

講
義
は
緒
論
（
第
一
回
「
行
政
と
立
憲
主
義
」
含
め
五
回
）
を
除
き
、
全
て
行
政
各
部
に
関
す
る
作
用
論
か
ら
な
っ
て
い
る
。
目
次
で
は

「
第
一
編
内
務
行
政
法
総
論
、
第
一
「
内
務
行
政
及
其
本
質
」
等
三
主
要
項
目
（
第
三
の
内
務
行
政
事
務
に
つ
い
て
は
、「
第
一
身
体
上
ノ

生
活
ニ
関
ス
ル
行
政
」
と
し
て
、
人
事
に
関
す
る
行
政
等
九
項
目
、
第
二
「
理
財
上
ノ
生
存
ニ
関
ス
ル
行
政
」
と
し
て
二
主
要
項
目
・
普

通
理
財
行
政
と
し
て
会
社
等
一
二
項
目
。）
目
次
の
中
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
保
険
、
融
通
、
度
量
衡
、
貨
幣
、
信
用
な
ど
に
も

及
ん
で
い
る
。
実
際
の
授
業
は
「
行
政
法
」
の
場
合
と
同
様
、
目
次
項
目
通
り
で
は
な
く
、
か
な
り
流
動
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
授
業
の
回
数
は
、
全
部
で
三
二
回
程
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
内
務
行
政
法
総
論
の
体
系
化
が
完
成
し
て
い
る
と
は
云
え
な
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い
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
講
義
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
各
種
理
財
行
政
と
し
て
農
業
・
工
業
・
商
業
行
政
、
内
務
行
政
機
関
組
織

論
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る）

65
（

。

　

㈡　

末
岡
精
一
の
行
政
法

　

末
岡
精
一
は
、
明
治
一
四
年
東
京
大
学
文
学
部
政
治
学
理
財
学
科
卒
業
、
文
学
部
兼
法
学
部
の
准
講
師
と
な
り
、
明
治
一
五
年
伊
藤
博

文
の
憲
法
調
査
団
の
渡
欧
を
契
機
と
し
た
特
派
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
政
治
学
を
研
究
す
る
た
め
文
部
省
よ
り
派
遣

さ
れ
た
。
明
治
一
九
年
帰
国
後
東
京
大
学
法
科
大
学
教
授
と
な
り
、
明
治
二
一
年
、
斯
波
と
共
に
行
政
法
を
担
当
し
た
（「
東
京
大
学
法

学
部
百
年
史
稿
」（
二
）、『
国
家
学
会
雑
誌
』
九
一
巻
一
一
・
一
二
号
）。
末
岡
は
明
治
二
七
年
一
月
に
病
没
し
た
。
末
岡
は
、
専
門
の
国

法
学
に
つ
い
て
も
著
書
を
残
さ
な
か
っ
た
が
、
同
年
穂
積
八
束
の
発
議
に
よ
り
遺
稿
集
を
出
版
す
る
こ
と
と
な
り
（『
東
京
大
学
百
年
史
』

部
局
史
一
、七
〇
頁
）、
明
治
三
二
年
に
故
法
科
大
学
教
授
法
学
博
士
末
岡
精
一
遺
稿
『
比
較
国
法
学　

全
』（
博
文
館
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
第
二
編
が
行
政
法
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
末
岡
に
は
こ
れ
と
は
別
に
「
学
生
ノ
聴
講
筆
記
」
に
係
る
「
講
説
手
記
」
が
あ

る
（『
遺
稿
』
序
、
濱
尾
新
、
七
頁
）。

　

①　

明
治
二
三
年
『
行
政
法
汎
論
講
義　

完
』

　

こ
の
講
義
録
は
、
日
本
同
盟
法
学
会
（
日
本
大
学
の
前
身
）
出
版
に
係
る
も
の
で
、
出
版
の
年
月
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
大
学

は
、
明
治
二
二
年
日
本
法
律
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
翌
明
治
二
三
年
に
開
校
式
を
行
っ
た
こ
と
、
末
岡
の
肩
書
き
が
「
東
京
帝
国
大
学

教
授
文
学
士
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
末
岡
は
明
治
二
四
年
に
法
学
博
士
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
講
義
録
は
明
治
二
三
年
に
出
版
さ
れ
た

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
末
岡
は
、「
大
学
教
授
ノ
外
他
事
ニ
渉
ル
ヲ
欲
セ
ス
、
止
ヲ
得
ズ
シ
テ
一
時
他
校
ノ
嘱
託
ヲ
受
ケ
」
て
い

た
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
遺
稿
』
序
、
三
頁
）
の
で
、
こ
の
講
義
録
も
「
止
ヲ
得
ズ
シ
テ
」
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
も
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し
れ
な
い
。
明
治
二
一
年
以
来
、
東
京
大
学
で
行
政
法
を
担
当
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
講
義
録
が
、
東
京
大
学
で
も
用
い
ら
れ
た
可
能
性

も
な
い
と
は
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

末
岡
の
講
義
録
は
、
斯
波
の
講
義
録
と
こ
と
な
り
、
前
置
き
な
く
直
ち
に
本
題
に
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

第
一
章　

総
論
（
款
区
分
で
「
行
政
ト
法
律
ノ
区
分
」
を
含
む
総
論
部
分
五
款
、「
職
及
職
権
」
を
含
む
組
織
法
分
野
二
款
、
計
七
款
）、

第
二
章　

普
仏
英
各
国
地
方
制
度
ノ
概
要
（
款
区
分
で
ド
イ
ツ
関
係
六
款
、
フ
ラ
ン
ス
関
係
五
款
、
イ
ギ
リ
ス
関
係
四
款
、
計
一
五
款
）、

第
三
章　

内
務
行
政
（
款
区
分
で
「
一
個
人
及
行
政
」
を
含
む
六
款
）、
以
下
目
次
に
は
な
い
が
、
第
四
章　

行
政
裁
判
（
款
区
分
で
「
行

政
訴
訟
ト
訴
願
ト
ノ
関
係
」
を
含
む
四
款
）、
第
五
章　

中
央
官
制
汎
論
（
款
区
分
で
「
枢
密
院
及
参
事
院
」
を
含
む
三
款
）。

　
「
第
二
章　

普
仏
英
各
国
地
方
制
度
ノ
概
要
」
が
長
く
、
行
政
組
織
に
関
す
る
部
分
が
分
散
し
て
い
る
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、
い
わ

ゆ
る
行
政
法
一
般
論
、
組
織
法
論
、
地
方
制
度
、
行
政
作
用
各
部
法
、
裁
判
法
が
適
切
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
感
が
強
い
。
斯
波
の
教
科

書
よ
り
、
行
政
法
の
全
体
の
体
系
的
理
解
の
た
め
に
有
益
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
日
本
法
律
学
校
編
輯
部
か
ら
、『
法
学
博
士
末
岡
精
一
講
述　

行
政
裁
判
法　

完
』
が
あ
る
（
日
本
法
律
学
校
参
考

科　

二
七
年
度
講
義
録
）。
ま
た
こ
の
科
目
と
密
接
な
関
連
を
持
つ
「
英
仏
独
各
国
権
限
裁
判
」（
一
〜
三
）
が
あ
る
（『
東
京
専
門
学
校

　

法
律
科
講
義
録　

参
考
課
目　

第
五
回　

１
年
級
』）。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
講
義
録
は
、
次
の
『
遺
稿
』
の
中
に
も
含
め
ら
れ
て
い
る

（
五
六
七
頁
以
下
、
六
一
三
頁
以
下
）。

　

②　

遺
稿
『
比
較
国
法
学　

全
』　

第
二
編
行
政
法
（
三
四
三
頁
〜
五
六
五
頁
）

　

こ
の
部
分
は
、
実
際
に
編
纂
作
業
を
委
嘱
さ
れ
た
法
学
士
中
村
進
午
が
、
学
生
が
筆
記
し
た
講
義
録
を
「
得
レ
ハ
従
テ
編
入
」
し
た
も



江木衷『行政法』―英吉利法律講義録を読む（中西）

85

の
で
あ
る
た
め
、「
文
字
語
句
ハ
勿
論
、
全
編
ノ
結
構
敍
次
等
ニ
於
テ
」
末
岡
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
断

り
書
き
が
あ
る
（
遺
稿
、
緒
言　

第
三
項
目
・（
末
岡
の
友
人
・
田
中
稲
城
））。
こ
の
稿
が
何
時
の
も
の
で
あ
る
か
は
、
明
白
で
は
な
い
が
、

肩
書
き
は
「
法
学
博
士
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
博
士
号
授
与
の
明
治
二
四
年
か
ら
没
年
の
前
年
二
六
年
の
間
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
遺
稿

の
項
目
の
中
に
は
確
か
に
順
序
に
不
整
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
す
る
と
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

総
論
（「
行
政
」
を
含
む
四
項
目
）、
行
政
裁
判
（「
定
義
」「
目
的
」「
組
織
」「
権
限
」
を
含
む
九
項
目
）、
兵
制
（「
徴
兵
ノ
種
類
」
を

含
む
三
項
目
）、
国
民
の
権
利
（「
営
業
ノ
自
由
」「
住
居
移
転
ノ
自
由
」「
集
会
結
社
」「
信
書
ノ
秘
密
」
を
含
む
八
項
目
）、
官
吏
（「
任

官
等
」
を
含
む
五
項
目
）、
官
制
（「
中
央
官
制
ノ
沿
革
」
を
含
む
七
項
目
）、
中
央
集
権
及
ヒ
分
権
ノ
沿
革
（「
官
治
及
ヒ
自
治
」「
自
治

ノ
利
」
を
含
む
一
二
項
目
）、警
察
（「
欧
洲
警
察
ノ
沿
革
」
を
含
む
五
項
目
）
と
な
っ
て
い
る
。「
遺
稿
」
の
整
理
で
は
、総
論
の
次
に
「
○

各
論
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
行
政
裁
判
以
下
は
全
て
「
各
論
」
扱
い
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
「
遺
稿
」
に
は
『
行
政
法
汎
論

講
義　

完
』
に
は
な
い
「
兵
制
」「
官
吏
」
が
項
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、『
行
政
法
汎
論
講
義　

完
』
で
章
だ
て
と
な
っ
て
い
る
「
内
務

行
政
」
の
区
分
が
な
く
、「
国
民
の
権
利
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
る
こ
と
、
地
方
制
度
の
比
較
法
的
考
察
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
特
色
が
あ
る
。「
官
吏
」
は
国
民
の
権
利
（
任
官
）
と
の
関
係
で
位
置
づ
け
る
趣
旨
で
あ
っ
た
の
か
、
国
民
の
権
利
の
中
間
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
行
政
作
用
の
各
部
門
を
国
民
の
権
利
と
の
関
係
で
捉
え
よ
う
と
す
る
の
は
か
つ
て
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
の
も
と

に
井
阪
が
と
っ
た
方
法
で
あ
り
、
行
政
各
部
法
論
述
以
上
の
意
味
を
与
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
国
民
の
権
利
の
観
点
か
ら
、
行
政
法

を
理
解
、
講
述
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
「
遺
稿　

行
政
法
」
は
『
行
政
法
汎
論
講
義　

完
』
と
は
異
な
る
「
視
点
」
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
総
論
、
組
織
法
論
、
地
方
制
度
、
行
政
作
用
各
部
法
、
裁
判
法
が
構
成
単
位
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
は
「
汎
論
」
と
根
本
的
な
違
い
は
無
い
。
こ
の
「
国
民
の
権
利
」
を
含
む
講
義
が
東
京
大
学
の
講
義
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
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で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

㈢　

穂
積
八
束
の
行
政
法

　

穂
積
八
束
は  

明
治
一
六
年
文
学
部
政
治
学
及
理
財
学
科
卒
業
、
一
七
年
欧
州
制
度
沿
革
史
・
公
法
学
専
修
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
、

二
二
年
帰
国
、
法
科
大
学
講
師
の
後
、
教
授
と
な
っ
た
。
授
業
の
担
当
は
明
治
二
六
年
に
末
岡
と
共
に
東
大
行
政
法
分
担
の
記
録
が
あ
る

（『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
一
、六
八
頁
）。
明
治
二
六
年
東
京
法
学
院
か
ら
「
行
政
法
」
の
講
義
録
を
刊
行
し
て
い
る
（
田
中
文
蔵
編

輯
）
の
で
、
同
年
に
は
東
京
法
学
院
で
行
政
法
の
授
業
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
英
吉
利
法
律
学
校
で
は
、
明
治
二
二
年
か
ら
憲
法

の
講
義
を
担
当
し
て
い
た
。

　

穂
積
八
束
は
、
上
記
「
行
政
法
」
の
緒
言
で
「
我
輩
ノ
行
政
法
ハ
専
ラ
我
現
行
ノ
法
規
ヲ
説
明
ス
ル
ヲ
以
テ
其
目
的
ト
為
ス
ト
雖
モ
、

若
シ
夫
レ
一
ノ
法
理
論
ト
シ
テ
学
術
的
ニ
斯
法
ヲ
研
究
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
、
必
ス
ヤ
欧
羅
巴
諸
国
ニ
於
テ
発
達
シ
タ
ル
行
政
法
学
ノ
理
論
及

ヒ
行
政
ノ
歴
史
事
実
ヲ
参
照
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
故
ニ
我
輩
ハ
現
行
法
規
ノ
理
論
ヲ
説
明
ス
ル
ト
同
時
ニ
欧
羅
巴
諸
国
ニ
於
ケ
ル
行
政
法

学
ノ
結
果
ヲ
報
道
ス
ル
コ
ト
ヲ
勉
ム
ヘ
シ
」
と
し
、
比
較
法
的
考
察
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

構
成
と
し
て
は
第
一
編
行
政
法
理
汎
論
と
し
て
行
政
法
学
ノ
研
究
方
法
、
行
政
裁
判
を
含
む
一
〇
章
、
第
二
編
各
論
と
し
て
，
外
務
、

司
法
等
五
章
に
分
け
て
「
行
政
各
部
ニ
就
キ
各
其
法
理
ヲ
説
明
」
す
る
と
し
て
い
る
。
比
較
法
的
な
考
察
は
、
各
項
目
と
の
関
連
で
連
続

的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
独
立
し
た
項
目
化
は
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
法
各
論
に
つ
い
て
は
、
行
政
各
部
に
固
有
の
法
理
が
あ
る
わ
け
で

は
な
く
、
行
政
の
法
理
は
汎
論
で
説
明
し
た
も
の
と
同
一
で
あ
り
、
行
政
各
論
は
各
部
毎
に
そ
の
法
理
を
観
察
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と

す
る
。

　

汎
論
の
中
に
は
、
第
六
章
「
大
権
及
ヒ
行
政
」
が
あ
り
（
三
〇
丁
以
下
）、
法
律
の
優
位
を
内
容
と
す
る
法
治
国
家
の
理
論
は
、
君
主
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が
主
権
者
で
あ
り
、
憲
法
上
大
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
日
本
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
、
行
政
法
は
主
権
者
か
ら
委
託
を
受
け
た
機
関
の
行

為
で
、
一
個
人
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
行
為
の
み
を
対
象
に
す
る
、
と
し
て
い
る）

66
（

。

　

㈣
一
木
喜
徳
郎
の
行
政
法

　

一
木
喜
徳
郎
は
、
明
治
二
〇
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
卒
業
、
内
務
省
に
勤
務
し
、
明
治
二
三
年
内
務
省
書
記
官
。
同
年
、

自
費
に
よ
り
三
年
間
ド
イ
ツ
留
学
を
願
い
出
、
内
務
大
臣
の
許
可
を
得
て
留
学
し
、
明
治
二
六
年
に
帰
国
、
内
務
省
に
復
職
し
た
。
明
治

二
七
年
、
同
年
病
没
し
た
末
岡
の
後
任
と
し
て
法
科
大
学
教
授
に
な
り
、
穂
積
八
束
と
行
政
法
を
分
担
し
た
（『
東
京
大
学
百
年
史
』
部

局
史
一
、六
八
頁
）。
こ
の
経
歴
か
ら
見
る
と
、ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
自
費
で
あ
り
、能
力
の
あ
る
内
務
省
書
記
官
で
あ
っ

て
も
、
突
然
帝
国
大
学
教
授
に
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
一
木
は
留
学
中
の
明
治
二
五
年
に
『
日
本
法
令
予
算

論
』（
哲
学
書
院
）
を
執
筆
刊
行
し
、
こ
れ
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
著
書
は
、
明
治
憲
法
の
規
定
す
る
予
算
の
意
味
特
色
を
、
法
律
・
命
令
と
の
関
係
で
、
主
と
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
法
制
と
比
較
し
て

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る）

67
（

。
東
京
法
学
院
（
英
吉
利
法
律
学
校
）
で
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
な
っ
て
講
義
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

一
木
の
行
政
法
の
テ
キ
ス
ト
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
、
発
見
出
来
な
か
っ
た
が
、「
以
謄
写
板
換
筆
写
」
と
さ
れ
る
講
述
年
の
記
載
の

な
い
、
和
装
の
『
一
木
喜
徳
郎　

行
政
法
』
上
・
下
及
び
『
一
木
博
士
述　

行
政
法
論　

完
』（
行
政
法
汎
論
と
行
政
各
論
を
合
綴
）
が

あ
る
。
後
者
は
、
一
木
「
博
士
」
述
の
も
の
で
あ
り
、
一
木
が
博
士
号
を
取
得
し
た
の
は
明
治
三
二
年
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
後
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
前
者
は
、「
下
」
末
尾
に
「
時
事
問
題
」
と
し
て
日
清
講
和
条
約
に
よ
っ
て
日
本
領
と
な
っ
た
台
湾
へ
の
憲
法
・
行
政
法
の
適

用
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
明
治
二
八
年
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
構
成
特
色
を
一
瞥
し
て
お
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く
。「
上
」
の
構
成
は
、
緒
論
（「
行
政
ノ
観
念
」、「
公
法
ト
ハ
何
ソ
ヤ
」
等
五
章
）、
第
一
編
「
総
論
」（「
行
政
手
段
ヲ
論
ズ
」「
公
権
」

の
二
章
）、
第
二
編　
「
行
政
機
関
ノ
組
織
」（「
官
庁
」、「
官
吏
」
等
四
章
）
第
三
編
「
地
方
制
度
」（「
市
町
村
」
等
三
章
）
と
な
っ
て
い

る
。「
下
」
の
構
成
は
、
第
四
編
「
内
務
行
政
」（「
警
察
」、「
保
安
警
察
」、「
保
育
」「
衛
生
」
等
二
三
章
）、
第
五
編
「
軍
事
行
政
」（「
徴

発
」「
徴
兵
」
二
章
）、
第
六
編
「
財
政
行
政
」（「
国
庫
」、「
予
算
」
等
六
章
）、
第
七
編
「
公
権
ノ
保
護
」（「
公
権
の
観
念
」「
行
政
裁
判
」

等
五
章
）
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
ま
で
の
教
科
書
と
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
行
政
作
用
一
般
論
や
公
権
論
を
含
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
色
が
あ
る）

68
（

。

[

結
び]

　

上
記
の
よ
う
に
江
木
『
行
政
法
』
は
種
々
の
点
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
多
い
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
し
か
し
、
末
岡
や

斯
波
が
経
験
し
た
よ
う
な
一
八
八
一
年
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
法
の
新
展
開
が
ま
だ
我
国
に
伝
播
し
な
い
時
期
に
、
当
時
の
最
先

端
の
ド
イ
ツ
行
政
法
で
あ
っ
た
レ
ー
ス
ラ
ー
に
着
目
し
て
行
政
法
一
般
論
の
構
築
を
試
み
、
ま
た
、
行
政
法
汎
論
と
し
て
議
会
制
度
が
出

来
る
前
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
・
国
会
の
地
位
の
確
立
と
そ
こ
に
お
け
る
法
律
の
優
位
の
考
え
方
を
我
国
に
紹
介
し
た
意
味
に
お
い
て
、

江
木
の
『
行
政
法
』
は
我
国
初
期
の
行
政
法
講
義
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
斯
波
、
末
岡
、
穂
積
八
束
の
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
を
始
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
の
学
説
と
社
会

動
向
を
吸
収
し
た
人
達
が
帰
国
し
て
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
新
し
い
行
政
法
を
講
義
し
始
め
る
と
、
江
木
『
行
政
法
』
の
も
っ
て
い
た
役

割
は
急
速
に
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
法
優
位
の
状
態
が
現
実
に
拡
大
し
た
こ
と
も
そ
の
大
き
な
背
景
に
な
っ
て

い
る
と
云
え
よ
う
。
ま
た
、
江
木
が
着
想
を
え
た
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
が
、
一
八
八
一
年
以
降
の
ド
イ
ツ
で
は
、「
法
学
的
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方
法
論
の
不
採
用
、
各
論
的
項
目
の
非
納
得
性
」
か
ら
全
く
「
統
一
的
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
こ
と
も）

69
（

、
江
木
に
と
っ
て
は
不
本
意
な

こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

斯
波
と
末
岡
で
は
、
体
系
性
の
提
示
、
論
点
の
総
括
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
末
岡
が
勝
り
、
そ
の
提
起
し
た
総
論
、
組
織
法
論
、

地
方
制
度
、
行
政
作
用
各
部
法
、
裁
判
法
か
ら
な
る
行
政
法
講
義
は
、
そ
の
後
の
行
政
法
講
義
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
穂
積
八
束
が
、
そ
の
体
系
化
を
推
し
進
め
、
一
木
が
、
行
政
作
用
法
総
論
（
い
わ
ゆ
る
行
為
論
）、
公

権
論
を
含
み
、
広
汎
な
各
論
を
内
容
と
す
る
行
政
法
を
講
義
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
に
講
座
制
が
設
け
ら
れ
た
明
治
二
六

年
に
東
京
専
門
学
校
か
ら
刊
行
さ
れ
た
織
田
一
の
『
日
本
行
政
法
要
論
』
は
末
岡
の
構
成
に
ほ
ぼ
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
織
田
一
は
、
東

京
大
学
大
学
院
時
代
に
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
『
行
政
法
』
を
翻
訳
し
た
と
さ
れ
る
人
で
あ
っ
た）

70
（

。
イ
ギ
リ
ス
の
法
制
度
を
原
典
に
即
し
て
研
究

す
る
方
法
を
実
践
し
て
き
た
東
京
専
門
学
校
に
も
ド
イ
ツ
法
の
波
は
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
行
政
法
学
の
こ
の
よ
う
な
展
開
が
、
明
治

憲
法
の
制
定
に
よ
る
立
憲
主
義
の
成
立
と
こ
れ
に
よ
る
立
法
活
動
の
広
域
化
、
法
整
備
の
拡
充
を
背
景
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
ら
の
内
容
的
な
検
討
は
、
本
稿
の
目
的
を
は
る
か
に
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
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〉

（
１
）　　

中
央
大
学
中
央
図
書
館
準
貴
重
書
書
架
に
は
、
こ
の
合
綴
本
（
請
求
記
号　

323.13/A
25

）
の
外
、
①
一
頁
一
四
行
、
一
行
三
五

字
の
「
山
村
」「
渡
邊
」
各
蔵
印
の
も
の
（
請
求
記
号　

323.9/E32

）
②
同
じ
体
裁
の
「
織
田
完
之
図
書
章
」、「
青
淵
」、「
祭
魚
洞
」

各
文
庫
印
の
も
の
（
同
一
請
求
記
号
）、
③
一
頁
一
二
行
、
一
行
三
〇
字
の
和
綴
本
で
、
表
紙
に
「
第
三
年
級
英
吉
利
法
律
講
義
録

第
一
六
号
」と
記
載
が
あ
り
、巻
末
に「
明
治
二
十
年
か
ら
明
治
二
一
年
七
月
ま
で
の
学
科
及
受
持
講
師
一
覧
」が
付
さ
れ
た
も
の（
同

一
請
求
記
号
）
が
あ
る
。
こ
の
外
、
専
修
学
校
講
義
録
と
し
て
、『
行
政
法
』（
久
米
金
彌
講
義
・
大
内
定
也
筆
記
」
に
合
綴
さ
れ
た

「
科
外
講
義　

英
国
行
政
法
講
義
」（
江
木
衷
講
義
・
山
村
鐵
六
筆
記
）（
請
求
記
号323.9/K

u37

）
が
あ
る
。
こ
の
「
科
外
講
義　

英
国
行
政
法
講
義
」
の
講
義
録
上
の
名
称
は
「
英
国
行
政
法
概
論
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
内
容
の
範
囲
は
本
稿
で
取
り
扱
う
『
行

政
法
』
の
汎
論
第
一
章
ま
で
と
一
致
し
て
お
り
、「
緒
論
」
部
分
と
「
汎
論
」
部
分
が
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。

（
２
）　　

利
谷
信
義
「
江
木
衷
」（
潮
見
俊
隆
編
著
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
・
日
本
の
弁
護
士
』
一
九
七
二
年
、
日
本
評
論
社
）
一
〇
九
頁
。

（
３
）　　
『
独
逸
博
士
グ
ナ
イ
ス
ト
原
著
法
学
士
江
木
衷
講
述　

虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
汎
論　

一
千
八
百
八
十
四
年
伯
林
原
版
』（
明
治

十
九
年
十
一
月
出
版
、
筆
記
者
・
明
治
法
律
学
校
卒
業
生　

横
井
鍬
太
郎
）

（
４
）　　

Roesler

を
日
本
語
と
し
て
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　
　
　
　

江
木
訳
述
『
社
会
行
政
法
論
』
で
は
リ
ョ
ー
ス
レ
ル
、江
木
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』（
緒
言
）
で
は
ロ
エ
ス
レ
ル
、稲
田
正
次
・

後
掲
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
下
、一
〇
四
頁
以
下
、及
び
鈴
木
安
蔵
『
憲
法
制
定
と
ロ
ェ
ス
レ
ル
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
四
二
年
）

で
は
ロ
ェ
ス
レ
ル
、
ジ
ー
メ
ス｢

後
掲｣

日
本
語
版
（
本
間
英
世
訳
）
で
は
ロ
ェ
ス
ラ
ー
、
塩
野
宏
・
後
掲｢

公
法
と
私
法｣

一
〇

頁
で
は
レ
ー
ス
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、A

nna Bartels-Ishikaw
a

・
後
掲
一
七
三
頁
の
紋
章
図
の
下
に
は
、
関
係
者
が
記

し
た
と
思
わ
れ
る
細
字
でRössler

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
現
代
表
記
に
従
い｢

レ
ー
ス
ラ
ー｣

と
し
た
。

（
５
）　　

江
木
訳
述
に
係
る
『
社
会
行
政
法
』
の
紹
介
と
し
て
は
、
穂
積
陳
重
「
江
木
法
学
士
訳
述
社
会
行
政
法
論
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
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一
三
号
、
明
治
一
八
年
）
六
六
頁
が
あ
る
。

　
　
　
　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
業
績
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
と
し
て
は
、
Ｊ
・
ジ
ー
メ
ス
著
・
本
間
英
世
訳
『
日
本
国
家
の
近
代
化
と
ロ
ェ
ス

ラ
ー
』
未
来
社
一
九
七
〇
年
が
あ
る
。
こ
の
著
作
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
明
治
憲
法
作
成
に
お
け
る
の
役
割
を
理
解
す
る
上
に
お
い
て

も
、
ま
た
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
各
種
の
著
作
、
な
か
ん
ず
く
社
会
行
政
法
の
内
容
を
理
解
す
る
意
味
に
お
い
て
も
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
ジ
ー
メ
ス
の
ド
イ
ツ
語
原
稿
に
基
づ
く
上
記
日
本
語
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
ち
、Johannes  Siem

es ,  D
ie 

Gründung des m
odernen japanischen Staates  und das deutsche Staatsrecht ,  D

uncker &
 H
um
blot / Berlin 

1975 ,Schriften zur V
erfassungsgeschichte  Band 23  

と
し
て
ド
イ
ツ
語
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

日
本
語
版
と
ド
イ
ツ
語
版
を
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
。
①
日
本
語
版
が
編
立
て
（
二
編
）
に
な
っ
て
い
る
の
に
、

ド
イ
ツ
語
版
は
す
べ
て
章
（K

apitl

）
立
て
（
五
章
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
版
第
二
編
第
一
章
「
日
本
の

近
代
化
に
対
す
る
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
貢
献
」、
第
二
章
「
明
治
憲
法
に
対
す
る
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
寄
与
」、
第
三
章
「
ロ
ェ
ス
ラ
ー
と
日
本

に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
影
響
」、
第
四
章
「
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
私
生
活
」、「
む
す
び
」
は
、
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
章
、

第
三
章
、
第
四
章
、
第
五
章
、
第
六
章
と
さ
れ
て
い
る
。
②
日
本
語
版
第
一
章
に
あ
る
「
経
済
学
的
現
象
の
法
則
性
」
は
、
ド
イ
ツ

語
版
に
は
存
在
し
な
い
。
③
日
本
語
版
第
一
編
第
一
章
「
社
会
行
政
法
」
は
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、
レ
ー
ス
ラ
ー
社
会
行
政
法
全
体
の

詳
細
な
分
析
に
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
④
日
本
語
版
第
一
編
末
尾
の
「
補
遺
著
書
目
録
」
は
、
ド
イ
ツ
語
版
で
は
巻
末
に
移
さ
れ
て
い

る
。
⑤
日
本
語
版
第
一
編
「
第
二
章
「
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会
行
政
法
」（「
一
社
会
法
に
基
づ
く
社
会
観
」「
二
社
会
行
政
法
」）、「
第

三
章
「
近
代
国
家
の
根
本
問
題
」（「
一
資
本
と
国
家
の
関
係
」「
二
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ロ
ェ
ス
ラ
ー
、
グ
ナ
イ
ス
ト
に
よ
る
社
会
的
立

憲
論
」」、「
第
四
章
「
ビ
ス
マ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
に
対
す
る
批
判
」）
は
ド
イ
ツ
語
版
に
は
独
立
し
た
項
目
が
見
当
た
ら
な
い
。

日
本
語
版
第
一
編
二
章
は
ド
イ
ツ
語
版
第
一
章
「
社
会
行
政
法
」
に
集
約
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
⑥
ド
イ
ツ
語
版
第
三
章
「
明
治

憲
法
に
対
す
る
レ
ー
ス
ラ
ー
の
貢
献
」
二
「
明
治
憲
法
の
個
別
問
題
に
対
す
る
レ
ー
ス
ラ
ー
の
貢
献
」
に
は
明
治
憲
法
の
ド
イ
ツ
語
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訳（W
.Roehl,D

ie Japanische V
erfassung ,Frankfurt a.M

.,1963

に
よ
る
）が
含
ま
れ
て
い
る
。
⑦
ド
イ
ツ
語
版
第
三
章
三「
社

会
国
家
の
レ
ー
ス
ラ
ー
の
構
想
」
に
は
「
議
会
制
民
主
主
義
の
限
界
」、「
社
会
的
立
憲
主
義
」、「
社
会
行
政
」
と
い
う
日
本
語
版
第

二
編
第
二
章
三
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
語
版
第
一
編
第
二
章「
ロ
ェ
ス
ラ
ー
の
社
会
法
」第
三
章「
近

代
国
家
の
根
本
問
題
」
が
こ
の
箇
所
で
再
整
理
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

な
お
、
そ
の
後
の
文
献
と
し
て
、A

nna Bartels-Ishikaw
a, H
erm
ann Roesler

：D
okum

ent zu seiner Leben und　

W
erk, D

uncker &
  H
um
blot / Berlin 2006, Schriften zur Rechtsgeschichte. H

eft 136 

が
あ
る
。（
以
下
「A

nna 

Bartels-Ishikaw
a

」
と
す
る
。）
こ
れ
は
、
私
的
な
書
簡
・
家
族
写
真
な
ど
を
含
む
伝
記
的
な
文
献
で
あ
る
が
、『
社
会
行
政
法
』

の
内
容
や
そ
の
学
説
の
後
年
の
行
政
法
学
か
ら
す
る
位
置
づ
け
に
も
簡
潔
に
触
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
は
、
一
八
七
一
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
の
翌
年
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
統

一
的
行
政
法
教
科
書
と
し
て
は
最
も
早
期
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
ド
イ
ツ
で
は
、
統
一
国
家
形
成
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
国

法
学
」
に
関
心
が
集
ま
り
、
行
政
法
に
関
心
が
移
る
の
は
、
自
由
主
義
か
ら
保
護
主
義
へ
の
転
換
、
社
会
保
障
制
度
の
創
設
が
行

わ
れ
た
後
（
一
八
八
一
年
）
か
ら
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。M

ichael Stolleis ,  V
erw
altungsrechtw

issenschaft und 

V
erw
altungslehre 1866

―1914 , D
eutsche V

erw
altungsgeschichte ,Band 

Ⅲ
, 
Ⅱ
.K
apitel,　

S.94ffi  .　

D
eutsche 

V
erlags-A

nstalt.1984.

（
以
下
、
単
にD

eutsche V
erw
altungsgeschichte  

と
し
て
引
用
。）

（
６
）　　

Einleitung

は
五
章
（Cap.

）
二
五
節
（
§
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
節
に
は
表
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
各
章

の
表
題
及
び
江
木
が
緒
論
執
筆
に
際
し
て
特
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
第
一
章
の
節
に
仮
に
表
題
を
つ
け
て
示
す
と
次
の
様
で
あ

る
。
二
章
以
下
に
つ
い
て
は
、
概
観
を
え
る
た
め
、
冒
頭
の
節
と
末
尾
の
節
の
み
の
仮
の
表
題
を
示
し
て
お
く
。

　
　
　

第
一
章　

行
政
法
の
概
念
、
分
類
及
び
源
泉

　
　
　
（
節
区
分
）　

一　

行
政
法
の
定
義
、
二　

社
会
行
政
法
の
意
義
、
三　

国
家
と
社
会
、
四　

人
間
文
化
の
発
展
と
自
然
的
発
展
の
違
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い
、
五　

社
会
行
政
法
の
内
容
、
六　

行
政
法
の
淵
源
、
七　

行
政
法
の
形
式
的
意
味
に
お
け
る
法
源

　
　
　

第
二
章  

法
の
そ
の
他
の
部
門
と
行
政
法
の
区
別  

　
　
　
（
節
区
分
）
八　

私
法
と
行
政
法
〜
一
三　

司
法
と
行
政

　
　
　

第
三
章  

社
会
行
政
の
一
般
的
原
則

　
　
　
（
節
区
分
）
一
四　

行
政
の
形
式
的
一
般
的
原
則
〜
一
八　

社
会
行
政
を
支
配
す
る
そ
の
他
の
法
的
規
律

　
　
　

第
四
章  
行
政
法
の
歴
史
的
発
展
の
概
観　

　
　
　
（
節
区
分
）
一
九　

古
代
・
家
族
と
国
家
〜
二
三　

現
代
・
警
察
と
行
政
の
分
離

　
　
　

第
五
章  

行
政
法
の
学
術
研
究
と
文
献    

　
　
　
（
節
区
分
）二
四　

あ
る
べ
き
行
政
法
の
理
論
・
諸
科
学
の
綜
合
理
論
と
し
て
の
行
政
法
〜
二
五　

行
政
法
の
文
献（
論
述
の
あ
り
方
））

（
７
）　　

当
時
に
お
い
て
、
英
仏
独
法
学
の
一
般
的
特
色
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
穂
積
陳
重
「
英
仏
独
法
学
比
較
論
」（『
法
学
協
会
雑

誌
九
号
、
明
治
一
七
年
）
二
六
頁
以
下
が
あ
る
。

（
８
）　　
『
法
理
学
汎
論
』
上
・
中
（
大
橋
素
六
郎
翻
訳
、
博
聞
社
、
明
治
二
一
年
）
は
、
同
一
内
容
の
も
の
が
、『
警
官
練
習
所
教
科
書

法
理
学
汎
論
』
上
・
中
（
大
橋
素
六
郎
纂
訳
、
博
聞
本
社
、
明
治
一
九
年
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
大
橋
素
六
郎
は
、
明
治

一
八
年
内
務
省
に
設
け
ら
れ
た
警
官
練
習
所
で
同
一
九
年
か
ら
少
な
く
と
も
二
〇
年
ま
で
職
員
と
し
て
『
行
政
法
大
意
』
と
、『
法

理
学
汎
論
』
も
担
当
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
高
橋
雄
犲
『
明
治
警
察
史
研
究
』
第
１
巻
（
令
文
社
、
昭
和
三
五
年
）
七
頁
、

五
三
頁
以
下
、
一
一
七
頁
以
下
、
な
お
本
稿
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
文
献
の
翻
訳
書
と
原
典
の
比
較
対
象
は
行
な
い
え
て

い
な
い
。

（
９
）　　
『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
一
号
は
明
治
一
七
年
三
月
に
発
行
さ
れ
、
そ
の
発
刊
の
趣
旨
を
当
時
の
大
審
院
院
長
玉
乃
世
履
は
、
東
京

大
学
教
員
、
学
生
、
学
士
が
集
ま
っ
て
「
法
律
討
論
協
会
」
を
創
設
し
た
こ
と
、
会
員
の
中
か
ら
の
発
議
で
、
法
律
討
論
会
で
の
論
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説
を
筆
記
し
、
こ
れ
を
会
員
に
頒
布
し
、
後
日
の
参
考
と
し
、
公
に
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
に
論
説
を
付
し
て
印
刷
す
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
を
「
公
序
」
の
中
で
記
し
て
い
る
。
討
論
は
教
員
の
み
で
な
く
、
法
学
士
（
東
大
法
学
部
卒
業
生
）、　

学
生
が
行
う

場
合
も
あ
り
、
ま
た
、
討
論
以
外
の
論
説
も
教
員
だ
け
で
な
く
法
学
士
が
執
筆
し
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
江
木
も
五
号
に
「
慣
習

法
起
源
諸
説
ノ
批
評
」、
一
一
号
、
一
四
号
に
「
公
用
土
地
買
上
規
則
ヲ
論
ズ
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
江
木

は
東
京
大
学
在
学
中
か
ら
、
穂
積
陳
重
に
よ
っ
て
奥
田
義
人
と
共
に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
か
ら
、
卒
業
後
も
、
そ
の
論
考
を
法

学
協
会
雑
誌
に
寄
稿
す
る
だ
け
の
能
力
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
こ
と
は
奥
田
義
人
「
行
政
及
ヒ
司
法
ヲ

論
ス
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
一
二
号
、
明
治
一
八
年
）
四
五
頁
以
下
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
10
）　　

ダ
イ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、『
エ
ー
、
ヴ
ィ
、
ダ
イ
シ
ー
原
著
・
高
田
早
苗
・
梅
若
誠
太
郎
共
訳
英
国
憲
法
論
全
（
早
稲
田
叢
書
）』（
東

京
専
門
学
校
出
版
部
蔵
版
・
明
治
三
二
年
、
復
刻
版
・
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
・
別
巻396

）
が
あ
る
。
な
お
、
同
書
に
は
、

高
田
の
「
英
国
憲
法
」（
東
京
専
門
学
校
蔵
版
・
明
治
三
二
年
）（
行
政
部
を
含
む
）
が
合
綴
さ
れ
て
い
る
。
高
田
早
苗
は
、
明
治

一
五
年
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
理
財
学
科
卒
業
、
東
京
専
門
学
校
（
後
の
早
稲
田
大
学
）
の
創
設
に
寄
与
し
た
。

（
11
）　　

翻
訳
局
訳
述『
仏
蘭
西
法
律
書
』（
印
書
局
、明
治
八
年
）。
冒
頭
に「
例
言
」と
し
て
箕
作
麟
祥
が
同
書
の
構
成
内
容（
憲
法
、民
法
、

訴
訟
法
、商
法
、治
罪
法
、刑
法
）
を
述
べ
て
い
る
。
明
治
八
年
刊
行
の
同
書
は
上
（
憲
法
、民
法
、訴
訟
法
）、下
（
商
法
、治
罪
法
、

刑
法
）の
二
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。同
書
は
明
治
二
〇
年
に
箕
作
麟
祥
訳
、自
由
閣
翻
刻
と
し
て
一
巻
も
の
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
『
性
法
講
義
』（
井
上
操
筆
記
、
明
治
一
四
年
、
復
刻
叢
書
・
法
律
学
篇
二
九
、
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
八
頁
。

同
『
法
律
大
意
講
義
完
』（
加
太
邦
憲
筆
記
、
明
治
一
三
年
、
司
法
省
版
）。「
法
律
大
意
」
は
、
民
法
草
案
の
講
義
を
開
く
に
際
し
、

先
ず
生
徒
に
「
法
律
ノ
大
意
原
因
及
ヒ
其
支
脈
ヲ
了
解
」
さ
せ
る
た
め
に
講
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
凡
例
・
加
太

邦
憲
）。

　
　
　
　

バ
ト
ビ
ー
の
「
仏
国
政
法
理
論
」
は
、
司
法
省
蔵
版
と
し
て
明
治
一
一
年
に
翻
訳
の
一
部
と
し
て
「
出
版
自
由
ノ
部
」
が
ま
ず
刊
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行
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
一
六
年
ま
で
の
間
に
、
全
七
帙
（
冊
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
帙
は
「
大
綱
ヲ
概
論
」
す
る
も
の
と
し
て
、

同
帙
上
で
「
大
意　

公
法
建
国
法
」
と
し
て
「
第
一
章　

国
民
ニ
保
護
シ
タ
ル
権
」「
人
民
同
等
」
等
一
三
項
目
、「
第
二
章
政
府
大

権
」｢

立
法
権｣

三
項
目
、｢

行
政
権｣

二
項
目
等
、「
政
法
」
二
項
目
が
、
第
一
帙
下
に
は
別
巻
と
し
て
「
道
路
」
等
八
項
目
が
、

第
二
帙
以
下
は
「
細
目
ヲ
詳
論
」
す
る
も
の
と
し
て
、
同
帙
上
に
は
「
補
助
学
の
緒
論
」
と
し
て　
「
経
済
学
ノ
原
旨
」
と
「
統
計

学
ノ
要
目
」
が
、
同
帙
下
か
ら
第
七
帙
下
ま
で
に
、「
第
一
編　

公
権　

即
チ
独
立
ノ
権
理
」
と
し
て
「
同
等
権
利
」
等
一
五
項
目
、

「
第
二
編　

憲
法
論
」
と
し
て
「
政
府
属
官
ノ
責
任
」「
三
大
権
ノ
分
立
」
等
八
項
目
、「
第
三
編  

施
政
権
」
と
し
て
「
施
政
上
ノ

地
方
区
域
」
等
二
七
項
目
が
翻
訳
さ
れ
、
別
帙
と
し
て
総
目
録
が
司
法
省
蔵
版
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
（
復
刻
版
・
信
山
社
・
日

本
立
法
資
料
全
集
別
巻651, 652

〜666

・
翻
訳
者
大
井
憲
太
郎
他
五
名
）。
バ
ト
ビ
ー
の
本
書
の
翻
訳
が
司
法
卿
大
木
喬
任
の
命

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
一
一
年
に
翻
訳
の
一
部
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
婆
督
備
氏
仏
国
政
法
理
論　

出
版
自
由
ノ

部　

政
法
理
論
叙
言
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。「
出
版
自
由
ノ
部
」
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
バ
ト
ビ
ー
の
原
書
は
、Batbie , A

nselm
 Polycarpe.,T

raite theorique et pratique du droit public et 

adm
inistratif 1862

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
信
山
社
復
刻
版
及
び
後
掲
井
阪
右
三
『
日
本
行
政
法
大
意
』
上
六
頁
で
は
、T

raite  

du  droit public et  adm
inistratif  

と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
掲
ラ
ー
ト
ゲ
ン
『
行
政
学
講
義
録
』
五
頁
に
は
、「
ア
、
バ
ッ
ト
ヒ
ー

　

公
法
及
行
政
法
理
論

実
用
論
」
と
さ
れ
て
い
る
。
塩
野
「
後
掲
論
文
」　

一
一
頁
注
（
10
）
は
、
内
容
的
に
は
、
バ
ト
ビ
ー
に

よ
る
別
の
著
作
（Precis du cours de droit public et adm

inistatif ,1885

）
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　

な
お
、
明
治
二
二
年
前
の
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
法
、
特
に
公
法
と
私
法
の
区
別
に
関
し
て
は
、
七
戸
克
彦
「
水
法
に
お
け
る

公
法
と
私
法
民
法
に
お
け
る
水
法
関
係
規
定
を
中
心
に
（
一
）」（『
法
学
研
究
』
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
、
第
七
一
巻
一
一
号
、

平
成
一
〇
年
）
一
頁
以
下
、
特
に
四
頁
〜
八
頁
、
参
照
。
七
戸
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
、
ア
ペ
ー
ル
に
よ
る
講
義
録
が
残
存
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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（
12
）　　

井
阪
は
「
我
日
本
明
治
維
新
以
来
ノ
諸
制
度･･･

（
ハ･･･

筆
者
補
）
東
洋
一
般
ノ
風
儀
タ
ル
秘
密
政
治
ノ
習
慣
ニ
シ
テ
凡
ソ
行

政
ノ
組
織
権
限
ノ
類
一
モ
之
ヲ
国
民
ニ
公
布
セ
シ
モ
ノ
ナ
シ
。
出
版
演
説
ノ
規
則
亦
タ
厳
重
ニ
シ
テ
凡
ソ
政
治
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
容

易
ニ
之
ヲ
公
言
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
、
故
ニ
行
政
上
ノ
学
問
ハ
之
ヲ
説
ク
モ
之
ヲ
聴
ク
モ
共
ニ
非
常
ニ
困
難
ナ
リ
キ
。
今
茲
明
治
一
九
年

ハ
立
憲
政
体
ノ
基
礎
已
ニ
成
リ
公
文
式
一
定
シ
官
衙
ノ
官
制
亦
皆
備
リ
共
ニ
勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
国
民
ニ
公
布
セ
ラ
ル
。
於
是
乎
始
テ

日
本
行
政
学
ヲ
講
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
ナ
リ
」（
上
五
頁
）
と
の
観
点
か
ら
、
上
巻
で
は
、
主
と
し
て
日
本
の
国
家
行
政
機
関
及
び
地
方

行
政
組
織
論
を
外
国
の
参
考
例
を
含
め
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
明
治
二
一
年
に
は
、「
凡
ソ
人
政
府
ヲ
戴
ク
カ
為
メ
ニ

各
其
身
ニ
負
フ
所
ノ
義
務
ハ
思
想
ノ
自
由
ヲ
制
限
セ
ラ
レ
身
体
ノ
自
由
ヲ
拘
束
セ
ラ
レ
、
其
財
産
ヲ
取
上
ケ
ラ
ル
ル
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ

ナ
シ
。
然
シ
而
シ
テ
斯
ノ
大
義
務
ヲ
何
ノ
方
法
手
段
ヲ
以
テ
政
府
之
ヲ
収
攬
シ
人
民
其
衝
ニ
當
ル
カ
ヲ
知
シ
メ
ン
ト
ス
。
是
レ
本
編

ノ
主
眼
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
思
想
ノ
自
由
ヲ
制
ス
ル
ハ
宗
教
、
学
制
ノ
範
囲
ニ
属
シ
事
緊
急
ナ
ラ
ス
シ
テ
而
シ
テ
此
編
紙
数
ニ
限
リ
ア

ル
カ
故
ニ
姑
ク
之
ヲ
省
キ
、
身
体
言
論
ノ
自
由
制
限
ヨ
リ
財
産
取
得
上
ニ
関
ス
ル
規
則
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
集
メ
分
テ
八
巻
ト
ナ
シ
、

順
次
ニ
之
ヲ
左
ニ
説
明
ス
」（
下
六
頁
）
と
の
観
点
か
ら
、
平
等
権
、
身
体
の
自
由
、
集
会
・
結
社
、
出
版
、
租
税
、
公
用
土
地
買
上
、

徴
発
、
地
役
、
行
政
裁
判
を
含
む
下
巻
（
外
国
の
参
考
例
を
含
む
）
を
刊
行
し
て
い
る
（
復
刻
版
・
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集

　

別
巻283, 394

）。
バ
ト
ビ
ー
の
著
作
が
「
平
等
」
等
人
権
に
関
す
る
記
述
を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
と
等
の
点
で
も
、
井
阪
の

論
述
は
バ
ト
ビ
ー
の
強
い
影
響
の
下
で
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
井
阪
の
こ
の
著
作
は
出
版
当
時
の
状
況
か
ら
極
め
て
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、井
阪
が
本
書
を
出
版
し
た
と
き
の
地
位
、本
書
が
ど
の
よ
う
な
場
で
用
い
ら
れ
た
の
か
は
、解
明
で
き
な
か
っ

た
。
な
お
、
官
報
三
〇
三
九
号
・
明
治
二
六
年
八
月
一
五
日
に
「
依
願
免
本
官
神
奈
川
県
高
座
郡
郡
長　

井
阪
右
三
」
の
記
録
が
あ

る
。
井
阪
に
つ
い
て
は
、
赤
木
須
留
喜
「
明
治
期
に
お
け
る
内
閣
制
度
と
行
政
制
度
」（『
年
報
行
政
研
究
』
二
七
号
、
一
九
九
二
年
）

七
七
頁
以
下
が
、井
阪
の
い
う
「
人
定
行
政
法
」
を
、立
法
部
の
介
入
を
許
さ
な
い
天
皇
の
「
行
政
大
権
」
の
内
部
構
造
で
あ
る
「
行

政
府
立
法
」
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
理
論
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
塩
野
宏
「
公
法
・
私
法
概
念
の
確
立
」（『
国
家
学
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会
雑
誌
』
八
三
巻
五
・
六
号
、国
家
学
会
八
〇
周
年
記
念
論
集
、一
九
七
〇
年
）、同
所
収
『
行
政
法
研
究
』
第
二
巻
「
公
法
と
私
法
」（
有

斐
閣
、
一
九
八
九
年
）
三
頁
以
下
、
特
に
一
一
頁
注
（
15
）
は
、
井
阪
の
著
書
を
我
が
国
最
初
の
市
販
さ
れ
た
行
政
法
教
科
書
と
し

て
い
る
。
な
お
、
塩
野
は
、
薩
埵
正
邦
『
行
政
法
講
義
』（
明
治
二
二
年
）
も
井
阪
の
著
書
と
共
に
最
初
の
市
販
さ
れ
た
行
政
法
教

科
書
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
注
（
65
）
で
触
れ
る
。

　
　
　
　

井
阪
の
『
日
本
行
政
法
大
意
』
出
版
の
翌
年
、明
治
二
〇
年
に
は
、富
井
政
章
『
仏
国
大
学
法
律
博
士
富
井
政
章
著　

法
学
綱
論
（
時

習
社
）
上
巻
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
富
井
は
、
明
治
七
年
東
京
外
国
語
学
校
入
学
後
、
一
〇
年
フ
ラ
ン
ス
に
私
費
留
学
し
、
一
六

年
法
学
博
士
の
学
位
（
リ
ヨ
ン
大
学
）
を 

取
得
し
て
帰
国
、
一
八
年
東
京
大
学
法
学
部
教
授
と
な
り
、
後
に
京
都
法
政
学
校
（
後

の
立
命
館
大
学
）
校
長
、
和
仏
法
律
学
校
（
後
の
法
政
大
学
）
校
長
と
な
っ
た
。
富
井
は
「
前
掲
書
」
の
中
で
公
法
を
公
益
を
維
持

す
る
た
め
の
法
律
と
し
て
、
立
憲
（
政
府
ヲ
構
成
ス
ル
諸
大
権
ノ
組
織

ニ
其
相
互
ノ
関
係
ヲ
定
ム
ル
法
則
）、
行
政
（
全
国
一
般

ニ
地
方
行
政
ノ
制
度
ヲ
立
テ
行
政
府
ト
人
民
ト
ノ
関
係
ヲ
規
定
）、　

保
安
（
刑
法
、
治
罪
法
）
が
こ
れ
に
属
す
る
と
し
、「
人
間

私
生
ノ
関
係
ヲ
定
ム
ル
法
」
を
私
法
と
し
て
い
る
。
富
井
は
「
行
政
法
学
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
各
民
ヲ
シ
テ
其
行
政
府
ニ
対
ス
ル
権

利
義
務
ノ
何
タ
ル
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
在
リ
」
と
し
て
い
る
。
井
阪
の
『
日
本
行
政
法
大
意
』
下
が
国
民
の
権
利
を
基
準
に
し
て
編
制

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　

行
政
法
分
野
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
の
研
究
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
上
記
バ
ト
ビ
ー
の
翻
訳
や
井
阪
の
著
作
に
も
関

わ
ら
ず
、
織
田
萬
（
明
治
二
五
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
、
同
二
九
年
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
採
用
予
定
の
官
費
留

学
生
と
し
て
仏
独
に
留
学
、
明
治
三
二
年
帰
国
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
、
行
政
法
担
当
。
明
治
三
三
年
『
日
本
行
政
法
論
』）
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
織
田
の
研
究
及
び
そ
の
業
績
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン

ス
行
政
法
の
研
究
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
法
優
勢
の
傾
向
の
中
で
、
十
分
な
発
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
和
田
英
夫
「
織
田
萬
博
士
の
『
日
本
行
政
法
原
理
』」（『
法
律
論
叢
』
六
三
巻
四
・
五
号
二
七
頁
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。
な
お
、
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一
九
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
説
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
兼
子
仁
・
磯
部
力
・
村
上
順
『
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
史
』（
岩

波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
第
一
編
・
序
章
・
第
一
章
、
第
二
編
・
第
一
部
参
照
。

（
13
）　　

D
eutsche V

erw
altungsgeschichte  Bd

Ⅱ
.  S.71　

（
14
）　　

Robert von M
ohl, Encyklopädie der Staatsw

issenschaften. 1859 

フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
佐

藤
功
「
ロ
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
生
涯
と
学
説
」（
一
）　
（
二
）（『
社
会
科
学
研
究
』
四
号
五
三
頁
、
一
九
四
九
年
、
同

二
巻
三
号
八
一
頁
、
一
九
五
〇
年
）
参
照
。
佐
藤
は
、Encyklopädie der Staatsw

issenschaften

を
「
国
家
科
学
大
系
」
と

訳
し
、
こ
の
著
作
は
、
モ
ー
ル
の
国
家
哲
学
の
領
域
に
関
す
る
論
文
の
集
成
で
あ
り
、「
そ
の
学
問
上
の
立
場
に
対
す
る
最
良
の

手
引
き
と
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
四
号
七
五
頁
）。
ま
た
、
諸
学
説
と
の
関
連
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
手
島

孝
「
ド
イ
ツ
行
政
科
学
史
論
」（『
行
政
法
研
究
』
第
四
二
巻
二
〜
三
号
、
一
一
三
頁
、　

特
に
一
三
五
頁
以
下
）
参
照
。
モ
ー

ル
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
近
年
の
総
括
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。H

off m
ann-Riehm

,Schm
itt-

A
ßm
ann,V

oßkuhle,Grundlagen des V
erw
altungsrechts.Bd1.A

ufl .2

（2012

）.§
2
Ⅲ

（Rdn.33

〜
36
）

（
15
）　　

R.von.M
ohl,D

ie Geschichte und Literatur des Staatsw
issenschaften. 1855  S.70

（
16
）　　

R.von M
ohl , D

as  deutsche  Reichsstaatsrecht   1873  Ｓ
. 183

（
17
）　　

加
藤
弘
之
訳
『
国
法
汎
論
』
七
頁
、九
頁
。
本
文
三
一
頁
の
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
翻
訳
引
用
部
分
は
上
記
お
よ
び
江
木
『
行
政
法
』

二
頁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
18
）　　

J.C.Bluntschli, A
llgem

eines  Staatsrecht  4.A
ufl . 1868　

S.3ff . 

参
照
。
ま
た
、
一
九
世
紀
の
反
動
期
に
お
い
て
君
主
の
絶

対
権
が
私
法
理
論
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
公
法
理
論
が
こ
の
理
論
状
況
に
対
立
し
て
主
張
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、D

eutsche 

V
erw
altungsgeschichte Bd

Ⅱ
S.72 

参
照
。
モ
ー
ル
も
君
主
の
絶
対
権
を
私
法
理
論
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ

た
。
な
お
、　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
法
学
方
法
論
の
提
唱
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
るC.F.Gerber

も
君
主
権
の
公
法
に
よ
る
制
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約
を
認
め
、
詳
細
な
理
由
付
け
を
も
っ
て
君
主
権
の
私
法
的
な
位
置
づ
け
を
排
除
し
て
い
る
。C.F.Gerber,  Ü

ber öff entliche 

Rechte. 1852 S.53f.  

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
公
法
概
念
」
の
成
立
と
そ
の
わ
が
国
に
お
け
る
継
受
に
つ
い
て
は
、
別
途
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
公
法
概
念
」
の
成
立
と
日
本
に
お
け
る
「
公
法
概
念
の
成
立
」
の
差
異
に
つ
い
て
は
、

塩
野
「
前
掲
論
文
」（「
公
法
と
私
法
」
二
〇
頁
）
参
照
。
ま
た
、
塩
野
は
、
ゲ
ル
バ
ー
の
学
説
は
日
本
の
公
法
学
草
創
の
時
代
に
は
、

「
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
塩
野
「
前
掲
論
文
」（「
公
法
と
私
法
」
二
五
頁
）
注

（
44
）
参
照
。

（
19
）　　

aaO
.S.5

〜6.

（
20
）　　

R.vonM
ohl , D

ie Geschichte und Literatur des Staatsw
issenschaften. 1855  S.70

（
21
）　　

aaO
. S.109

（
22
）　　

R.von M
ohl , D

as  deutsche  Reichsstaatsrecht   1873  Ｓ

．183

（
23
）　　

J.C.Bluntschli, A
llgem

eines  Staatsrecht  4.A
ufl . 1868　

S.7.　

J.C.Bluntschli, 　

Ü
ber die neuen Begründungen 

der Gesellschaft und des Gesellschaftsrechts. in "K
ritische Ü

berschau der duetschen Gesetzgebung und 

Rechtsw
issenschaft "  von A

rndts,　

Bluntschli,    Poezl.  Ⅲ
.Bd 1856 ,S229ff .  bes.  S.265. 

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
は
、
上

記
論
文
の
中
で
、
フ
ォ
ン
・ 

モ
ー
ル
の
社
会
概
念
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
検
討
し
（S.247ff 

）、
結
論
と
し
て
公
法
と
私
法
以
外
に
社  

会
法
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
（S.265

）。

（
24
）　　

J.C.Bluntschli, Gesellschaft und Gesellschaftsw
issenschafts. in "Bluntschli ' s Staatsw

örterbuch in drei Bände"  

von D
r.Loening , Ⅱ

 Band. 1876. S33ff .  

（
25
）　　

R.von M
ohl , Encyklopädie　

der Staatsw
issenschaften.1859　

S28.

（
26
）　　

R.von M
ohl , D

as  deutsche  Reichsstaatsrecht   1873  Ｓ

．183
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（
27
）　　

ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
の
「
社
会
」
現
象
に
関
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
、
上
記
注
（
23
）、（
24
）
参
照
。
フ
ォ
ン
・
モ
ー
ル
の
「
社

会
」
現
象
の
考
察
に
つ
い
て
は
、R.v.M

ohl, D
ie Staatsw

issenschaft und die Gesellschaftsw
issenschaften in " D

ie 

Geschichte  und Literatur des　

Staatsw
issenschaften. Erster Band. 1855. Erlangen. V

erlag von Ferdinand 

Enke. S.67ff .

参
照
。

（
28
）　　

C.F.Gerber,aa0.S.51. Bluntschli A
llgem

eines Staatsrecht 4.aufl . 1868  1Band ,S.5.

（
29
）　　

松
本
烝
治
『
日
本
会
社
法
論
』
巌
松
堂
書
店
、
昭
和
四
年
）
一
〇
五
頁
以
下
。

（
30
）　　

斯
波
淳
六
郎
『
行
政
法
原
理
』（
東
京
法
学
院
、
明
治
二
四
年
）
一
一
三
頁
以
下
（
会
社
ニ
関
ス
ル
行
政
）。
レ
ー
ス
ラ
ー
も
、

Privat Corporation 
（Genossenschaften

）Genossenschaften m
it unbeschränkter H

aftung  

とGenossenschaften 

m
it beschränkter H

aftung 

と
い
う
項
目
を
設
け
て
い
る
。H

.Roesler.D
eusches V

erw
altungsrecht. Ⅰ

.Bd. Soziale 

V
erw
altungsrecht　

1. A
btheilung Erstes　

Buch. Personenrecht. T
itel 

Ⅲ
. D
ie Juristischen Personen. Cap.3. 

Ⅱ
.2.3.

。

（
31
）　　

本
多
康
直
・
今
村
信
行
共
著
『
民
事
訴
訟
法
註
解
』（
博
聞
社
蔵
版
、
明
治
二
三
年
）
六
頁
。
本
多
と
今
村
は
、
共
に
明
治
一
七

年
司
法
省
内
に
設
け
ら
れ
た
「
訴
訟
規
則
取
調
委
員
」
で
あ
り
、
明
治
一
六
年
内
閣
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
テ
ッ
ヒ
ョ

ウ  Eduard H
errm

m
an Robert T

echow
が
明
治
一
九
年
に
作
成
し
た
「
日
本
民
事
訴
訟
法
草
案
」
の
翻
訳
者
で
あ
り
、
草
案

の
審
議
に
参
加
し
、
紆
余
曲
折
を
経
て
テ
ッ
ヒ
ョ
ウ
二
次
案
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
明
治
二
三
年
民
事
訴
訟
法
に
精
通
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
』（
有
斐
閣
、二
〇
〇
四
年
）
六
〇
頁
、九
三
頁
参
照
。

前
記
（
27
頁
）
の
よ
う
に
ホ
ル
ラ
ン
ド
も
民
事
訴
訟
法
を
公
法
と
し
て
い
る
。
な
お
、
第
二
次
大
戦
後
の
民
事
訴
訟
法
公
法
説
に
つ

い
て
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。
兼
子
一
「
民
事
訴
訟
の
出
発
点
に
立
返
っ
て
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
六
五
巻
第
二
号
、
昭
和
二
二

年
）・
同
『
民
事
法
研
究
Ⅰ
』（
酒
井
書
店
、
一
九
五
〇
年
）
四
七
五
頁
。
民
事
訴
訟
法
を
民
事
上
の
権
利
義
務
の
実
行
の
た
め
の
制
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度
と
み
る
考
え
か
た
に
つ
い
て
は
、
富
井
「
前
掲
」
五
三
頁
以
下
。

（
32
）　　

A
nna Bartels-Ishikaw

a S43

は
、レ
ー
ス
ラ
ー
は
行
政
法
に
つ
い
て
公
法
と
私
法
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
、と
し
て
い
る
。

ジ
ー
メ
ス｢

前
掲
書｣

日
本
語
版
三
五
頁
、
ド
イ
ツ
語
版
二
六
頁
は｢

社
会
法
の
具
体
化
で
あ
る
行
政
法
は
、
国
法
と
区
別
さ
れ
た

公
法
の
固
有
の
分
野
を
形
成
す
る
。｣

と
し
て
い
る
。

（
33
）　　

江
木
は
、
国
家
法
が
社
会
法
に
干
渉
で
き
な
い
例
と
し
て
、
一
国
で
の
婚
姻
要
件
に
該
当
し
な
い
婚
姻
で
あ
っ
て
も
、
他
の
国
で

適
式
に
婚
姻
す
れ
ば
、
当
該
の
婚
姻
は
無
効
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
万
国
私
法
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
（
上
記

一
三
頁
）。
し
か
し
、
既
に
、
明
治
六
年
太
政
官
布
告
一
〇
三
号
は｢

外
国
ニ
於
テ
日
本
人
外
国
人
ト
婚
嫁
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
其
国

又
ハ
其
近
国
ニ
在
留
ノ
日
本
公
使
又
ハ
領
事
館
ニ
願
出
許
可
ヲ
乞
フ
ヘ
シ｣

と
し
、
江
木
の
考
え
か
た
に
必
ず
し
も
適
合
し
な
い
内

容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
三
年
法
律
九
七
号｢

法
例｣

第
三
条
は｢

人
ノ
身
分
及
ヒ
能
力
ハ
其
本
国
法
ニ
従
フ｣

と
し
、

明
治
二
三
法
律
九
八
号
民
法
人
事
篇
第
五
二
条
は｢

日
本
ニ
於
テ
外
国
人
ガ
婚
姻
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
能
力
ハ
本
国
ノ
法
律

ニ
従
フ｣

と
定
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
藤
悌
治
講
義
『
国
際
私
法
』（
明
治
二
三
年
東
京
法
学
院
・
恩
田
熊
壽
郎
編
輯
明
治
二
五

年
度
第
三
年
級
講
義
録
・

田
欽
太
郎
編
輯
）
は
英
国
の
判
例
を
基
礎
に
し
て
検
討
し
、｢

婚
姻
ノ
要
素
ハ
婚
姻
者
ノ
住
居
地
ニ
依

リ
其
ノ
方
式
ハ
挙
行
地
ノ
法
律
ニ
依
ル｣
（
八
〇
頁
）
と
し
て
い
る
ま
た
、板
垣
不
二
男
『
国
際
私
法
』（
明
治
三
〇
年
、明
法
堂
）（
裁

判
官
・
大
正
二
年
五
月
よ
り
大
審
院
判
事
、
明
治
二
五
年
よ
り
三
六
年
明
治
法
律
学
校
講
師
）
一
〇
七
頁
は
、
国
際
私
法
の
準
拠
法

に
つ
い
て
諸
説
を
紹
介
分
析
し
、
従
来
我
が
国
で
は
、
婚
姻
の
有
効
要
件
に
つ
き
、
住
所
地
法
主
義
（
属
地
主
義
と
も
い
う
）
を
と

る
か
、
本
国
法
主
義
（
属
人
主
義
と
も
い
う
）
を
と
る
か
は
明
確
で
は
な
く
、
英
法
学
者
は
住
所
地
法
主
義
を
と
り
、
仏
、
伊
、
独

法
学
者
は
本
国
主
義
を
と
り
対
立
し
て
い
た
が
、
明
治
二
三
年｢
法
例｣

第
三
条
は
本
国
法
主
義
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
一
年
法
律
一
〇
号｢

法
例｣

（
明
治
二
三
年
法
律
九
七
号｢

法
例｣

を
廃
止
）
一
三
条
一
項
は
、｢

婚

姻
成
立
ノ
要
件
ハ
各
当
事
者
ニ
付
キ
其
本
国
法
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
定
ム｣
と
し
て
、
本
国
主
義
（
属
人
主
義
）
の
立
場
を
よ
り
明
確
に
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し
た
。
梅
健
次
郎
『
民
法
要
義
』｢

巻
之
四
親
族
編｣

（
明
治
三
二
年
初
版
、
和
仏
法
律
学
校
）
一
一
二
頁
以
下
は
、｢

国
際
私
法
ニ

於
テ
ハ
婚
姻
ニ
関
ス
ル
実
質
上
ノ
要
件
ニ
付
テ
ハ
原
則
ト
シ
テ
各
当
事
者
ノ
本
国
法
ニ
依
リ･･･

是
レ
今
日
ニ
於
テ
ハ
各
国
殆
ト
其

揆
ヲ
一
ニ
ス
ル
所
ナ
リ｣

と
し
て
い
る
。
板
垣｢

前
掲｣

一
〇
六
頁
は
、
本
国
法
主
義
は
、
一
八
七
四
年
ス
イ
ス
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の

万
国
公
法
会
で
決
議
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
な
お
、
中
村
進
午
『
国
際
私
法
講
義　

完
』（
明
治
三
〇
年
、
司
法
省
指
定
私

立
明
治
法
律
学
校
講
法
会
出
版
）
二
三
一
頁
以
下
参
照
。

　
　
　
　

こ
う
し
て
み
る
と
、
江
木
が
行
政
法
講
義
を
し
た
明
治
一
八
年
〜
二
〇
年
に
お
い
て
、
国
際
私
法
上
の
婚
姻
成
立
の
実
質
要
件
つ

き
に
住
所
地
法
主
義
を
と
る
か
本
国
主
義
を
と
る
か
、
学
説
上
争
い
あ
っ
た
に
せ
よ
、
住
所
地
法
主
義
が
唯
一
不
動
社
会
の
法
則
で

あ
る
と
は
言
い
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

な
お
、
現
行
家
族
法
の
下
の
国
際
結
婚
に
つ
い
て
江
川
英
文
『
法
律
学
演
習
講
座･

国
際
私
法
』（
青
林
書
院
、
一
九
五
五
年
）

二
一
七
頁
以
下
参
照
。
江
川
は
、
国
際
私
法
上
国
際
結
婚
に
お
け
る
婚
姻
の
実
質
的
成
立
要
件
の
準
拠
法
に
は
、
婚
姻
挙
行
地
法
主

義
（
板
垣
の
い
う
住
所
地
主
義
）
と
属
人
主
義
（
板
垣
の
い
う
本
国
法
主
義
）
が
あ
る
が
、
属
人
法
主
義
を
と
る
国
の
方
が
多
い
、

婚
姻
挙
行
地
法
主
義
を
と
る
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
条
約
（
一
八
八
七
年
）
も
あ
る
が
、
婚
姻
に
関
す
る
ハ
ー
グ
条
約
（
一
九
〇
二
年
）
は

属
人
法
主
義
を
と
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

（
34
）　　

H
.Roesler,　

Ü
ber　

die Gesetzm
aessigkeit der volksw

irtschaftlichen Erscheinungen,A
nnalen des deutschen 

Reiches für Gesetzgebung ,V
erw
altung und Statistik , 1875　

S.396  §
53

（
35
）　　

H
.Roesler, D

ie alte und neue N
ationaloekonom

ie , Zeitschrift für das Privat- öff entliche Recht  1876 D
ritter  

Band , S450

（
36
）　　

H
.Roesler, aaO

.S.437.

ま
た
、
ジ
ー
メ
ス
「
前
掲
書
」（
日
本
語
版
五
五
頁
）、（
ド
イ
ツ
語
版
一
二
七
頁
）
参
照
。
レ
ー
ス
ラ
ー

は
、
伊
藤
博
文
、
井
上
毅
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
明
治
二
〇
年
四
月
三
〇
日
に
井
上
に｢

日
本
帝
国
憲
法
草
案｣

を
提
出
し
て
い
る
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が
、
そ
の
第
二
二
条
に
は
、｢

撰
挙
人
名
簿
ニ
記
載
シ
タ
ル
独
立
不
羈
ノ
日
本
人
ニ
シ
テ
二
十
五
歳
ニ
満
チ
国
家
ニ
直
税
ヲ
納
メ
撰

挙
法
ニ
掲
ケ
タ
ル
不
能
力
ノ
理
由
ヲ
全
ク
有
セ
サ
ル
者
ハ
皆
撰
挙
権
及
被
撰
挙
権
ヲ
有
ス｣

と
し
、
さ
ら
に
井
上
の
質
問
に
応
え
た

六
月
四
日
の
答
義
に
は
、｢

多
額
ノ
財
産
上
ノ
制
限
選
挙
ヲ
斥
ケ
参
政
権
ヲ
下
等
社
会
ニ
拡
張
シ
テ
以
テ
君
主
制
ヲ
鞏
固
ナ
ラ
シ
メ

｣
る
こ
と
を
提
案
し
、
完
全
な
普
通
選
挙
を
提
案
し
て
い
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
か
な
り
そ
れ
に
近
い
選
挙
制
度
を
提
案

し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
下
巻
（
昭
和
三
七
年
、
有
斐
閣
）
参
照
。
憲
法
草
案
に
つ
い

て
は
一
〇
四
頁
以
下
、
特
に
一
〇
八
頁
、
答
議
に
つ
い
て
は
一
四
二
頁
以
下
、
特
に
一
四
六
頁
。A

nna Bartels-Ishikaw
a ,oben 

genannte S89. 
は
、
一
般
普
通
選
挙
権
を
提
案
し
た
と
し
て
い
る
。

（
37
）　　

一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
い
た
る
選
挙
制
度
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
美
濃
部
達
吉
『
選
挙
法
大
意
』（
三
省
堂
書
店
、
大

正
三
年
）
参
照
。
美
濃
部
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
の
選
挙
が
普
通
選
挙
に
よ
る
べ
き
こ
と
は
、
一
八
四
九
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

国
民
議
会
以
来
の
既
成
の
事
実
で
あ
り
、
一
八
六
七
年
の
北
ド
イ
ツ
連
盟
憲
法
及
び
一
八
七
一
年
成
立
の
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け

る
帝
国
議
会
も
普
通
選
挙
制
度
を
採
用
し
た
、
と
し
て
い
る
（
同
著
一
七
六
頁
以
下
）。
レ
ー
ス
ラ
ー
に
先
立
つ
モ
ー
ル
が
普
通

選
挙
制
度
に
反
対
し
、
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
ー
も
普
通
選
挙
制
度
に
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、D

eutsche 

V
erw
altungsgeschichte Bd.Ⅱ

S.70f. 
参
照
。

（
38
）　　

法
律
進
化
論
と
優
勝
劣
敗
の
理
論
を
一
般
的
に
概
観
す
る
も
の
と
し
て
は
、
穂
積
重
行
「
比
較
法
と
穂
積
陳
重
」（『
比
較
法
学
』

二
一
巻
一
号
、
早
稲
田
大
学
、
昭
和
六
一
年
）
一
五
九
頁
以
下
参
照
。

（
39
）　　

加
藤
弘
之
『
人
権
新
説　

全
』（
谷
山
楼
蔵
版
、
明
治
一
五
年
）
九
三
頁
以
下
参
照
。 

（
40
）　　

穂
積
陳
重「
原
力
論
断
片
三　

強
力
説
」（
法
律
進
化
論
叢
第
三
冊『
慣
習
と
法
律
』、岩
波
書
店
、大
正
四
年
）二
四
三
頁
、二
六
五
頁
。

こ
の
論
文
は
上
記
第
三
冊
編
集
当
時
（
昭
和
四
年
）「
別
綴
に
し
て
あ
っ
た
草
稿
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
た
め
（
穂
積
重
遠
「
は

し
が
き
」
四
頁
）、
ど
の
時
期
に
穂
積
が
見
解
を
変
更
し
た
の
は
不
明
で
あ
る
。
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な
お
、穂
積
陳
重
は
「
法
律
進
化
主
義
」
と
し
て
『
法
学
協
会
雑
誌
』
に
論
文
を
連
載
し
（
二
七
号
、二
九
号
、三
一
号
、三
二
号
・

明
治
一
九
年
と
思
わ
れ
る
）、
三
二
号
の
末
尾
に
は
「
次
ニ･･･

進
化
主
義
ノ
法
理
論
ヲ
略
述
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
い
る
が
、
現
時
点

に
お
い
て
筆
者
は
、
法
学
協
会
雑
誌
上
に
そ
の
続
き
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
穂
積
は
、
後
年
明
治
二
二
年

に「
法
律
学
ノ
一
大
革
命
」（『
法
学
協
会
雑
誌
』六
〇
号
）を
発
表
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
こ
の
論
文
が
、「
進
化
主
義
ノ
法
理
論（
の
）

略
述
」
に
相
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
論
文
で
穂
積
は
、
法
律
学
も
進
化
法
律
学
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

概
ね
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
理
科
の
諸
科
学
は
進
化
の
法
則
に
よ
っ
て
学
問
的
基
礎
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。
法
律
学
が
そ
の
一
部
を
な
す
社
会
学
も
生
物

学
の
一
部
で
あ
り
進
化
法
則
に
支
配
さ
れ
、
社
会
の
事
象
は
生
存
競
争
自
然
淘
汰
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
法
律
学
も
理
科
の
諸
科
学

の
研
究
方
法
に
倣
い
、
こ
れ
ら
諸
科
学
の
原
則
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
真
正
の
学
問
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
将
来
の

法
律
学
は
進
化
主
義
の
法
律
学
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
然
法
主
義
の
法
律
学
は
死
滅
が
近
い
。
法
律
の
原
理
を
極
め
る
た
め
に

は
、
自
然
法
や
正
義
論
に
よ
る
こ
と
な
く
、
古
今
東
西
の
法
律
の
事
実
を
集
め
分
類
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
事
実
に
共
通
す
る
普

遍
的
現
象
を
発
見
す
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
理
科
諸
科
学
の
研
究
方
法
は
多
く
の
事
実
か
ら
一
定
の
原
則
を
導
き
出
す
こ

と
に
あ
る
。
法
律
学
を
含
む
社
会
諸
科
学
の
研
究
方
法
も
他
の
理
科
諸
科
学
の
方
法
と
異
な
る
べ
き
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
社
会
は

最
も
複
雑
な
組
織
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
原
則
を
発
見
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
の
中
に
必
ず
不
動
の
一
定
の
原
理
が
あ
る
こ
と

は
疑
う
余
地
が
な
い
。
各
国
の
法
律
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
り
、
複
雑
極
ま
り
な
い
が
、
そ
の
中
に
過
去
現
在
を
通
じ
て
変
化
し
な

い
全
て
の
国
を
通
し
て
不
動
の
恒
久
的
規
則
が
あ
り
、
こ
れ
が
ベ
ー
コ
ン
の
い
う
「
法
の
法
」
で
あ
る
。
将
来
の
法
学
者
は
観
察
経

験
・
論
理
を
以
て
こ
の
「
法
の
法
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
本
来
の
任
務
で
あ
る
」。
こ
の
論
文
は
学
問
方
法
的
な
進
化
論
で
あ
り
、

優
勝
劣
敗
的
進
化
論
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
い
ず
れ
に
せ
よ
、
江
木
が
行
政
法
を
書
い
た
時
期
と
は
ず
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

な
お
、
古
賀
勝
次
郎
「
比
較
社
会
思
想
史
研
究
（
三
）
―
穂
積
陳
重
と
法
律
進
化
論
―
」（『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
』
第
三
〇
号
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一
頁
、
昭
和
六
〇
年
）
は
、
穂
積
が
生
物
学
と
法
律
学
と
の
間
に
お
い
て
厳
密
性
と
蓋
然
性
に
お
い
て
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
に
違

い
な
い
と
考
え
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

事
実
関
係
を
分
析
し
て
、
そ
の
事
実
関
係
の
中
に
妥
当
す
る
法
則
を
発
見
す
る
と
い
う
方
法
と
、
生
物
が
次
第
に
変
化
し
て
違
っ

た
性
質
を
も
つ
生
物
に
な
る
、
そ
の
際
自
然
環
境
に
適
応
し
て
変
化
が
生
じ
る
と
い
う
意
味
で
の
進
化
と
は
、
同
一
で
は
な
い
が
、

穂
積
に
お
い
て
そ
の
差
異
自
体
の
認
識
が
十
分
で
あ
っ
た
か
は
、
今
日
の
観
点
か
ら
す
る
と
明
確
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

そ
の
分
析
は
今
後
の
こ
と
で
あ
る
。

（
41
）　　

前
掲D

eutsche V
erw
altungsgeschichte Bd.Ⅲ

,S.94

（
42
）　　

前
掲
ジ
ー
メ
ス
「
日
本
語
版
」
一
八
二
頁
、「
ド
イ
ツ
語
版
」
一
三
〇
頁
。
レ
ー
ス
ラ
ー
の
行
政
法
理
論
の
位
置
づ
け
に

つ
い
て
、D

eutsche V
erw
altungsgeschichte Bd.Ⅲ

,S92. 

参
照
。
ま
た
、　

手
島｢

前
掲
論
文
」
一
六
四
頁
参
照
。
手

島
、B

odo D
ennew

itz,D
ie  System

e des V
erw
altungsrechts:E

in B
eitrag zur G

eschichte der m
odernen 

V
erw
altungsw

issenschaft, 1948,S.102-104

に
よ
り
つ
つ
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
行
政
法
論
に
積
極
的
評
価
を
与
え
て
い
な
い
。
江

木
が
ど
の
よ
う
な
契
機
か
ら
、
レ
ー
ス
ラ
ー
の
行
政
法
理
論
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
、
江
木
本
人
が
具
体
的
に
触
れ
る

と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
明
確
で
な
い
が
、
明
治
一
五
年
に
東
京
大
学
文
学
部
に
着
任
し
「
政
治
学
」
を
講
義
し
た
ラ
ー
ト
ゲ
ン
が
、

明
治
一
八
年
か
ら
独
逸
学
協
会
で
開
始
し
た
「
行
政
学
講
義
」
の
冒
頭
で
レ
ー
ス
ラ
ー
の
『
社
会
行
政
法
』
を
重
要
文
献
と
し
て
挙

げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
ラ
ー
ト
ゲ
ン
講
述
『
行
政
学
講
義
録
』、
明
治
一
八
年
、
五
頁
）。

　
　
　
　

ド
イ
ツ
行
政
法
に
お
け
る
そ
の
後
の
「
社
会
法
」
の
取
り
扱
い
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
別
途
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
行
政
の
発
展
に
つ
い
て
は
、H

ansjoachim
 H
enning , A

ufbau  der  Sozialverw
altung.  

D
eutsche V

erw
altungsgeschichte. Band Ⅲ

  Ⅳ
.K
apitel  §

 4. S275ff . 

参
照
。

（
43
）　　
『
虞
氏
英
国
行
政
法
講
義
』
の
目
次
に
は
、
本
文
記
載
の
第
一
章
、
第
二
章
の
他
に
、
第
三
章
と
し
て
「
行
政
ノ
監
督
」、
各
論
と
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し
て
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
各
省
に
倣
っ
て
「
外
交
事
務
ノ
行
政
」
を
含
む
一
一
章
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、「
講
述
」
に
は
記
録

さ
れ
て
い
な
い
。

（
44
）　　

グ
ナ
イ
ス
ト
に
は
、D

as  Englische V
erw
altungsrecht  m

it Einschluss des  H
eeres, der Gerichte  und der 

K
irche  geschichtlich und system

atisch, 1867,  Berlin, V
erlag von Julius　

Springer.  

と
い
う
著
作
も
あ
る
が
、
江
木

は
、「
一
八
八
四
年
伯
林
原
版
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
上
記
著
書
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
45
）　　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
原
文
（S.127

）
は
「
法
律
に
あ
ら
か
じ
め
留
保
さ
れ
た
命
令
・
単
な
る
執
行
の
限
界
を
し
ば
し
ば
意
図
的

に
越
え
て
、
ま
た
授
権
条
項
（em

pow
ering clauses

）
の
制
度
に
よ
っ
て
、（
法
律
を
）
越
え
た
、
法
律
を
改
正
す
る
効
果
を
も

ち
う
る
命
令
」（im

 Gesetz selbst vorbehaltene V
erordnungen, die über  die Grenzen einer blossen A

usführung 

oft absichtlich　

nach dem
 System

 der Erm
ächtigungscluseln 

（em
pow
ering clauses

） auch eine  transcendente, 

gesetzabändernde W
irkung üben können 

）
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、「
汎
論
」
中
の
こ
れ
に
関
す
る
事
例
は
、
大
幅
に

原
文
と
異
な
っ
て
い
る
。

（
46
）　　

原
文
で
は
、「
委
任
は
次
の
三
段
階
で
行
わ
れ
る
」
と
さ
れ
、「
⑴General Regulation, W

arrants ,  O
rder ,  Rule u.a

の

名
称
で
行
わ
れ
る
大
臣
又
は
中
央
官
庁
の
規
律
（Regurativrecht　

der M
inistterien

）、
⑵
治
安
判
事
一
般
裁
判
所
又
は
特
別

裁
判
所
並
び
に
「
州
内
軍
務
副
官
」（D

eputy  Lieutenants

（
江
木
訳
））
が
地
方
的
法
規
（byelaw

）
の
名
称
の
下
で
定
め
る

地
域
的
規
定
（Bezirksverordnungsrecht

）、
⑶
都
市
及
び
農
村
地
帯
の
地
域
的
官
庁
並
び
に
種
々
の
公
的
団
体
の
地
方
的
法

規
の
名
称
に
よ
る
地
方
的
規
律
（Localverordnungsrecht
）、
と
さ
れ
て
い
る
。
省
令D

epartm
ents ordnung 

は｢

大
臣
の

発
す
る
命
令｣

と
い
う
べ
き
か
。
ま
た
、第
二
「
州
令
」
に
つ
い
て
江
木
は
「General Session

」「Special Session

」
を
「
総
令
」

「
特
令
」
と
訳
し
て
い
る
が
、Session

は
治
安
判
事
が
開
催
す
る
会
議
の
こ
と
で
あ
り
、
江
木
の
訳
は
適
切
で
な
い
。

（
47
）　　

江
木
は
「
枢
密
院
令
、
若
ク
ハ
諸
大
臣
ノ
協
議
ヲ
経
タ
ル
勅
令
即
チ
君
主
ノ
達
令
」
と
し
「
枢
密
院
令
」
と
「
諸
大
臣
ノ
協
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議
ヲ
経
タ
ル
勅
令
即
チ
君
主
ノ
達
令
」
を
並
列
し
て
い
る
が
、「
枢
密
院
令
」
と
「
諸
大
臣
ノ
協
議
ヲ
経
タ
ル
勅
令
」
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
原
文
は
、「also dem

 königlichen V
erordnungsrecht unter M

itw
irkung des 

Gesam
m
tm
inisterium

 vorbehalten

」
と
な
っ
て
い
る
。

（
48
）　　

こ
の
部
分
に
関
す
る
原
文
の
要
旨
は
、「
大
蔵
大
臣
の
他
の
官
省
に
対
す
る
監
督
権
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
大
蔵
省

に
お
か
れ
るJunior Lord

（
江
木
訳
「
輔
官
」）
と
総
理
大
臣
が
他
の
官
省
に
対
す
る
監
督
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
際
、

そ
の
監
督
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
規
定
に
関
し
て
行
わ
れ
る
。」と
す
る
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、江
木
の
記
述
と
の
関
係
に
お
い
て
、

な
お
検
討
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。
な
お
、
こ
のJunior Lord

と
総
理
大
臣
に
関
す
る
「
財
政
行
政
上
ノ
達
令
」
に
大
臣
権
限

に
競
合
が
生
じ
る
場
合
の
記
述
が
あ
る
。　

（
49
）　　

旧
法
と
新
法
と
の
間
の
整
理
統
合Consolidierung

は
、
各
法
律
毎
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
11
分
野
（
英
国
の
中
央
行
政

官
庁
の
種
類
）
へ
の
編
制
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
発
案
に
係
る
も
の
か
は
、
明
確
で
な
い
。
原

文
一
四
〇
頁
で
は
、M
öglichkeit  einer  Consoridation  

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
発
案
で
は
な
い
か
と

も
思
わ
れ
る
。

（
50
）　　

こ
の
部
分
の
記
述
は
、
各
項
目
毎
に
原
文
と
の
対
比
照
合
を
行
う
必
要
が
高
い
。

（
51
）　　

こ
の
部
分
の
江
木
の
講
述
は
、「
上
下
両
院
ハ
君
主
ニ
対
シ
テ
献
替
賛
相
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
為
シ
、
君
主
ノ
措
置
其
当
ヲ
得
サ

ル
時
ハ
誠
忠
ヲ
以
テ
之
ニ
反
対
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
仍
ホ
訓
令
ニ
応
シ
テ

0

0

0

0

0

0

自（

傍

点

筆

者

）

ラ
其
行
政
ヲ
掌
ル
ヘ
キ
責
任
ア
リ
」

と
す
る
な
ど
、
原
文
以
上
に
君
主
の
側
に
立
っ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
注
意
を
要
す
る
。
原
文S.172f

は
次
の
様
に
な
っ
て
い

る
。D

er hohe H
of des Parlam

ents･･･ist zugleich der höchst berathende K
örper des Reichs. D

iese A
uff asung 

entspricht  durchaus dem
 historischen Gange der Entstehung des englischen Parlam

ents: noch heute  w
erden 

die beiden H
aeser nach der W

ortfassung Ladung ad consulendum
 berufen m

it der　

Pfl icht , ihren Raht zu 
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vertheilen. A
us diesem

 Gesichtspunkt nennt sich auch die O
pposition " Ihrer M

ajestaet getreue O
pposition ", 

eben deshalb gilt sie als politisch verpfl ichtet ,nicht bloss zu　

w
iedersprechen , sondern auf V

erlangen selbst 

die V
erw
altung zu übernehm

en.  

江
木
は
「auf V

erlangen

」
を
「
訓
令
に
応
じ
て
」
と
訳
し
て
い
る
が
、auf V

erlangen

は
国
王
の
「
組
閣
の
求
め
に
応
じ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、「「
訓
令
ニ
応
シ
テ
」
其
行
政
ヲ
掌
ル
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
と

思
わ
れ
る
。

（
52
）　　
『
ラ
ー
ト
ゲ
ン
講
述
・
季
家
隆
介
・
山
崎
哲
蔵
訳
述　

政
治
学　

一
名
国
家
学
』上
、凡
例
一
頁
。も
っ
と
も
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の「
政
治
学
」

が
『
ラ
ー
ト
ゲ
ン
講
述
・
季
家
隆
介
・
山
崎
哲
蔵
訳
述　

政
治
学　

一
名
国
家
学
』（
上
・
中
・
下
、
明
法
堂
、
復
刻
版
・
信
山
社
・

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻398

）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
五
年
か
ら
二
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、「
毎
年
其
稿
を
改
竄
修

補･･･

年
処
を
経
る
に
従
て
愈
完
備
に
進
」
ん
だ
と
さ
れ
て
お
り
（
石
塚
英
蔵
「
序
」
三
頁
）、
英
国
の
制
度
に
つ
い
て
も
、
当
初

か
ら
完
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
実
で
な
い
。
し
か
し
、
基
本
的
構
想
に
変
更
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
53
）　　
『
東
京
大
学
年
報
』第
二
巻（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
三
年
）「
内
外
教
授
教
師
等
申
報
概
要
」二
三
四
頁
以
下「
国
法
学
、政
治
学
、

統
計
学
教
師
ラ
ー
ト
ゲ
ン
申
報
」。

（
54
）　　

ラ
ー
ト
ゲ
ン
が
独
逸
学
協
会
で
行
っ
た
「
行
政
学
講
義
」
の
内
容
と
東
京
大
学
で
行
っ
た
「
行
政
学
講
義
」
の
内
容
は
、
非
常
に

良
く
似
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
勝
田
有
恒　
「
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
『
行
政
学
講
義
録
』
―
ド
イ
ツ
型
官
治

主
義
の
導
入
―
」（
手
塚
豊
教
授
退
職
記
念
論
文
集
『
明
治
法
制
史
政
治
史
の
諸
問
題
』、慶
応
通
信
、昭
和
五
二
年
）
一
三
七
頁
参
照
。

東
京
大
学
で
行
わ
れ
た
講
義
の
記
録
に
つ
い
て
は
、勝
田「
前
掲
論
文
」一
五
八
頁
注（
35
）。
勝
田「
前
掲
論
文
」（
同
所
）で
は
、ラ
ー

ト
ゲ
ン
は
大
学
で
「
行
政
法
」
も
講
義
し
、
そ
の
講
義
録
が
「
織
田
一
補
纂
輯
「
行
政
法
講
義
」
大
阪
攻
法
会
」
と
し
て
残
っ
て
い

る
と
さ
れ
、そ
の
内
容
は
『
行
政
学
講
義
録
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は
、政
治
学
に
つ
い
て
「
先

ス
公
法
ノ
原
理
定
則
ヲ
審
ラ
カ
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
緊
要
ト
ス
」と
し
て
い
る
か
ら
、そ
の
行
政
学
講
義
の
内
容
が　
「
公
法
ノ
原
理
定
則
」
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に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
行
政
法
講
義
」
と
似
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　

ラ
ー
ト
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
瀧
井
一
博｢

帝
国
大
学
体
制
と
御
雇
い
教
師
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
―
ド
イ
ツ

国
家
学
の
伝
導
―
」（『
人
文
学
報
』第
八
四
号
、京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、二
〇
〇
一
年
三
月
）二
一
九
頁
以
下
、野
崎
敏
郎「
カ
ー

ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
と
そ
の
同
時
代
人
た
ち
―
明
治
日
本
の
知
的
交
流
―
」（『
社
会
学
部
論
集
』
第
三
三
号
、
仏
教
大
学
、
二
〇
〇
〇

年
三
月
）
一
七
頁
以
下
、
同
〈
資
料
の
紹
介
と
研
究
〉
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ト
ゲ
ン
「
日
本
人
の
世
界
観
」（『
社
会
学
部
論
集
』
第
五
六

号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
55
）　　

勝
田
「
前
掲
論
文
」
一
四
八
頁
以
下

（
56
）　　

勝
田
「
前
掲
論
文
」
一
五
〇
頁
以
下

（
57
）　　

Rudolf Gneist , D
as englische V

erw
altungsrecht der Gegenw

art ･･･,S156

（
58
）　　

高
田
は
、『
英
国
行
政

』
に
次
い
で
、『
英
国
憲
法
』（
東
京
専
門
学
校
、
司
法
科
講
義
録
、
明
治
二
一
年
カ
）
を
刊
行
し
、
そ

の
末
尾
（
二
〇
四
頁
）
に
こ
の
講
義
がW

illam
 R. A

nson , T
he law

 and custom
 of the constitution 

に
依
っ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
講
義
は
第
一
巻
を
国
会
、
第
二
巻
を
行
政
部
と
し
、
ま
ず
、
立
法
部
を
印
刷
し
た
こ
と
、
行
政
部
に
つ
い
て
は

A
lpherus T

odd,　

Parliam
entary Governm

ent in England

が
最
も
適
切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
憲
法
に
関
す
る
事

実
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ソ
ン
が
最
も
適
当
で
あ
る
が
、「
憲
法
論
」
に
お
い
て
は
、
ダ
イ
シ
ー
が
最
も
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

高
田
は
、
そ
の
後
、
行
政
部
を
あ
わ
せ
た
『
英
国
憲
法
』（
東
京
専
門
学
校
蔵
版
、
明
治
三
二
年
カ
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
行

政
部
を
あ
わ
せ
た
「
英
国
憲
法
」
は
、『
エ
ー
、
ヴ
ィ
、　

ダ
イ
シ
ー
原
著
・
高
田
早
苗
・
梅
若
誠
太
郎
共
訳　

英
国
憲
法
論
全
（
早

稲
田
叢
書
）』（
東
京
専
門
学
校
出
版
部
蔵
版
、
明
治
三
二
年
）
の
中
に
合
綴
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

ト
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、『
英
国
国
会
政
治
』（
ア
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ト
ッ
ド
氏
著
、林
田
亀
治
郎
・
岸
精
一
共
訳
、三
省
堂
、明
治
二
六
年
）

が
あ
る
。
緒
言
の
中
で
訳
者
は
「
本
書
ノ
特
ニ
力
ヲ
用
イ
タ
ル
所
ハ
如
何
ニ
シ
テ
王
権
政
治
ヨ
リ
国
会
政
治
ニ
遷
進
シ
タ
ル
カ
ヲ
論
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ス
ル
ニ
ア
リ
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

ダ
イ
シ
ー
の
「
法
の
支
配
論
」
に
関
す
る
近
年
の
文
献
と
し
て
は
、
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
著
・
猪
俣
弘
貴
訳
『
ダ
イ
シ
ー
と
行
政

法
』（
政
文
堂
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
59
）　　

ラ
ー
ト
ゲ
ン
『
政
治
学　

中
』
一
五
六
頁

（
60
）　　

こ
れ
に
対
し
ラ
ー
ト
ゲ
ン
は『
政
治
学　

中
』二
五
二
頁
以
下
で
、「
方
今
欧
州
大
陸
諸
国
ニ
於
テ
ハ
地
方
分
権
ノ
方
向
ヲ
取
リ
益
々

自
治
体
ノ
事
務

ニ
権
力
ヲ
拡
張
ス
ル
ヺ
勤
メ
、
英
国
ハ
中
央
集
権
ノ
方
法
ヲ
取
リ
益
々
地
方
ノ
事
務

ニ
其
権
力
ヲ
中
央
ニ
集
攬

ス
ル
ト
勤
ム
」
と
し
て
い
る
。
同
様
の
指
摘
は
『
行
政
学
講
義
録
』
で
も
行
わ
れ
て
い
る
（
二
七
八
頁
以
下
）。
高
田
の
地
方
自
治

の
位
置
づ
け
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
高
田
も
、
本
文
引
用
部
分
に
続
け
て
「
惟
フ
二
英
国
政
府

中
央
集
権
ノ
度
ハ
往
昔
（
一
六
、七
世
紀
か･･･

筆
者
）
ノ
如
ク
甚
タ
シ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
慈
善
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
ニ
ハ
、
其
権
力

近
来
大
ニ
増
長
シ
タ
ル
カ
如
シ
。
彼
ノ
採
礦
ニ
従
事
ス
ル
職
工
ノ
危
難
ヲ
救
ハ
ン
ガ
為
ニ
礦
山
条
例
ヲ
出
シ
又
船
舶
ノ
危
険
ヲ
減
シ

水
夫
ノ
生
命
ヲ
保
セ
ン
為
メ
船
舶
条
例
ヲ
発
ス
ル
カ
如
キ
一
ト
シ
テ
慈
善
ノ
目
的
ニ
出
サ
ル
ハ
ナ
キ
ナ
リ
。
○
中
央
政
府
ノ
干
渉
ニ

シ
テ
慈
善
ノ
目
的
ニ
出
ラ
シ
メ
ハ
復
タ
何
ノ
限
ル
コ
ト
カ
之
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
し
て
い
る
の
で
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
「
英
国
ニ
於
ケ
ル
中

央
集
権
」
の
拡
大
は
こ
の
「
慈
善
ノ
為
」
の
中
央
政
府
の
権
限
の
拡
大
を
云
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
61
）　　

高
田
の
こ
の
部
分
の
記
述
は
三
七
頁
か
ら
一
三
一
頁
に
及
ん
で
い
る
。
地
方
団
体
の
種
類
の
表
示
方
法
は
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
『
政
治

学　

中
』
二
五
四
頁
以
下
の
記
述
と
若
干
違
い
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

高
田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
ー
ト
ゲ
ン

　
　
　

パ
リ
ッ
シ
ュ
（
民
政
・
寺
制
に
区
別
）　　
　
　
　

  

寺
領
制
（
パ
リ
ッ
シ
ュ
）

　
　
　

ユ
ニ
オ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
組
合
制
（
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）

　
　
　

ニ
ュ
ニ
ン
シ
パ
ル
ボ
ロ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
制
（
タ
ウ
ン
・
ボ
ロ
ー
を
含
む
）
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カ
ウ
ン
テ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

州
制
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
）

　
　
　

衛
生
区
画
・
学
校
区
画
・
道
路
区
画
・
埋
葬
区
画　
（
↓
地
方
組
合
制
）

　
　
　

中
央
都
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倫
敦
ノ
特
別
市
制

　
　
　
　

な
お
、
ラ
ー
ト
ゲ
ン
の
記
述
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
グ
ナ
イ
ス
ト
の
『
イ
ギ
リ
ス
行
政
法
』
の
中
で
の

地
方
自
治
行
政
の
記
述
は
、D

ie O
rgane des Selfgovernm

ent und die Local Board

（Ⅱ
. Buch. Zeites K

apitel . Ⅲ
. 

A
bschnitt.

）
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
地
方
団
体
毎
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
62
）　　

大
橋
素
六
郎
纂
著
『
行
政
大
意
講
義　

上
』（
明
治
二
一
年
、
印
刷
兼
発
行
者
・
長
尾
景
弼
）　

も
第
一
篇
憲
法
大
意
の
第
六
章
を

「
英
国
国
会
政
治
ノ
制
度
」
と
し
て
相
当
の
記
述
を
行
っ
て
い
る
。
同
書
は
、
警
官
練
習
所
の
講
義
を
筆
記
（
板
野
常
太
郎
）
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
、
上
巻
は
「
憲
法
ノ
大
意
及
行
政
ノ
通
理
」、
中
巻
は
「
本
法
英
仏
普
四
国
ノ
中
央
及
地
方
行
政
比
較
論
」、
下
巻
は

「
財
政
法
及
警
察
法
ノ
各
論
」
と
さ
れ
、
現
在
上
巻
及
び
中
巻
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
上
記
第
六
章
は
、「
国
会
ノ
起
源
」、「
国
会
ノ
諸

成
分
ノ
事
」、「
国
会
ノ
一
体
ト
シ
テ
有
ス
ル
立
法
上
ノ
権
力
」、「
国
王
及
上
下
両
院
ノ
権
力
」、「
議
案
ノ
事
」、「
王
ノ
裁
可
」、「
議

員
選
挙
法
」、「
内
閣
」
等
一
三
款
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
方
行
政
に
関
す
る
そ
の
他
の
文
献
と
し
て
、「
久
米
金
彌
訳
『
英
国
地
方
政
治
論
』（
哲
学
書
院
、
明

治
二
一
年
）
が
あ
る
（
復
刻
版
・
信
山
社
・
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻914

）。
こ
の
翻
訳
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

G.C.Brodrick

が
書
い
た
論
文
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
「
例
言
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
歴
史
的
経
緯
、

一
八
三
二
年
改
革
法
、
現
在
の
地
方
政
治
、
あ
る
べ
き
改
革
が
項
目
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
久
米
は
、
専
修
学
校
講
義
録
と
し
て
、

久
米
金
彌
講
義
・
大
内
定
也
筆
記
「
行
政
法
」（
科
外
講
義
「
英
国
行
政
法
講
義
」
江
木
衷
講
義
・
山
村
鐵
六
筆
記
合
綴
）（
中
央
大

学
図
書
館
請
求
記
号323.9/K

u37

）
を
出
し
て
い
る
。
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
合
綴
さ
れ
て
い
る
江
木
の
「
英
国
行
政
法
講

義
」
は
江
木
の
「
行
政
法
」（
明
治
二
〇
年
）
と
内
容
に
大
き
な
差
異
が
な
い
こ
と
か
ら
、明
治
二
〇
年
の
出
版
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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久
米
の
行
政
法
は
、
第
一
編
緒
論
、
第
一
章
行
政
ノ
本
義
分
派
及
ヒ
種
類
（
行
政
ノ
本
義
を
含
む
五
節
）、
第
二
章　

内
務
及
ヒ
警

察
（
内
務
及
ヒ
警
察
を
含
む
四
節
）、
第
三
章
（
法
律
上
行
政
事
務
ノ
性
質
（
要
領
一
節
）
か
ら
な
っ
て
い
る
。
久
米
は
警
官
練
習

所
講
師
で
も
あ
っ
た
（
高
橋
雄
犲
『
明
治
警
察
史
研
究
』
第
１
巻
、
五
一
頁
）。

（
63
）　　

山
崎
利
男
『
英
吉
利
法
律
学
校
覚
書
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
二
頁

（
64
）　　

斯
波
は
明
治
二
二
年
七
月
兼
官
（
東
京
大
学
）
を
免
じ
ら
れ
て
い
る
。『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
一
一
四
三
頁
以
下
。

（
65
）　　

同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
行
政
法
講
義
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
一
）
大
橋
素
六
郎
前
掲
『
行
政
大
意
講
義
』
上
（
明
治
二
一
年
）。
同
書
第
二
篇
は
「
行
政
ノ
通
理
」
と
さ
れ
、「
行
政
及
行
政

法
ノ
解
」、「
行
政
司
法
ノ
本
性
及
範
囲
」、「
司
法
裁
判
ト
行
政
裁
判
ノ
区
別　

及
分
掌
」、「
公
権
利
公
義
務
」、「
行
政
官
任
免
ノ
原

則
」、「
繁
議
制
及
独
任
制
」、「
行
政
ノ
方
法
」（
命
令
、
処
分
、
契
約
、
強
制
処
分
法
等
六
款
）、「
自
治
ノ
解
」、「
地
方
自
治
」（「
地

方
自
治
ト
国
政
ノ
関
係
」、「
地
方
自
治
ヨ
リ
生
ス
ル
利
益
」
等
四
款
）、「
集
権
及
分
権
」、「
行
政
ノ
監
督
」
の
一
一
章
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。「
公
権
利
公
義
務
」、「
行
政
ノ
方
法
」、「
司
法
裁
判
ト
行
政
裁
判
ノ
区
別
及
分
掌
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

大
橋
は
、
上
記
ホ
ル
ラ
ン
ド
『
法
理
学
汎
論
』
を
翻
訳
す
る
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
に
精
通
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
薩
埵
正
邦
『
行
政
法
講
義
』（
明
治
二
二
年
、
中
央
法
学
会
―
東
京
法
学
校
・
後
の
法
政
大
学
の
通
信
教
育
機
関
）。
同
書

の
正
式
名
称
は
『
各
国
比
較
行
政
法
講
義
』
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
目
録
）。
薩
埵
は
京
都
仏
学
校
出
身
、上
京
し
、

内
務
省
、
司
法
省
勤
務
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
師
事
。
東
京
法
学
校
の
開
設
に
係
わ
り
，
東
京
法
学
校
主
幹
と
な
っ
た
。
後
に
第
三
高

等
学
校
法
学
部
教
授
。

　
　
　
　

同
書
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、第
一
巻
総
論
は
憲
法
、政
体
ノ
種
類
、政
権
の
三
章
の
次
に
、憲
法
要
略
と
し
て
、仏
国
、合
衆
国
、

独
逸
国
、英
国
が
章
立
て
で
記
さ
れ
て
い
る（
英
国
の
部
分
が
一
番
長
い
）。
第
二
巻
は
行
政
法
と
さ
れ
、上
篇
を「
官
制
」と
し
て（
下

篇
は
な
い
。）、
第
一
章
総
論
に
行
政
機
関
の
種
類
等
七
節
、
第
二
章
中
央
政
府
に
第
一
節
と
し
て
「
本
邦
ノ
制
度
」
が
、
第
二
節
以
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下
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
独
逸
帝
国
、
英
吉
利
の
制
度
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
は
、
地
方
制
度
と
し
て
、
第
一
節

「
日
本
ノ
府
県
制
度
」（
一
部
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
イ
セ
ン
）、
第
二
節
「
郡
区
」（
日
本
の
郡
長
、
書
記
の
記
述
に
次
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
記
述
）、
第
三
節
「
現
行
市
町
村
制
及
新
市
町
村
制
」
が
記
述
さ
れ
、
そ
の
後
に
「
仏
国
町
村
制
度
大
要
」、「
行
政

裁
判
所
」、　
「
公
用
土
地
買
上
規
則
」
が
配
さ
れ
て
い
る
（
市
町
村
の
部
分
が
一
番
長
い
）。
こ
の
よ
う
に
そ
の
内
容
は
組
織
法
を
中

心
と
し
た
教
科
書
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
期
の
教
科
書
と
は
、
著
し
く
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
。

    　
　

富
井
「
前
掲
書
」
は
、「
第
九
章
行
政
法
汎
論
」（
六
八
頁
以
下
）
に
お
い
て
「
行
政
法
ト
ハ
行
政
府
ト
人
民
ト
ノ
関
係
ヲ
規
定
ス

ル
法
律
ヲ
云
フ･･･

行
政
法
学
ノ
目
的
ト
ス
ル
所
ハ
各
民
ヲ
シ
テ
其
行
政
府
ニ
対
ス
ル
権
利
義
務
ノ
何
タ
ル
カ
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ニ
在

リ
」
と
し
、
地
方
自
治
制
度
及
び
行
政
裁
判
制
度
設
立
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

（
66
）　　

そ
の
後
穂
積
八
束
は
、
明
治
三
〇
年
に
も
東
京
法
学
院
か
ら
講
義
録
『
行
政
法　

完
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
構
成
は
第
一
部
行
政

法
汎
論
（
第
一
編
行
政
（
行
政
法
学
等
四
章
）、
第
二
編
行
政
組
織
（
行
政
ノ
機
関
（
中
央
官
制
、
地
方
自
治
団
体
、
行
政
裁
判
等

七
章
）、
第
二
部
行
政
法
各
論
（
第
一
編
総
論
、
第
二
編
内
政
（
警
察
、
人
事
、
衛
生
、
経
済
等
一
一
章
）、
第
三
編
外
務
行
政
、
第

四
編
軍
事
行
政
、
第
五
編
財
政
、
第
六
編
司
法
行
政
と
な
っ
て
お
り
、
体
系
化
が
一
層
進
む
と
と
も
に
、
行
政
各
部
の
第
二
編
内
務

に
関
す
る
部
分
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
が
、「
以
謄
写
板
換
筆
写
」
と
さ
れ
る
和
装

の
『
行
政
法
』
上
・
下
、（
法
学
博
士
穂
積
八
束
講
義
「
最
新
行
政
法
学
汎
論
ノ
部
、
各
論
ノ
部
」）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

『
行
政
法
大
意
』（
明
治
二
九
年
八
尾
書
店
、
明
治
三
三
年
有
斐
閣
書
房
、
明
治
四
二
年
有
斐
閣
）
を
出
版
し
て
い
る
。
少
し
づ
つ
体

系
化
の
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。「
大
権
」
に
関
す
る
項
目
立
て
は
明
治
二
六
年
行
政
法
と
『
行
政
法
』
上
・
下
に
含
ま
れ
て
い
る
。

穗
積
八
束
は
、
明
治
二
四
年
に
博
士
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

公
法
体
系
の
確
立
の
観
点
か
ら
穂
積
八
束
が
法
学
協
会
雑
誌
に
掲
載
し
た
「
公
法
」
に
関
す
る
論
文
を
中
心
し
て
詳
細
な
分
析
を

し
た
も
の
と
し
て
、塩
野「
前
掲
論
文
」一
三
頁
以
下
参
照
。塩
野
は
、穂
積
八
束
の
教
科
書
に
よ
る
記
述
と
し
て
は『
行
政
法
大
意
』（
明
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治
二
九
年
）
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
穂
積
八
束
の
公
法
観
の
基
礎
に
あ
る
視
点
を
析
出
し
た
も
の
と
し
て
、
藤
田
宙
靖
「
行
政
法

理
論
体
系
の
成
立
と
そ
の
論
理
構
造
―
穂
積
八
束
博
士
の
公
法
概
念
を
中
心
と
し
て
―
」（
昭
和
四
七
年
）、同『
行
政
法
の
思
考
形
式
』

（
木
鐸
社
、
昭
和
五
三
年
）
所
収
三
八
頁
以
下
参
照
。
穂
積
八
束
の
公
法
学
全
般
に
わ
た
っ
て
そ
の
特
色
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、

坂
井
大
輔
「
穂
積
八
束
の
「
公
法
学
」｣　
（
一
）（
二
）（『
一
橋
法
学
』
一
橋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
、一
二
巻
一
号
二
〇
一
三
年
）

二
三
一
頁
以
下
、　

同
二
号
（
同
年
）
五
四
九
頁
以
下
（
行
政
法
に
つ
い
て
は
、（
二
）
五
九
三
頁
以
下
）
参
照
。
坂
井
は
、
穂
積
八

束
の
行
政
法
を
主
と
し
て
『
行
政
法
大
意
』（
明
治
二
九
年
）
に
よ
り
考
察
し
て
い
る
。

（
67
）　　

一
木
は
、『
日
本
法
令
予
算
論
』
執
筆
に
あ
た
り
、
そ
の
「
緒
言
」
の
中
で
、
第
一
回
帝
国
議
会
に
お
け
る
政
党
間
の
争
い
の
背

景
に
は
議
会
の
予
算
議
定
権
の
範
囲
に
関
す
る
憲
法
解
釈
の
問
題
が
あ
る
と
し
、
議
会
に
お
い
て
憲
法
に
関
す
る
争
い
が
生
じ
る
の

は
、
憲
法
に
関
す
る
学
術
の
発
展
が
ま
だ
十
分
で
な
い
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　

第
一
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
は
議
会
が
予
算
（
震
災
補
助
、
水
害
補
助
）
を
削
減
し
、
政
府
が
こ
れ
に
つ
い
て
予
算
外
の
支
出
を

し
、
事
後
的
に
議
会
の
支
出
承
諾
を
得
る
た
め
の
緊
急
議
決
を
求
め
た
が
議
会
が
そ
の
審
議
を
遷
延
し
て
議
決
に
及
ば
な
い
事
態
が

生
じ
、
政
府
に
よ
る
予
算
外
支
出
の
可
否
、
方
法
、
議
会
に
よ
る
予
算
削
減
の
範
囲
可
能
性
等
が
問
題
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、

明
治
二
四
年
一
二
月
二
六
日
勅
令
二
四
七
号
で
、
当
該
支
出
が
認
め
ら
れ
た
（
同
勅
令
の
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
同
月
二
五
日
の
彙

報
「
各
大
臣
奏
議
」
参
照
）。

　
　
　
　
『
日
本
法
令
予
算
論
』
の
構
成
は
、緒
言
、第
一
章
「
法
律
及
ひ
命
令
」（
法
律
及
ひ
命
令
の
性
質
等
二
節
）、第
二
章
「
法
律
」（
法

律
案
の
提
出
等
五
節
）、
第
三
章
「
命
令
」（
緊
急
命
令
等
五
節
）、　

第
四
章
「
法
律
命
令
遵
由
の
効
力
」（
法
律
成
立
手
続
の
審
査

等
三
節
）、
第
五
章
「
予
算
」（
予
算
の
性
質
等
二
節
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
木
は
予
算
外
支
出
は
予
備
費
の
範
囲
で
行
な
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
予
算
不
足
に
つ
い
て
は
追
加
（
補
正
）
予
算
の
方
法
で
対
応
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
一
木
は
明
治
三
五
年
内
閣
法

制
局
長
兼
恩
給
局
長
と
な
り
、
教
授
は
兼
官
と
な
っ
た
。
三
九
年
に
依
願
免
本
官
兼
官
と
な
り
、
教
授
も
辞
し
た
。
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（
68
）　　

一
木
の
『
行
政
法
論　

完
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
。
総
論
部
分
に
「
汎
論
」、
各
部
法
の
部
分
に
「
行
政
各
論
」
の

名
称
が
附
さ
れ
た
。
汎
論
の
第
一
編
「
総
論
」
第
一
章
が
「
公
法
」　

と
さ
れ
、「
公
権
」
論
を
内
容
と
し
、
第
二
章
「
行
政
ノ
活
動

ス
ル
形
式
」
に
「
許
可
」、「
認
可
」、「
権
利
設
立
ノ
処
分
」
が
追
加
さ
れ
、
第
三
編
が
「
地
方
行
政
ノ
組
織
」
と
さ
れ
「
自
治
」「
自

治
ノ
事
務
」　

等
が
項
目
化
さ
れ
て
い
る
。
行
政
各
論
で
は
、
第
四
編
「
内
務
行
政
」
に
つ
い
て
「
保
安
警
察
」、「
衛
生
警
察
」、「
貧

救
行
政
」、「
教
育
行
政
」
が
拡
充
さ
れ
、『
行
政
法　

下
』
で
は
「
内
務
行
政
」
の
中
で
独
立
の
章
と
さ
れ
て
い
た
「
貨
幣
」、「
度
量
衡
」

が
「
経
済
ニ
関
ス
ル
行
政
」
と
い
う
新
た
な
章
に
ま
と
め
ら
れ
、『
行
政
法　

下
』
で
は
章
と
し
て
項
目
化
さ
れ
て
い
た
「
一
般
ノ

文
化
ニ
対
ス
ル
行
政
」（
七
章
）、「
災
害
ニ
対
ス
ル
財
産
ノ
保
護
」（
九
章
）
が
削
ら
れ
、
意
匠
・
商
標
・
著
作
が
特
許
と
同
一
項
目

と
さ
れ
た
。
第
五
編　

｢

軍
事
行
政
」
は
、
第
一
章
軍
事
上
ノ
負
担
（
徴
発
・
要
塞
地
帯
ノ
制
限
の
二
節
）
第
二
章
兵
役
（
兵
役
義

務
ノ
性
質
、
応
募
義
務
の
二
節
）
に
拡
充
さ
れ
た
。『
行
政
法　

下
』
で
は
「
公
権
ノ
保
護
」
と
さ
れ
て
い
た
第
七
編
は
「
行
政
上

ノ
救
済
手
段
」
と
さ
れ
、
訴
願
が
独
立
の
章
と
な
り
、
行
政
訴
訟
の
章
の
下
に
、
裁
判
手
続
に
関
す
る
事
項
が
拡
充
（
九
節
）
さ
れ

た
。
公
権
論
が
前
面
に
出
さ
れ
、
行
政
作
用
一
般
論
が
拡
充
さ
れ
、
各
論
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
能
の
発
展
に
伴
い
新
し
い
体
系
化

が
進
み
、
救
済
制
度
が
充
実
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
69
）　　

D
eutsche V

erw
altungsgeschichte.  Bd.

Ⅲ.S.94

（
70
）　　

勝
田
「
前
掲
論
文
」
一
五
四
頁
注
（
27
）

　
　
　
　

な
お
、
本
稿
脱
稿
後
、
本
間
四
郎｢

江
木
衷
の
行
政
法
研
究
の
一
面｣

（『
企
業
法
研
究
』
第
二
号
、
第
三
号
名
古
屋
経
済
大
学
企

業
法
制
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
論
文
は
江
木
の｢

行
政
法｣

、｢

社
会
行
政
法
論
訳
述｣

な
ど
に

よ
り
、
江
木
の｢

公
法
・
社
会
法
・
私
法
論｣

、｢

行
政
法
の
定
義｣
等
を
概
観
し
て
い
る
。
江
木
の
『
法
理
学
講
義
』（
明
治
十
八
年
）

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
終
わ
り
）
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本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
史
・
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
中
央
大
学
大
学
史
編
纂
課
角
田
茂
さ
ん
、
日
本
比
較
法
研
究
所
事
務
室
加
藤

裕
子
さ
ん
の
助
力
を
得
た
。
明
治
二
〇
年
前
後
の
多
く
の
日
本
語
文
献
を
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
民
法
、
国
際
私
法
、
ド
イ
ツ
法
の
か
つ
て
の
同
僚
か
ら
、
貴
重
な
教
示
を
う
け
た
。

（
中
央
大
学
名
誉
教
授
）
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正誤表

頁数 段 行数 誤 正 備考

3 9 明治五年 明治一五年

19 3 第三分冊・第二分冊 第三分冊・第四分冊

57 8 省令 第一　省令

82 12 講義は緒論（第一回 講義は第一回

82 14 九項目 四項目

82 15 一二項目。） 三項目。）」

91 3 おけるの役割 おける役割

100 6 論』巌松堂 論』（巌松堂

101 13 いるまた、 いる。また、

102 1 健次郎 謙次郎

102 7 不動社会 不動の社会

102 14 Gesetzmaessigkeit Gesetzmӓssigkeit

102 16 Nationaloekonomie Nationalӧkonomie

105 10 島、Bodo 島は、Bodo

107 19 Haeser Hӓuser

110 6 スルヺ勤 スルヲ勤

110 19 ニュニンシパル ミュニンシパル


